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指定演題　1日目

2025年2月22日（土）

オリエンテーション ・ 開会式 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 9:20～9:30

会長講演 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 9:30～10:00

中継 ： 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール）

共に学び、 共に創る

講師：川村 三希子（�札幌市立大学 看護学部 教授）
座長：荒尾 晴惠（�大阪大学大学院 医学系研究科 教授）

特別講演 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 10:00～11:00

PatientからPersonへ

講師：石垣 靖子（�北海道医療大学 名誉教授）
座長：川村 三希子（�札幌市立大学 看護学部 教授）

教育講演 1 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 11:15～12:15

看護師が理解しておきたいジェンダー /セクシュアリティの多様性〈基礎編〉

講師：原 ミナ汰（�特定非営利活動法人 共生社会をつくる性的マイノリティ支援全国ネットワーク 代表理事 /
一般社団法人 SOGIE 相談・社会福祉全国協議会 代表理事）

座長：花出 正美（�公益財団法人がん研究会 有明病院 がん相談支援センター センター長）

教育講演 2 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 11:15～12:15

がん疼痛に関する質の高い臨床研究を目指して　～がん疼痛に関する研究ポリシーの解説～

講師：松本 禎久（�公益財団法人がん研究会 有明病院 緩和治療科 部長）
座長：重野 朋子（�筑波大学附属病院 緩和ケアセンター）
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シンポジウム 1 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 15:30～17:00

地域の実情や病院の特性に合わせた在宅がん医療の様々なかたち 

～北海道での取り組みをもとに、 自分の地域（まち）でのあり方を考えよう～

座長：石岡 明子（�北海道大学病院 看護部 副看護部長）
　　　廣岡 佳代（�国立大学法人 東京科学大学大学院 保健衛生学研究科 在宅・緩和ケア看護学分野）
シンポジスト：
　　　笹原 千晶（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 患者サポートセンター 短期訪問看護室りんく管理者）
　　　梶原 陽子（�医療法人徳洲会 札幌南徳洲会病院 看護部 看護責任者）
　　　島田 啓志（�国民健康保険由仁町立診療所 医長）
　　　部川 玲子（�北見赤十字病院 看護部 師長）

シンポジウム 2 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 13:45～15:15

がんになっても自分らしく暮らせる社会を目指して －がん対策を患者に届けるために－

座長：關本 翌子（�国立がん研究センター中央病院 看護部 看護部長）
　　　田中 いずみ（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 看護部 副院長・看護部長）
シンポジスト：
　　　箕浦 祐子（�厚生労働省 健康・生活衛生局 がん・疾病対策課 課長補佐）
　　　森田 佳美（�奈良県福祉医療部 医療政策局疾病対策課 課長補佐）
　　　橋本 久美子（�聖路加国際病院 相談支援センター、 

AYA サバイバーシップセンター アシスタントナースマネージャー）
　　　瀧川 千鶴子（�KKR 札幌医療センター 緩和ケア内科 副院長）

シンポジウム 3 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 10:45～12:15

がん看護領域での役割拡大に向けた特定行為の実践と課題 

～特定行為研修が終了したがん看護領域認定看護師の役割と活用～

座長：田中 いずみ（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 看護部 副院長・看護部長）
　　　菅野 かおり（�公益社団法人日本看護協会 神戸研修センター がん薬物療法看護認定看護師教育課程 

主任教員）
シンポジスト：
　　　菅野 かおり（�公益社団法人日本看護協会 神戸研修センター がん薬物療法看護認定看護師教育課程 

主任教員）
　　　川村 真紀（�社会医療法人財団聖フランシスコ会 姫路聖マリア病院 看護部 看護副部長）
　　　國次 葉月（�独立行政法人地域医療機能推進機構 徳山中央病院 看護部 副看護部長、 

がん薬物療法看護特定認定看護師）
　　　渡辺 由美（�社会医療法人恵佑会 札幌病院 看護部 副院長・看護部長）
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パネルディスカッション 1 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 13:45～15:15

がん患者のせん妄を理解しエビデンスを元にケアしよう 

－せん妄ガイドラインを活用したがん患者へのせん妄の薬物療法 ・ 非薬物療法の実践－

座長：平山 さおり（�KKR 札幌医療センター 看護部 師長）
　　　林 ゑり子（�横浜市立大学大学院 医学研究科看護学専攻）
パネリスト：
　　　角甲 純（�三重大学大学院 医学系研究科 教授）
　　　野村 優子（�東京都立病院機構 東京都立駒込病院 看護部 緩和ケアセンター 主任）
　　　西田 真理（�北海道大学病院 地域医療連携福祉センター 緩和ケアチーム）
　　　上村 恵一（�国家公務員共済組合連合会 斗南病院 精神科・緩和ケア内科 科長）

パネルディスカッション 2 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 15:00～17:00

納得がいく意思決定のための支援  

－患者のヘルスリテラシーを高める情報提供 ・ コミュニケーション－

座長：松山 茂子（�市立札幌病院 地域連携センター部）
　　　佐藤 明美（�札幌医科大学附属病院 医療連携福祉センター 主査）
パネリスト：
　　　中山 和弘（�聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授）
　　　近藤 まゆみ（�北里大学病院 看護部 師長）
　　　佐藤 こずえ（�北海道大学病院 がん相談支援センター 医療ソーシャルワーカー）
　　　滝澤 ひとみ（�Luxia（ラクシア）代表 / 北海道がんセンター がん相談支援センター ピアサポーター）
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委員会企画　1日目

2025年2月22日（土）

編集委員会企画 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 10:00～11:00

がん看護学の視点で抽出した課題を研究にするための絵図を描こう！－計画例をふまえながら－

講師：鈴木 久美（�大阪医科薬科大学大学院 看護学研究科 教授）
座長：作田 裕美（�編集委員会委員長 / 大阪公立大学大学院 看護学研究科 教授）

災害対策委員会企画 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール） 10:45～12:15

大規模災害下でがん患者さんの生活を守るために 

－がん看護に携わる看護職ができること、 看護職にできること－

講師：吉田 詩織（�東北大学大学院 医学系研究科）
　　　小原 智恵子（�珠洲市総合病院 主任看護師）
　　　濵本 千春（�YMCA 訪問看護ステーション・ピース 所長、がん看護専門看護師）
座長：宮下 光令（�災害対策委員会 委員長 / 東北大学大学院 医学系研究科）
　　　今津 陽子（�東京科学大学大学院 保健衛生学研究科）

学術委員会企画 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール） 13:45～15:15

事前申込制（学会員限定）

今こそ集まれ！がん看護の仲間たち 

－第2回臨床実践者と研究者のためのジョイントミーティング－

学術委員会：
　　　　�林 直子（委員長）　麻生 咲子　入澤 裕子　小笠 美春　沖村 愛子　佐藤 まゆみ　高橋 奈津子　

宮下 光令

教育活動委員会企画　海外研修報告 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 13:45～14:45

2024年度 がん看護に関わる高度実践看護師海外研修報告　 

Oncology Nursing Society 49th Annual CongressとNIH訪問で感じたがん看護のや

りがいと誇り

報告者：大内 紗也子（�京都大学医学部附属病院）
　　　　田村 ひかり（�京都大学大学院）
　　　　淺野 耕太（�京都第二赤十字病院）
アドバイザー：
　　　　河面 育子（�Memorial Sloan Kettering Cancer Center）
　　　　渡邊 知映（�昭和大学 保健医療学部 看護学科 / 教育活動委員会）
座　長：入江 佳子（�虎の門病院 / 教育活動委員会）
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ガイドライン委員会企画 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール） 10:45～12:15

実践現場におけるガイドライン活用の成果と課題 

～職業性曝露対策、 血管外漏出ガイドラインの実践例から～

講師：狩野 太郎（�群馬県立県民健康科学大学）
　　　高橋 美知枝（�函館五稜郭病院）
　　　朝鍋 美保子（�国立がん研究センター中央病院）
座長：飯野 京子（�国立看護大学校）
　　　平井 和恵（�東京医科大学 医学部 看護学科）

特別関心活動グループ委員会企画 札幌市教育文化会館 4階 ギャラリー 10:00～16:00

SIG ポスターフォーラム　－自分の関心のある分野と仲間を見つけよう－

患者 ・ 家族参画プログラム　1日目

2025年2月22日（土）

オリジナルプログラム 1 第5会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームA） 10:00～11:30

看護が大切にしていること ―特別講演「PatientからPersonへ」を通して―

座長：梅田 恵（�ファミリー・ホスピス株式会社 がん看護専門看護師）

オリジナルプログラム 2 第5会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームA） 12:00～13:30

看護レンジャー ―その悩み、 私たちに任せてください！―

講師：岸田 さな江（�獨協医科大学病院 がん看護専門看護師）
　　　市原 香織（�淀川キリスト教病院 がん看護専門看護師）
　　　大友 陽子（�がん研究会有明病院 がん看護専門看護師）
　　　鈴木 綾子（�北海道がんセンター 皮膚・排泄ケア認定看護師）
　　　太田 愛（�手稲渓仁会病院 遺伝看護専門看護師）
座長：桜井 なおみ（�全国がん患者団体連合会）
　　　轟 浩美（�全国がん患者団体連合会）
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交流集会　1日目

2025年2月22日（土）

交流集会 1 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 10:00～11:00

臨床で即実践!がん患者さんへの禁煙教育能力を高めるためのワークショップ

○�中島 和英（�北海道がんセンター）
　�濵田 珠美（�旭川医科大学医学部看護学科）
　�江口 卓也（�旭川医科大学病院）
　�沖 智子（�産業医科大学）

交流集会 2 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 11:15～12:15

リフレクションマッププログラム(RMP:答えは自分の体験の中にある)は 

がん看護にどのように活用できるか

○�飯岡 由紀子（�埼玉県立大学 保健医療福祉学研究科・研究開発センター）
　�渡邉 直美（�東京女子医科大学病院）
　�髙山 裕子（�JCHO 横浜中央病院）
　�田代 真理（�高知県立大学 看護学部）
　�廣田 千穂（�東京科学大学大学院 博士後期課程）
　�木原 円子（�江東病院）
　�久保田 まりえ（�埼玉県立大学 修士研究員）

交流集会 3 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 13:45～14:45

治療で見た目が変わるのは仕方ないこと?! 

頭頸部がん患者に対するアピアランスケアの現状や課題を考えてみよう

○�田中 圭（�長崎医療センター、九州大学大学院医学系学府 医療経営管理学専攻）
　�後藤 志保（�がん研究会有明病院）
　�岩井 美世子（�一宮研伸大学）
　�八田 理恵（�金沢大学付属病院）
　�安川 弘平（�国立がん研究センター中央病院）

交流集会 4 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 15:00～16:00

がん治療を経験した看護師と一緒に「食べること」 「食べるよろこび」について語り、 考えよう

○�柴田 敦巨　髙橋 智子（�株式会社 michiteku 猫舌堂）
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交流集会 5 第7会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームC） 13:45～15:45

研究するって楽しい!「ケアの意味を見つめる事例研究」で自分のがん看護実践を研究にまとめよう

○�望月 由紀（�東都大学 幕張ヒューマンケア学部 健康科学科）
　�雨宮 有子（�千葉県立保健医療大学 看護学科）
　�柄澤 清美（�新潟青陵大学 看護学部 看護学科）
　�角川 由香　山本 則子（�東京大学大学院 医学系研究科）
　�仁昌寺 貴子（�日本赤十字看護大学 さいたま看護学部）
　�山花 令子（�武蔵野大学）

交流集会 6 第7会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームC） 16:00～17:00

がん看護でのePROや人工知能技術活用の未来について語る

○�吉田 詩織（�東北大学大学院 医学系研究科 がん看護学分野）
　�升川 研人　平山 英幸　宮下 光令（�東北大学大学院 医学系研究科 緩和ケア看護学分野）

交流集会 7 第8会場（グランドメルキュール札幌大通公園 20階 パールホールAB） 10:00～12:00

がんと運動 ・ 身体活動の支援　改めて看護の役割を考えてみませんか

○�神田 清子　樺澤 三奈子（�新潟県立看護大学 看護学部）
　�細川 舞（�岩手県立大学看護学部）
　�清水 陽一（�国立看護大学校）
　�玉井 なおみ（�名桜大学健康科学部）
　�京田 亜由美　瀬沼 麻衣子（�群馬大学大学院保健学研究科）
　�小沼 美加（�高崎健康福祉大学保健医療学部）
　�今井 洋子（�日本赤十字社 前橋赤十字病院）

交流集会 8 第8会場（グランドメルキュール札幌大通公園 20階 パールホールAB） 13:45～14:45

遺伝子パネル検査を希望する患者と家族に対する支援～看護師の役割と連携～ 

SIG乳がん看護&治験 ・ 臨床研究看護　共同企画

○�伊藤 聖美（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院）
　�井関 千裕（�社会福祉法人 大阪暁明館 大阪暁明館病院）
　�荒堀 有子（�市立釧路総合病院）
　�三木 利恵（�姫路赤十字病院）
　�中濱 洋子（�国立がん研究センター中央病院）
　�小原 泉（�自治医科大学）
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交流集会 9 第8会場（グランドメルキュール札幌大通公園 20階 パールホールAB） 15:00～16:00

災害時にがん患者を支える看護師のサポート 

～能登地震における被災活動の経験を聴いて考えてみよう～

○�加賀美 千津（�高山赤十字病院）
　�今津 陽子（�国立大学法人 東京科学大学）
　�笠谷 美保（�千葉労災病院）
　�風間 郁子（�WyL 株式会社 訪問看護ステーション江戸川）
　�岸田 さな江（�獨協医科大学病院）
　�佐藤 大介（�福井大学学術研究院医学系部門看護学領域）
　�中信 利恵子（�日本赤十字広島看護大学）
　�山田 希（�長岡赤十字病院）
　�益満 陽子（�東京警察病院）

交流集会 10 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 10:00～11:00

原点回帰!　小児 ・ AYA世代の声に耳を傾け対話をしよう 

－ACP普及の過程で直面する課題の解決に向けて－

○�益子 直紀（�文京学院大学 保健医療技術学部 看護学科）
　�小西 玲奈（�四天王寺大学 看護学部 看護学科）
　�丸山 始美（�静岡県立大学 看護学部）
　�岩崎 多津代（�国立病院機構東京医療センター）
　�遠山 義人（�日本赤十字看護大学 看護学部）
　�太田 佳男（�岡山大学病院）
　�横井 夢律美（�地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター）
　�小林 幹紘（�武蔵野大学 看護学部）
　�加藤 由香（�静岡県立こども病院）
　�橋本 理恵子（�兵庫医科大学 看護学部）
　�齊藤 太樹（�国立病院機構東京医療センター、東京歯科大学 市川総合病院）
　�井之上 康子（�国立病院機構信州上田医療センター）
　�平田 陽香（�北里大学大学院 看護学研究科 修士課程）
　�津村 明美（�認定 NPO 法人横浜こどもホスピスプロジェクト）
　�高根 秀成（�東北福祉大学 健康科学部 保健看護学科）

交流集会 11 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 11:15～12:15

共に学び、 共に創るアピアランスケア～施設でいかにしてアピアランスケアを提供していくか～

○�鈴木 牧子（�国立がん研究センター東病院）
　�藤間 勝子（�国立がん研究センター中央病院）
　�久野 真知子（�金沢医科大学病院）
　�藤原 由佳（�神戸大学大学院医学研究科 内科系講座先端緩和医療学分野）
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交流集会 12 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 13:45～14:45

がん薬物療法を受ける糖尿病を併せもつがん患者のセルフマネジメント橋渡し支援:悪心 ・ 嘔吐

○�田中 登美（�大阪成蹊大学 看護学部 看護学科）
　�山本 裕子（�畿央大学 健康科学部 看護医療学科）
　�光木 幸子（�同志社女子大学 看護学部 看護学科）
　�南村 二美代（�大阪公立大学 看護学部 看護学科）
　�横田 香世（�大阪青山大学 看護学部 看護学科）
　�服部 美景　肥後 直子（�京都府立医科大学附属病院）
　�藤田 かおり（�洛和会音羽病院）
　�門田 典子（�京都看護大学 看護学部 看護学科）
　�嶋田 幸子（�京都田辺中央病院）

交流集会 13 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 15:00～17:00

IPOSで実現する!がん看護の質向上への一歩と成果の見える化

○�伊藤 奈央（�岩手医科大学 看護学部）
　�東 由加里（�京都市立病院 看護部）
　�石井 容子（�自治医科大学 看護学部）
　�大日方 裕紀（�北海道大学大学院 保健科学研究院）
　�重野 朋子（�筑波大学附属病院 看護部）
　�松村 優子（�京都市立病院 看護部、京都大学大学院 医学研究科）

交流集会 14 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302） 10:00～12:00

○�千﨑 美登子　児玉 美由紀　神谷 芳絵 
（�北里大学病院 看護部、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）

　�三次 真理（�上智大学 総合人間科学部 看護学科、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
　�今泉 郷子（�東海大学 医学部 看護学科、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
　�遠藤 惠美子（�NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
　�飯尾 友華子（�市立青梅総合医療センター、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
　�垣本 看子（�国立がん研究センター中央病院、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
　�濱田 麻里子（�川崎市立井田病院、NPO 法人ニューマン理論・研究・実践研究会）
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交流集会 15 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302） 13:45～14:45

病院の地域貢献 ・ 地域連携にスペシャリストを活かす～企画 ・ 運営の実際～

○清水 裕子（ 群馬県立県民健康科学大学 看護学部）  
奥山 絢子（ 聖路加国際大学 看護学研究科）
 北田 陽子　角田 明美（ 群馬大学医学部附属病院）  國
江 慶子（ 東京都立大学 健康福祉学部 看護学科）  小和
田 美由紀（ ナーシングホームあい誉）
 福井 純子（ 北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科）  
森田 幾代（ がん研究会有明病院）
 細川 舞（ 岩手県立大学 看護学部）
 本多 昌子（ 渋川医療センター）
 山下 慈（ 青森県立中央病院） 

交流集会 16 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302） 15:00～17:00

生殖年齢にある遺伝性腫瘍の方への看護を考える 

ー生殖医療 ・ 遺伝医療の進歩とそれによる当事者の課題を知ろうー

○�糸川 紅子（�日本赤十字秋田看護大学 看護学部 看護学科）
�平沢 晃　深野 智華（�岡山大学学術研究院 医歯薬学域）
�田村 和朗（�桜橋渡辺未来医療病院 遺伝子診療センター）
�大川 恵（�聖路加国際病院）
�荒木 もも子（�島根大学医学部附属病院）
�藤田 裕子（�姫路赤十字病院）
�高山 良子（�神戸市看護大学）

交流集会 17 第14会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室301） 15:00～17:00

栄養 ・ 口腔の視点からみた外来がん看護 －多職種連携でがん患者さんの“食べる”を支援する－

○�佐伯 香織（�国家公務員共済組合連合会 横浜栄共済病院）
�穐山 真理　酒井 良子（�日本医科大学付属病院）
�福田 仁代（�トヨタ記念病院）
�木幡 和美（�川崎市立多摩病院）
�江戸 美奈子（�北海道がんセンター 歯科口腔外科）
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交流集会 18 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂） 10:00～12:00

SIGスキンケア企画　「がん患者の皮膚を守る －はがす ・ あらう ・ ぬる ・ はる－」

○�水島 史乃（�聖隷クリストファー大学）
　�高橋 純（�千葉県がんセンター）
　�高木 良重（�福岡大学医学部看護学科）
　�飛澤 貴子（�JA 秋田厚生連大曲厚生医療センター）
　�松原 康美（�北里大学健康科学部）
　�伊藤 麻紀（�日本赤十字社医療センター）
　�梶田 志帆（�独立行政法人国立病院機構九州がんセンター）
　�宮前 奈央（�兵庫医科大学）
　�清水 けい子（�公益社団法人日本看護協会）
　�村田 節子（�関西看護医療大学）
　�鈴木 綾子（�北海道がんセンター）
　�印幡 香（�富山赤十字病院）

交流集会 19 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂） 13:45～14:45

安全で効率的な外来がん薬物療法看護～外来治療センターの多職種協働と運用の工夫～

○�葛貫 由香（�新座志木中央総合病院）
　�福井 里美　三浦 里織（�東京都立大学）
　�高橋 由美（�済生会新潟病院）
　�海老沼 真奈美（�函館厚生院函館五稜郭病院）
　�本田 瑞恵（�日本大学病院）
　�塩島 永子（�がん感染症センター都立駒込病院）
　�秋田 わか（�奈良県西和医療センター）
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交流集会 20 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂） 15:00～17:00

切れ目のないがん治療 ・ 緩和ケアを実現するために 

～在宅療養の支援介入のタイミング ・ 連携を考える～

○�富澤 あゆみ（�ひとつぶ診療所）
　�濵本 千春（�YMCA 訪問看護ステーション・ピース）
　�宇野 さつき（�ファミリー・ホスピス神戸垂水ハウス）
　�荻原 修代（�株式会社 GCI 訪問看護ステーション芍薬）
　�齊藤 名歩（�医療法人 賛永会 さつきホームクリニック）
　�柏谷 優子（�辻仲病院柏の葉）
　�德谷 理恵（�ピースホームケアクリニック・ピースホームケアクリニック京都）
　�福田 愛子（�愛知県立大学大学院看護学研究科）
　�小林 やよい（�ホサナ訪問看護ステーション）
　�松浦 明海（�訪問看護ステーションもれっと）
　�高澤 洋子（�淀川キリスト教病院）
　�矢野 順子（�ふくしま在宅緩和ケアクリニック）
　�賢見 卓也（�みる看る訪問看護ステーション）
　�安富 由紀（�静岡県立静岡がんセンター）
　�倉持 雅代（�青戸訪問看護ステーション）
　�角田 明美（�群馬大学医学部附属病院 緩和ケアセンター）
　�司関 和子（�流山市役所）

交流集会 21 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403） 10:00～12:00

遺伝がん看護の現状と課題を語り合おう 

～遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査(MGPT)の手引きについて学習して～

○�日下 咲（�兵庫県立がんセンター）
　�平沢 晃（�岡山大学）
　�竹内 抄與子（�昭和大学）
　�御手洗 幸子（�NTT 東日本関東病院）
　�藤田 裕子（�姫路赤十字病院）
　�川崎 優子　内田 恵（�兵庫県立大学）
　�今井 芳枝（�徳島大学）
　�宇根底 亜希子（�JA 愛知厚生連江南厚生病院）
　�松本 仁美（�兵庫県立はりま姫路総合医療センター）
　�蓮岡 佳代子（�岡山大学病院）
　�須田 有美（�東京歯科大学市川総合病院）
　�三冨 亜希（�新潟県立がんセンター新潟病院）
　�三浦 美和子（�東京都済生会中央病院）
　�中村 由唯（�佐久総合病院佐久医療センター）
　�太田 愛（�手稲渓仁会病院）
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交流集会 22 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403） 13:45～15:45

【がん薬物療法看護SIG企画第2弾】 

化学療法による味覚変化について考えよう!味覚変化の支援や多職種連携をどうしていますか?

○�種市 亜澄（�小田原市立病院）
　�大路 貴子（�神戸市立医療センター西市民病院）
　�中村 千里（�聖マリアンナ医科大学病院）
　�松山 円（�静岡県立静岡がんセンター）
　�杉本 里実（�和歌山県立医科大学附属病院）
　�岩本 寿美代（�大阪ブレストクリニック、日本ベクトン・ディッキンソン株式会社）

交流集会 23 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403） 16:00～17:00

看護師が企画 ・ 運営するがんサポートグループ、 ピアサポートの強み

○�福井 里美（�東京都立大学 健康福祉学部 看護学科、認定特定非営利活動法人がんサポートコミュニティー）
　�市原 香織（�淀川キリスト病院、特定非営利活動法人ともいき京都）
　�橋本 久美子（�聖路加国際病院 相談支援センター）
　�中村 めぐみ（�聖路加国際大学）
　�本間 裕樹（�宮城厚生協会坂総合病院）
　�田村 里佳（�認定特定非営利活動法人がんサポートコミュニティー、国立看護大学校）
　�近藤 めぐみ（�特定非営利活動法人ともいき京都、大阪歯科大学）
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教育セミナー　1日目

2025年2月22日（土）

教育セミナー 1 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 12:30～13:30

進行再発大腸がん薬物療法 

・ 進行再発大腸がんの後方ラインの治療戦略　～フルキンチニブを中心に～

・ 大腸がん治療でもタスクシフト ： 看護師だからこそのセルフケア支援

講師：小松 嘉人（�国立大学法人北海道大学病院 腫瘍センター 診療教授）
　　　伊藤 麻紀（�日本赤十字社医療センター 看護部 皮膚・排泄ケア認定看護師）
座長：増島 麻里子（�千葉大学大学院看護学研究院 高度実践看護学講座 教授）

共催：�武田薬品工業株式会社

教育セミナー 2 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 12:30～13:30

チームで取り組む転移 ・ 再発乳癌患者の副作用マネジメント

・ HR陽性/HER2陰性 転移 ・ 再発乳癌の治療戦略　～ ADCの使いどころ～

・ ADC投与時の副作用マネジメントについて　～患者さんの治療継続のために看護師がサポートできること～

講師：渡邊 健一（�北海道がんセンター 教育研修部長 乳腺科）
　　　湯田 昌美（�国立がん研究センター東病院 乳がん看護認定看護師）
座長：渡邊 知映（�昭和大学 保健医療学部 教授）

共催：�第一三共株式会社

教育セミナー 3 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール） 12:30～13:30

・ 急性リンパ性白血病における最新の治療戦略

・ 携帯型輸液ポンプを用いたブリナツモマブ点滴静注用の投与方法

講師：小野 孝明（�浜松医科大学医学部附属病院 輸血・細胞治療部 准教授）
　　　加藤 由香（�静岡県立こども病院 小児がん相談室室長補佐 / がん化学療法看護課長代行、 

がん化学療法看護認定看護師）
座長：作田 裕美（�大阪公立大学大学院 看護学研究科 教授）

共催：�アムジェン株式会社

教育セミナー 4 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール） 12:30～13:30

非小細胞肺癌の治療効果最大化のために医師 ・ 看護師でできること 

・ 肺がん治療のパラダイムシフト　～ EGFRエクソン20挿入変異への挑戦～

・ 看護師のためのアミバンタマブマネジメント ： 患者さんへの効果的なアプローチ

講師：高 遼（�静岡県立がんセンター 呼吸器内科 医長）
　　　岩嵜 優子（�静岡県立がんセンター 看護部 がん化学療法看護認定看護師）
座長：塩澤 綾（�神奈川県立がんセンター 看護局 がん看護専門看護師）

共催： Johnson＆Johnson メディカルアフェアーズ本部
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教育セミナー 5 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 12:30～13:30

irAEマネジメントにおける患者教育とコミュニケーション 

・ 患者主体の医療実現のための取り組み　～ EBMとNBMに基づく患者コミュニケーション～

・ 患者主体の医療実現のための取り組み　～患者 ・ 家族背景を踏まえた患者コミュニケーションの実際～

講師：中村 将人（�相澤病院 がん集学治療センター 化学療法科 統括医長）
　　　上條 佳子（�相澤病院 がん集学治療センター 緩和ケア科 緩和ケア認定看護師）
座長：鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部 がん看護学 教授）

共催：�MSD株式会社

教育セミナー 6 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール） 12:30～13:30

転移性尿路上皮癌治療の副作用マネジメント　～多職種連携の重要性～

講師：金子 剛（�埼玉医科大学国際医療センター 泌尿器腫瘍科 准教授）
　　　中村 千里（�聖マリアンナ医科大学病院  緩和ケアセンター がん看護専門看護師 / 

がん化学療法看護認定看護師）
座長：松原 康美（ 北里大学 健康科学部 看護学科 教授、がん看護専門看護師、皮膚・排泄ケア認定看護師）

共催：�アステラス製薬株式会社

教育セミナー 7 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 12:30～13:30

がん悪液質におけるチーム医療 

・ がん悪液質における早期治療介入の意義

・ 当院における外来化学療法室での看護師の役割

・ 当院における外来化学療法室での薬剤師の役割 

講師：今村 博司（ 市立豊中病院 副院長 兼 消化器外科主任部長 兼 がん診療部長）
　　　秦 真由美（ 市立豊中病院 外来治療センター看護師、がん化学療法看護認定看護師）
　　　久田 真規子（ 市立豊中病院 外来治療センター薬剤部）
座長：田中 京子（ 大阪公立大学大学院 看護学研究科 教授）

共催：�小野薬品工業株式会社

教育セミナー 8 第14会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室301） 12:30～13:30

乳がん治療におけるアベマシクリブの位置づけと副作用マネジメント　～医師と看護師の立場から～

講師：大城 智弥（�市立貝塚病院 乳腺外科 主任部長 乳がん高度検診・治療センター長）
　　　梅本 郁奈子（�市立貝塚病院 看護局 乳がん看護認定看護師）
座長：橋口 周子（�神戸大学医学部附属病院 看護部 看護師長 兼 がん看護専門看護師）

共催：�日本イーライリリー株式会社
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教育セミナー 9 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂） 12:30～13:30

放射線療法をうける患者の皮膚をまもる 

・ エビデンスに基づく放射線療法時のスキンケア方法 up-to-date ！ 

・ 明日からの実践に役立つ、 急性放射線皮膚炎ケアのコツ

講師：宮前 奈央（�兵庫医科大学 看護学部 看護学科 講師、皮膚・排泄ケア認定看護師）
　　　祖父江 由紀子（�東邦大学医療センター大森病院 看護部 がん看護専門看護師、リンパ浮腫療法士）
座長：高木 良重（�福岡大学 医学部 看護学科 講師、がん看護専門看護師、皮膚・排泄ケア認定看護師）

共催：�持田ヘルスケア株式会社

教育セミナー 10 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403） 12:30～13:30

がん患者の在宅緩和ケア

講師：門脇 睦子（�元訪問看護ステーションそよ風 所長、札幌市立大学大学院 非常勤看護師、 
訪問看護認定看護師）

座長：本間 織重（�昭和大学病院 看護部 / 昭和大学 保健医療学部 看護学科 准教授、がん看護専門看護師）
共催：�ファミリー・ホスピス株式会社
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指定演題　2日目

2025年2月23日（日）

教育講演 3 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 15:30～16:30

がん看護に役立ちそうな緩和ケアについて考えたこと2024　～患者 ・ 家族の視点から

講師：森田 達也（�聖隷三方原病院 緩和支持治療科 副院長）
座長：田村 恵子（�大阪歯科大学大学院 看護学研究科開設準備室 室長）

教育講演 4 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 9:30～10:30

患者報告型アウトカム（PRO ： Patient Report Outcome） 

～患者の体験をケアに活かす～

講師：宮下 光令（�東北大学大学院 医学系研究科保健学専攻 緩和ケア看護学分野 教授）
座長：伊藤 奈央（�岩手医科大学 看護学部 共通基盤看護学講座 准教授）

教育講演 5 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 10:45～11:45

がんゲノム医療の現状と今後の展望　 

－将来の保険適用やドラッグ ・ ラグ解消に向けて－

講師：木下 一郎（�北海道大学病院 がん遺伝子診断部 教授）
座長：村上 好恵（�慶應義塾大学 看護医療学部 教授）

シンポジウム 4 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール） 9:30～11:00

患者ー看護師関係を基盤とする患者主体の症状マネジメント

座長：小島 悦子（ 元 札幌保健医療大学 保健医療学部 看護学科 教授）
　　　狩野 太郎（ 群馬県立県民健康科学大学 看護学部 教授）
シンポジスト：
　　　荒尾 晴惠（ 大阪大学大学院 医学系研究科 教授）
　　　田墨 惠子（ 大阪大学医学部附属病院 看護部 看護師長）
　　　西 恭佳（ 和歌山県立医科大学附属病院 中央放射線部・中央内視鏡部 副看護師長）
　　　團塚 恵子（ 札幌医科大学附属病院 看護部 副部長）
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パネルディスカッション 3 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 9:30～11:30

がん患者へのアピアランスケア ： 誰もがケアを受けられる社会に向けて

座長：阿部 恭子（�東京医療保健大学 千葉看護学部 教授）
　　　納谷 さくら（�医療法人東札幌病院 看護部 看護課長）
パネリスト：
　　　高田 美香（�青森県立中央病院 看護部外来看護班 上席看護専門官）
　　　三井 里美（�AYA 世代患者会アヤキタ ! 会員 / 北海道札幌養護学校 白桜高等学園 教諭）
　　　吉尾 和代（�HAIR&MAKE SALON 8（ヘアメイクサロン ハチ）代表 / 

メイクアップアーティスト 一般社団法人 CANnet 医美 Labo 北海道）
　　　藤間 勝子（�国立がん研究センター中央病院 アピアランス支援センター センター長）

パネルディスカッション 4 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 13:15～15:15

高齢がん患者の薬物療法の選択と倫理的課題 

～それって過小治療？過大治療？～

座長：坂井 さゆり（�新潟大学大学院 保健学研究科 教授）
　　　小野 聡子（�札幌医科大学附属病院 医療連携福祉センター 副センター長）
パネリスト：
　　　岩永 一郎（�札幌厚生病院 化学療法内科 主任部長）
　　　山谷 淳子（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 看護部 看護師長）
　　　杉田 智子（�ファミリー・ホスピス株式会社 ファミリー・ホスピス京都北山ハウス 施設長）
　　　吉岡 佐知子（�松江市立病院 総合支援センター 副院長・総合支援センター長）

パネルディスカッション 5 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 13:15～15:15

がんと性のことを語り合う －あなたはがん患者さんやご家族の問いかけに応えられますか？－

座長：佐藤 一樹（�名古屋大学大学院 医学系研究科総合保健学専攻 教授）
　　　高野 純子（�一般財団法人同友会 藤沢湘南台病院 看護部 副師長）
パネリスト：
　　　高橋 都（�NPO 法人日本がんサバイバーシップネットワーク 代表理事 / 

岩手医科大学 医学部 客員教授 / 東京慈恵会医科大学 医学部 客員教授）
　　　渡邊 知映（ 昭和大学 保健医療学部 教授）
　　　松田 夕香（ 札幌医科大学附属病院 看護部 副看護師長）　

閉会式 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 16:30～16:40

中継 ： 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール）
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学術集会 ・ 教育活動委員会合同企画

2025年2月23日（日）

学術集会 ・ 教育活動委員会合同企画 第8・9会場（グランドメルキュール札幌大通公園 20階 パールホールAB・C） 13:15～14:45

事前申込制

Meet the Expert（スモールグループディスカッション） 

～日本 ・ 米国で活躍するExpertとの交流を通して学ぶ～

講師：石垣 靖子（�北海道医療大学 名誉教授）
　　　Kristie Murphy（�Memorial Sloan Kettering Cancer center, DNP, RN, ACNS-BC, CCNS, CCRN）
　　　河面 育子（�Memorial Sloan Kettering Cancer center, MSN, CNS, RN, AOCNS, AOCN）
司会：松原 康美（�北里大学健康科学部 教授）
ファシリテータ：
　　　石岡 明子（�北海道大学病院 看護部 副看護部長 がん看護専門看護師）
　　　廣岡 佳代（�国立大学法人 東京科学大学大学院 保健衛生学研究科 准教授）
　　　井関 千裕（�大阪暁明館病院 看護部 がん看護専門看護師、乳がん看護認定看護師）

教育活動 ・ 国際活動委員会合同企画　国際シンポジウム

2025年2月23日（日）

教育活動 ・ 国際活動委員会合同企画　国際シンポジウム 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 9:30～11:00

逐次通訳あり

～がん薬物療法のオンコロジックエマージェンシー～

座長：渡邊 知映（�昭和大学 保健医療学部 看護学科 教授 / 教育活動委員会）
　　　水野 道代（�筑波大学 医学医療系 教授 / 国際活動委員会）
シンポジスト：
　　　河面 育子（�Memorial Sloan Kettering Cancer Center, OCNS）
　　　Kristie Murphy（�Memorial Sloan Kettering Cancer Center, CCNS）
　　　市川 智里（�国立がん研究センター東病院 がん看護専門看護師）
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委員会企画　2日目

2025年2月23日（日）

がん看護技術開発委員会企画 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール） 9:30～11:00

「人生の最終段階における医療 ・ ケアの決定プロセスに関するガイドライン」を　 

踏まえた意思決定支援の充実を目指して

講師：紅谷 浩之（�医療法人社団オレンジ）
　　　高橋 美賀子（�聖路加国際病院）
　　　浅井 望美（�国立がん研究センター中央病院）
座長：槙埜 良江（�広島大学病院）
　　　玉木 秀子（�埼玉医科大学国際医療センター）

地方分科会委員会企画 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール） 9:30～11:00

地方分科会開催に向けて、 テーマを決めて企画書を出しましょう！

講師：長崎 礼子（�がん研究会有明病院 看護部）
　　　臺 美佐子（�石川県立看護大学）
　　　野口 玉枝（�国家公務員共済組合連合会 浜の町病院）
座長：高木 良重（�福岡大学 医学部 看護学科）
　　　祖父江 由紀子（�東邦大学医療センター大森病院）

社会連携委員会企画　Nursing Science Café 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール） 13:30～14:30

“がん”ってどんな病気？“ナース”ってどんな仕事？

司会：大友 陽子（�がん研究会有明病院）
講師：中谷 亮太（�北海道大学病院 がん看護専門看護師）
　　　青田 美穂（�東札幌病院 緩和ケア認定看護師）

社会連携委員会企画　市民公開講座 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール） 14:45～16:15

地域のがん医療について考える ～北海道からの発信～

司会：市原 香織（�淀川キリスト教病院 がん看護専門看護師）
　　　天野 慎介（�全国がん患者団体連合会 理事長）
講師：中村 英俊（�北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 課長補佐（がん対策））
　　　内村 郁美（�釧路労災病院 がん看護専門看護師）
　　　藤原 葉子（�ホームケアクリニック札幌 院長）
　　　田巻 憲史（�帯広協会病院 医療ソーシャルワーカー）
　　　齋藤 浩哉（�北海道がん患者連絡会 世話人）
　　　岩本 進（�北海道新聞社 編集局報道センター記者（医療担当））
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教育活動委員会企画　最新がん看護セミナー 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 15:00～16:30

どのように活用する？　高齢者機能評価をふまえた看護実践

講師：中村 千里（�聖マリアンナ医科大学病院 がん看護専門看護師）
　　　北川 善子（�九州がんセンター がん看護専門看護師）
　　　水谷 友紀（�杏林大学医学部 腫瘍内科学教室 講師）
座長：本間 織重（�昭和大学病院 がん看護専門看護師 / 昭和大学 保健医療学部 看護学科 准教授 / 

教育活動委員会）
　　　橋口 周子（�神戸大学医学部附属病院 がん看護専門看護師 / 教育活動委員会）

特別関心活動グループ委員会企画 札幌市教育文化会館 4階 ギャラリー 9:30～15:30

SIG ポスターフォーラム　－自分の関心のある分野と仲間を見つけよう－

患者 ・ 家族参画プログラム　2日目

2025年2月23日（日）

オリジナルプログラム 3 第5会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームA） 12:00～13:00

地域の実情や病院の特性に合わせた在宅がん医療

講師：部川 玲子（�北見赤十字病院 がん看護専門看護師）
　　　梶原 陽子（�札幌南徳洲会病院 がん看護専門看護師）
座長：天野 慎介（�全国がん患者団体連合会）
　　　佐野 英昭（�北海道がん患者連絡会）
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交流集会　2日目

2025年2月23日（日）

交流集会 24 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 9:30～11:30

がん患者の親をもつ思春期の子どもへの支援を考える～ TEENsセミナーの企画開催を通して～

○�伏見 幸弘　石井 有紀　内田 智栄　北村 悦子　熊谷 祐美（�慶應義塾大学病院 看護部）
　�久住 真有美（�慶應義塾大学病院 医療連携推進部）
　�近藤 咲子（�元慶應義塾大学病院 看護部）
　�新藤 悦子　茶園 美香（�元慶應義塾大学看護医療学部）

交流集会 25 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 13:15～15:15

専門看護師が取り組む事例研究～「ケアの意味を見つめる事例研究」から得た気づき～

○�高山 良子（�神戸市看護大学）
　�正井 志穂（�神戸市立西神戸医療センター）
　�長嶧 美奈子（�大阪医科薬科大学病院）
　�梅田 節子（�神戸市立医療センター中央市民病院）
　�佐久間 博子（�関西医科大学付属病院）
　�小山 富美子（�近畿大学看護学部）

交流集会 26 第6会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームB） 15:30～16:30

がん治療経験のある看護師と一緒にアピアランスケアの本質について考えてみよう

○�柴田 敦巨　福良 聖子　髙橋 純子（�株式会社 michiteku 猫舌堂）

交流集会 27 第7会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 クリスタルルームC） 13:15～15:15

がん看護専門看護師の活動アウトカムの可視化 

～チーム、 現場、 ケアアウトカムの変化を質と量で評価することはできるのか～

○�前澤 美代子（�山梨県立大学）
　�糸川 紅子（�日本赤十字秋田看護大学）
　�藤原 由佳（�神戸大学大学院医学研究科）
　�田墨 惠子（�大阪大学医学部附属病院）
　�井沢 知子（�京都大学医学部附属病院）
　�内田 恵（�兵庫県立大学）
　�小澤 桂子（�国立がん研究センターがん対策研究所）
　�田村 恵子（�大阪歯科大学）
　�吉田 智美（�大阪信愛学院大学）
　�向井 未年子（�愛知県がんセンター）
　�渡邉 眞理（�湘南医療大学）
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交流集会 28 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 9:30～11:30

時間毒性(がん治療に伴う時間的負担)と患者力の視点から考える積極的治療の止め時

○�長谷川 友美　東 光久（�奈良県立病院機構 奈良県総合医療センター）
　�遠藤 久美（�静岡県立 静岡がんセンター）

交流集会 29 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 13:15～14:15

もっと身近に!　がん放射線療法看護の実際

○�水谷 洋（�藤田医科大学病院）
　�守屋 靖代（�昭和大学病院）
　�奥野 恵（�金沢医科大学病院）
　�祖父江 由紀子（�東邦大学医療センター大森病院）
　�後藤 志保（�がん研有明病院）
　�橋口 周子（�神戸大学医学部附属病院）
　�藤本 美生（�兵庫県立がんセンター）
　�飯沼 由紀恵（�東北大学病院）
　�定塚 佳子（�金沢大学）
　�西野 奈々江（�聖隷三方原病院）

交流集会 30 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 14:30～16:30

ケモ室ナースみんなで考えよう!外来化学療法室の看護の質向上と運営効率化

○�入江 佳子（�虎の門病院）
　�淺野 耕太（�京都第二赤十字病院）

交流集会 31 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302） 13:15～14:15

個人防護具(PPE)着用による外来化学療法室の暑さ対策、 あなたの病院ではどうしていますか?

○�佐藤 理佳（�静岡県立静岡がんセンター、聖路加国際大学大学院）
　�淺野 耕太（�京都第二赤十字病院）
　�麻生 咲子　中島 和子（�静岡県立静岡がんセンター）
　�小山 美樹（�聖路加国際大学大学院、東京女子医科大学病院）
　�藤原 登茂（�虎の門病院）
　�三浦 里織（�東京都立大学）
　�山口 歩（�聖路加国際病院）
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交流集会 32 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302） 14:30～16:30

“がん看護に携わる看護職のジレンマを声にする”倫理的対話を促すための 

臨床倫理コンサルテーションを語ろう

○�松村 優子　東 由加里　杦岡 かおる（�京都市立病院）
　�石井 奈奈（�手稲渓仁会病院）
　�上田 佳奈（�岩国医療センター）
　�是澤 広美（�大阪府済生会吹田病院）
　�島田 玲児（�新潟市民病院）
　�鈴木 さやか（�刈谷豊田総合病院）
　�松本 幸絵（�栃木県立がんセンター）
　�松山 直美（�京都大学医学部附属病院）
　�吉田 こずえ（�宝塚市立病院）
　�渡邉 直美（�東京女子医科大学病院）
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教育セミナー　2日目

2025年2月23日（日）

教育セミナー 11 第1会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームABC） 12:00～13:00

医療用麻薬の適正使用と自己管理 

・ 医療用麻薬の適正使用　～医療用麻薬適正使用ガイダンスを紐解く～ 

・ 看護師が実践する医療用麻薬の自己管理　～がんの痛みの治療における医療用麻薬の自己管理マニュアルを紐解く～

講師：的場 元弘（�青森県立中央病院 副院長・緩和ケアセンター長 / 青森県医療連携推進監）
　　　柏谷 優子（�辻仲病院柏の葉 看護部長 / 緩和ケア認定看護師）
座長：荒尾 晴惠（�大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 教授）

共催：�塩野義製薬株式会社

教育セミナー 12 第2会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 エンプレスホール） 12:00～13:00

難治性乳癌治療と患者さんへの寄り添い方 

・ 転移 ・ 再発トリプルネガティブ乳癌の薬物療法における最新情報 

・ トリプルネガティブ乳がん患者と共に歩む　～乳がん看護の可能性～

講師：徳永 えり子（�国立病院機構 九州がんセンター 乳腺科 部長）
　　　井関 千裕（�大阪暁明館病院 看護部 がん看護専門看護師・乳がん看護認定看護師）
座長：片岡 純（�愛知県立大学 看護学部 成人慢性期看護学 教授）

共催：�ギリアド・サイエンシズ株式会社

教育セミナー 13 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール） 12:00～13:00

我慢させない！がん治療を支える制吐療法 

・ 制吐療法における看護師の役割 

・ 胃癌最新治療と制吐対策について

講師：日下部 緑（�北海道大学病院 看護部 がん化学療法看護認定看護師）
　　　朴 成和（�東京大学医科学研究所附属病院 腫瘍・総合内科 教授）
座長：林 ゑり子（�横浜市立大学医学研究科 看護学専攻 がん看護学専門看護師）

共催：�大鵬薬品工業株式会社

教育セミナー 14 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール） 12:00～13:00

血管外漏出に関するガイドライン発行後の取り組みと現状

講師：菅野 かおり（�日本看護協会 神戸研修センター がん薬物療法看護認定看護師）
　　　田﨑 亜希子（�淡海医療センター がん化学療法看護認定看護師）
座長：飯野 京子（�国立看護大学校 看護学部 看護学部長）

共催：�テルモ株式会社
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教育セミナー 15 第10会場（札幌市教育文化会館 1階 大ホール） 12:00～13:00

irAE早期発見のためのコミュニケーション 

・ irAEマネジメントは当たり前の医療へ ： 医療者全体で支えるがん患者の未来

・ 患者コミュニケーション ： どう診療につなげるか

講師：村上 晴泰（�静岡県立静岡がんセンター 化学療法センター センター長 / 新規治療開発科 部長 / 
呼吸器内科 医長）

柳田 秀樹（ 静岡県立静岡がんセンター 呼吸器科・新規治療開発科棟 看護師長

共催：�ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社／ 
小野薬品工業株式会社

教育セミナー 16 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール） 12:00～13:00

外来化学療法におけるチーム医療とがん患者の負担軽減 

・ 乳がん外来化学療法における患者負担軽減のアプローチ　～ペグフィルグラスチム自動投与デバイス導入のポイントと看護師の役割～

・ 外来化学療法における患者の負担軽減　～時間的負担について考えよう～

講師：角谷 昌俊（�王子総合病院 乳腺外科 主任科長）
　　　比気 真弓（�千葉医療センター 看護部 がん化学療法看護認定看護師）
座長：水野 道代（�筑波大学 医学医療系 教授）

共催：�協和キリン株式会社

教育セミナー 17 第12会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室305） 12:00～13:00

HBOC診療における患者への支援　～周術期におけるBRCA検査を中心に～

講師：三冨 亜希（�新潟県立がんセンター新潟病院 遺伝看護専門看護師 / 乳がん看護認定看護師）
座長：阿部 恭子（�東京医療保健大学 千葉看護学部 臨床看護学領域 教授）

共催：�アストラゼネカ株式会社

教育セミナー 18 第14会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室301） 12:00～13:00

・ ナースができること　～日本とアメリカの医療現場から学ぶ～

・ ペアナーシング導入による「がん薬物療法提供の最適化」 ： 患者様の治療選択肢拡大への取り組み

講師：河面 育子（�メモリアルスローンケタリングがんセンター クリニカルナーススペシャリスト）
　　　塩島 永子（�東京都立駒込病院 通院治療センター がん化学療法看護認定看護師）
座長：宮下 光令（�東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻緩和ケア看護学分野 教授）

共催：�中外製薬株式会社
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　　　　　　　　 がん化学療法看護認定看護師）
座長：林 直子（ 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授）



教育セミナー 19 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂） 12:00～13:00

・ 二重特異性抗体を用いたR/R DLBCLに対する治療戦略

・ 二重特異性抗体の導入 ・ 維持に向けた取り組み

講師：杉田 純一（ 札幌北楡病院 血液内科 部長）
　　　荒 香織（ 札幌北楡病院 看護部 がん化学療法看護認定看護師）
座長：花出 正美（ がん研究会有明病院 がん相談支援センター センター長 がん看護専門看護師）

共催：�ジェンマブ株式会社 メディカルアフェアーズ本部／
アッヴィ合同会社 医学統括本部

教育セミナー 20 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403） 12:00～13:00

がん薬物療法の投与経路選択とCVポート管理に向けた看護師の育成

講師：高瀬 たまき（�北海道がんセンター がん化学療法看護認定看護師）
　　　市川 美幸（�富山大学附属病院 がん化学療法看護認定看護師）
座長：入江 佳子（�虎の門病院 看護部 がん看護専門看護師）

共催：�株式会社メディコン
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2月22日（土）　1日目

一般演題　口演

第1群	 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール）

第1群 倫理的問題、 家族ケア 16:15～17:00

座長 ： 明石 惠子 （名古屋市立大学大学院 看護学研究科 教授）

O1-1	� がん看護専門看護師が開催する倫理カンファレンスの一考察 

～身寄りのない認知症患者がストーマを造設した事例より～

○三
み や け

宅 祥
しょうたろう

太郎　椎名 友恵（�公立大学法人 横浜市立大学附属病院）

O1-2	� 新型コロナウイルス感染症のパンデミックによりがん看護を担う看護師が直面したmoral 

injuryの実態:質的記述的研究

○青
あ お き

木 美
み わ

和　荒尾 晴惠（�大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻）
　山本 知美（�山口県立総合医療センター 看護部）
　岩上 雄一（�社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 大阪府済生会千里病院 看護部）
　斉藤 律子（�社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 大阪府済生会千里病院 キャリア支援室）
　江藤 美和子（�社会医療法人 生長会 ベルランド総合病院 外来）
　杉浦 康代（�京都府立医科大学附属病院 看護部）
　檜垣 明日香（�医療法人 協和会 千里中央病院 外来）

O1-3	� 死別後の遺族面談から考える終末期がん患者の家族ケア

○大
お お の

野 礼
れ い こ

子　市川 夕子　橋本 勝利　山口 久美子（�藤田医科大学七栗記念病院）

O1-4	� 一般病棟で看取りを経験したがん遺族の遺族ケアに対するニーズとその関連要因: 

インターネット調査

○福
ふくしま

島 桐
き り こ

子（�名桜大学 大学院 看護学研究科 看護学専攻 博士前期課程）
　木村 安貴（�名桜大学 人間健康学部 看護学科）

第2群～第6群	 第4会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 ハイネスホール）

第2群 在宅 ・ 地域看護1 10:00～11:00

座長 ： 岸田 さな江�（獨協医科大学病院 看護部 師長）

O2-5	� 望む場所での療養の支援に向けて～ ELNEC―J研修を通して～

○小
おやなぎ

栁 優
ゆ み こ

美子　田中 香織（�一般財団法人 潤和リハビリテーション振興財団 潤和会記念病院）

O2-6	� 多職種連携にてがん終末期患者を支えるドクターホームの取り組み

○小
こばやし

林 愛
ま な み

美（�陽だまりクリニック 訪問看護ひだまり）

O2-7	� 高齢がん患者の在宅医療を支えるケア提供者の学習ニード

○井
い せ き

関 千
ち ひ ろ

裕（�社会福祉法人 大阪暁明館 大阪暁明館病院 看護部）
　阿南 節子（�大阪ブレストクリニック 薬剤部）
　櫻井 美由紀（�関西労災病院 薬剤部）
　青儀 健二郎（�四国がんセンター 乳腺外科 臨床研究推進部長）
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O2-8	� 退院後訪問指導を通し看護師の役割を考える

○山
やましろ

城 美
み か

香（�沖縄医療生活協同組合 沖縄協同病院）

O2-9	� 認知機能低下のある高齢がん患者に対する訪問看護師の疼痛アセスメント

○岡
お か ね

根 絵
え み り

美里（�多根総合病院）
　田中 京子　林田 裕美　徳岡 良恵（�大阪公立大学大学院 看護学研究科）

第3群 在宅 ・ 地域看護2 11:15～12:15

座長 ： 樋口 伸子�（新潟県立中央病院 患者サポートセンター ・ がん相談支援センター）

O3-10	� がん患者の退院後電話訪問のフィードバックによる看護師の意識変化 

―訪問看護事業所との連携を通して―

○鳥
と り い

居 歩
あゆみ

　伊藤 優子　川又 志帆　宮崎 聡　對東 真帆子（�広島大学病院 看護部）

O3-11	� がん患者の訪問看護経験による退院支援活動の変化 

-自施設における訪問看護師登録制度を活用して-

○星
ほし

 織
お り え

絵　磯村 麻美　廣渡 真奈美（�独立行政法人 国立病院機構 九州がんセンター 看護部 訪問看護ステー
ション）

　赤星 誠美（�独立行政法人 国立病院機構 九州がんセンター 看護部）
　太田 浩子（�純真学園大学 保健医療学部 看護学科）

O3-12	� 訪問看護師 ・ 介護支援専門員が語る認知症高齢者のがん治療選択と緩和ケア実践

○小
お だ し ま

田嶋 文
あ や か

香（�新潟大学大学院 保健学研究科 博士前期課程）
　坂井 さゆり（�新潟大学大学院 保健学研究科）

O3-13	� がん患者の希望を支えるための病院と地域の連携強化のための活動 

～終末期がん患者が自宅に帰る意味を共有する活動～

○田
た な か

中 雄
ゆ う た

大（�コパン訪問看護ステーション）

O3-14	� がん終末期の在宅療養における家族が感じる不安

○岩
い わ た

田 一
か ず え

恵　石川 成美　横井 京子（�訪問看護ステーション蓮）

第4群 在宅 ・ 地域看護3、 エンドオブライフケア1 13:45～14:45

座長 ： 柏木 夕香�（新潟県立新発田病院 看護部）

O4-15	� 「看取り期の頼れるサポーター」を目指した関わり 

～分岐点を察知しチームケアをつなぐ　がん看護専門看護師の役割～

○福
ふ く だ

田 麻
ま み

実　中村 順子　平野 絵里子　松本 彩子　三浦 朋子 
（�特定非営利活動法人 ホームホスピス秋田訪問看護ステーション）

O4-16	� 離島に住むがん患者に対する病棟看護師の在宅移行支援

○大
おおとも

友 志
し ほ

穂　島 千世（�独立行政法人 労働者健康安全機構 中国労災病院）
　吉屋 寿則（�社会福祉法人 島寿会 特別養護老人ホーム 姫が浜荘）
　杉本 由起子（�訪問看護ステーション AOI ケアリングステーション）

O4-17	� 終末期肺がん患者の最期の療養場所をめぐる患者と家族の揺れに対する訪問看護師の 

認識と関わり

○髙
た か つ

津 康
やすひろ

弘（�一般財団法人 平成紫川会 小倉記念病院 看護部）
　原 頼子（�西南女学院大学 保健福祉学部 看護学科）
　桐明 あゆみ（�久留米大学 医学部 看護学科）
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O4-18	� 在宅緩和ケア施設におけるPhase of Illnessを用いた緩和ケアの質評価

○大
お お ひ な た

日方 裕
ひろのり

紀（�北海道大学大学院保健科学研究院）
　飯田 智哉（�巡る診療所）
　宮下 光令（�東北大学大学院医学系研究科 保健学専攻緩和ケア看護学分野）

O4-19	� 緩和ケア病棟における意思決定支援～終末期における意思決定と看護師の役割について～

○松
まつうら

浦 恵
めぐみ

　船田 佳枝　海藤 千晶　佐々木 いづみ（�医療法人社団 慶友会 吉田病院）

第5群 エンドオブライフケア2 15:00～16:00

座長 ： 中山 祐紀子�（医療法人社団杏順会 越川病院 看護部 看護部長）

O5-20	� 大学病院の一般病棟で最期を迎えた肺がん患者 ・ 家族への死亡前1週間の看護

○岡
おか

 枝
し お り

保里（�三重大学医学部付属病院）
　坂口 美和　角甲 純（�三重大学大学院医学系研究科）

O5-21	� 医療従事者である患者とのアドバンスケアプランニングの中で葛藤を感じた一症例

○後
ご と う

藤 希
のぞみ

　西塚 永美乃（�伊藤病院 看護部）

O5-22	� 緩和ケア病棟における終末期がん患者の家族役割に着目した看護実践の一考察

○武
た け だ

田 正
しょうた

太　神納 美保　宇野 みゆき　長谷川 優樹　長尾 久美子　橋本 詩織　梶野 亜衣 
（�藤田医科大学病院 看護部）

　小出 欣和　臼井 正信（�藤田医科大学 緩和医療科）

O5-23	� 進行がん患者の悪液質に関する心理社会的苦痛:スコーピングレビュー

○坂
さかもと

本 景
け い こ

子　矢ヶ崎 香（�慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科）

O5-24	� 治療を断念した終末期がん患者の死を見据えた　Transitionを支援する看護内容の検討

○藤
ふじわら

原 由
ゆ か

佳（�神戸大学医学研究科 内科系講座先端緩和医療学分野）

第6群 手術療法 16:15～17:00

座長 ： 飯野 京子�（国立看護大学校 看護学部 教授）

O6-25	� 再発 ・ 転移がんで手術を受ける患者に対する初発がん手術の体験を活用した 

看護支援プログラムの考案

○小
こ に し

西 美
み ゆ き

ゆき（�植草学園大学 保健医療学部）
　眞嶋 朋子（�千葉大学大学院 看護学研究院）

O6-26	� 広汎子宮全摘出術を受け排尿障害をきたした患者の日常生活上の困難感

○黒
くろいわ

岩 久
く み こ

美子　鍵山 裕美子　赤星 誠美（�九州がんセンター）
　小嶋 友理子（�国立がん研究センター中央病院）
　太田 浩子（�純真学園大学）

O6-27	� 膵頭部十二指腸切除術後患者が自宅で感じる困難

○甲
か い

斐 宏
ひ ろ み

美　川口 孝子　釜山 大樹　赤津 早苗（�地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンター）

O6-28	� 乳がんで乳房再建を受けた患者の意思決定までの体験と情報ニーズ

○三
み よ し

好 こ
こ は る

はる（�北里大学病院 看護部）
　松原 康美（�北里大学健康科学部）
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第7群～第9群	 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール）

第7群 チーム医療1 13:45～14:45

座長 ： 石井 奈奈�（医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 看護部 看護師長）

O7-29	� 外来と一般病棟における腸瘻管理方法に関する動画の運用とパンフレットの改訂

○白
し ら い

井 桂
け い た

汰　田村 貴恵　遠藤 幸枝　宮崎 春美　平野 勇太　原 真由美 
（�国立がん研究センター 東病院 看護部）

　藤田 武郎（�国立がん研究センター 東病院 食道外科）

O7-30	� 多職種介入が有機的だった皮膚突出腫瘍の出血や疼痛を抱える患者への看護実践

○緒
お が た

方 空
く み こ

見子　末川 理沙　高野 真理（�昭和大学病院 看護部）
　本間 織重　我妻 志保（�昭和大学病院 看護部、昭和大学保健医療学部 看護学科）

O7-31	� 専門 ・ 認定看護師へのコンサルテーションにおけるコンサルティの体験

○當
とうがね

金 舞
まい

　髙橋 里江　影山 実子（�都立駒込病院）

O7-32	� 外来化学療法を受ける患者の栄養状態の評価と栄養指導の介入 

―管理栄養士と共同した栄養管理について―

○町
まちやま

山 奈
な つ き

津希　西尾 充代　糸瀬 歩（�社会医療法人 宏潤会 大同病院）

O7-33	� 外来化学療法センターにおける栄養課との協働によるがん患者への栄養指導導入 

に向けた取り組み

○モ
も ー え ん

ーエン 智
と も こ

子　上羽 郁子（�熊本赤十字病院 血液・腫瘍内科外来・外来化学療法センター）
　井出 浩子（�熊本赤十字病院 事務部 栄養課）

第8群 チーム医療2 15:00～16:00

座長 ： 二宮 由紀恵�（市立豊中病院 看護部 副看護部長）

O8-34	� 同種末梢血幹細胞移植後に食欲不振が遷延した退院困難患者への多職種支援に関する 

一考察

○海
う ん の

野 一
ひ と み

美（�山形大学医学部附属病院 看護部）
　秋場 裕梨（�山形大学医学部附属病院 栄養管理部）
　白田 稔則（�山形大学医学部附属病院 精神科）

O8-35	� 外来患者を対象にしたサポーティブケアチームの実践に関する評価

○高
た か だ

田 美
み か

香　山下 慈　工藤 真樹子　工藤 麻美　我満 文実　富士井 絢　穴水 恵利子 
（�青森県立中央病院 看護部）

　千葉 典子（�青森県立中央病院 薬剤部）
　菊池 尚花（�青森県立中央病院 臨床心理支援部）
　館山 舞（�青森県立中央病院 栄養管理部）
　井川 明子（�青森県立中央病院 乳腺外科）
　棟方 正樹（�青森県立中央病院 腫瘍内科）

O8-36	� 緊急気管挿管と抗がん薬治療により生命の危機を脱した甲状腺原発悪性リンパ腫の一例 

-多職種チームアプローチによる実践の評価-

○原
はら

 龍
た つ や

也　井出 千鶴　飯田 有美　西島 安芸子（�静岡県立静岡がんセンター）
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O8-37	� 他分野の専門看護師の協働―悪性黒色腫合併妊婦との関わりから

○柳
やなぎもと

本 千
ち か げ

景　宮口 和子　伊藤 伸子（�青森県立中央病院）
　菅 美希（�青森県立中央病院 総合周産期母子医療センター）

O8-38	� 消化器外科病棟看護師の退院支援に対する着眼点

○沖
お き の

野 美
み ゆ き

幸　檜山 一十三　福間 薫　野崎 尚美（�広島市立広島市民病院 看護部）

第9群 予防 ・ スクリーニング 16:15～17:00

座長 ： 鷲見 尚己�（北海道大学大学院 保健科学研究院 基盤看護学分野 教授）

O9-39	� 看護系女子大学生における子宮頸がんの予防的保健行動に対する認識

○宮
みやまえ

前 真
ま ゆ き

幸（�兵庫県立がんセンター 看護部）
　小山 富美子（�近畿大学）

O9-40	� がん患者に発生する褥瘡の世界的な動向に関するスコーピングレビュー

○前
ま え だ

田 優
ゆうさく

作（�静岡県立静岡がんセンター 看護部）
　糸川 紅子（�日本赤十字秋田看護大学看護学部）
　操 華子（�静岡県立大学看護学部）

O9-41	� がん領域の認定看護師が行う小 ・ 中 ・ 高校生を対象者とした「がんの授業」の実践報告

○杉
すぎもり

森 久
く み

美　細川 順子　稲垣 麦野（�船橋市立医療センター 緩和ケアセンター）
　曽根 晶子　泉 肇（�船橋市立医療センター 患者支援センター）
　君塚 舜（�船橋市立医療センター 薬剤局）
　白﨑 翔（�船橋市立医療センター 診療局 放射線技術科）

O9-42	� リンパ浮腫の経時的モニタリングとしてのTape measureによる四肢周径測定値の精度

○梅
う め だ

田 ゆ
ゆ め な

めな（�医療法人社団 誠馨会 新東京病院）
　田崎 牧子　雨宮 歩　増島 麻里子（�千葉大学大学院 看護学研究院）
　下村 義弘（�千葉大学 デザイン・リサーチ・インスティテュート）
　津村 徳道（�千葉大学大学院 情報学研究院）

第10群～第12群	 第14会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室301）

第10群 小児 ・ 若年者のがん 10:00～11:00

座長 ： 野口 玉枝�（国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 看護部）

O10-43	� 思春期がん患者が妊孕性温存について自律的に選択することを支える看護援助

○弥
や な が

永 果
か ほ

歩（�滋賀医科大学医学部附属病院）
　田中 京子　林田 裕美　徳岡 良恵（�大阪公立大学大学院 看護学研究科）

O10-44	� AYA世代がん患者の支援強化に向けた新たな取り組みと課題の考察

○畑
はた

 千
ち あ き

秋　齋藤 幸枝　増田 菜穂子（�公立大学法人 横浜市立大学附属病院 看護部、がん相談支援センター）

O10-45	� 中高生がん患者の主体的な意思決定に向けた支援-多職種のインタビューから-

○石
いしぜき

関 梨
り か

華（�群馬県立小児医療センター）
　近藤 由香　瀬沼 麻衣子　京田 亜由美　塚越 徳子（�群馬大学大学院保健学研究科）
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O10-46	� がんの子どもが外来通院中に体験する病気による影響に関する文献検討

○神
じんどう

道 那
な み

実（�四天王寺大学大学院 看護学研究科 博士後期課程、日本赤十字豊田看護大学 看護学部）
　泊 祐子（�四天王寺大学大学院 看護学研究科）

O10-47	� 血液がんに罹患した若年成人患者の療養経過に伴う母親の体験

○菅
か ん の

野 綾
あ や こ

子（�岩手医科大学附属病院）
　細川 舞　内海 香子　千田 睦美（�岩手県立大学）

第11群 症状マネジメント1 11:15～12:15

座長 ： 澤井 美穂�（公立学校共済組合 東海中央病院 看護部）

O11-48	� 外来がん薬物療法におけるセルフケアに影響を与える要因と個別的な支援

○森
もりもと

本 鮎
あ ゆ み

美（�国立大学法人旭川医科大学旭川医科大学病院）

O11-49	� 大学病院におけるがん患者のアピアランスケアに対する医療者の意識調査

○本
ほ ん ま

間 織
お り え

重　渡邊 知映（�昭和大学保健医療学部 看護学科）
　緒方 空見子（�昭和大学病院 看護部）
　中村 綾子（�昭和大学病院 看護部、昭和大学保健医療学部 看護学科）

O11-50	� ゲムシタビン投与時の血管痛緩和としての電気毛布の効果と緩和を阻む要因

○船
ふなこし

越 翼
つばさ

　金子 いづみ（�社会医療法人 製鉄記念八幡病院 看護部）
　船越 康太（�社会医療法人 製鉄記念八幡病院 薬剤部）
　瀧井 康（�社会医療法人 製鉄記念八幡病院 腫瘍内科）

O11-51	� 造血幹細胞移植後に外来通院している患者の食欲と主観的症状の関連:横断研究

○井
いのうえ

上 真
ま ほ

帆　矢ヶ崎 香（�慶應義塾大学 看護医療学部）

O11-52	� 緩和ケア病棟に入院しているがん患者の疼痛マネジメントに対する受け止めの変化

○岩
いわもと

本 舞
まい

（�医療法人愛和会 愛和病院）
　樺澤 三奈子　石田 和子（�新潟県立看護大学）

第12群 症状マネジメント2 13:45～14:45

座長 ： 清水 陽一�（国立看護大学校 看護学部 講師）

O12-53	� 在宅で医療用麻薬持続注射療法を使用する終末期がん患者の検討

○富
とみざわ

澤 あ
あ ゆ み

ゆみ　佐藤 隆裕（�ひとつぶ診療所）

O12-54	� 緩和ケア提供の妨げとなる要因の検討～疼痛治療に焦点を当てて～

○榊
さかきばら

原 直
な お き

喜（�国立研究開発法人 国立がん研究センター がん対策研究所、東京大学医学系研究科 公衆衛生学分
野）

　東 尚弘（�東京大学医学系研究科 公衆衛生学分野）
　山下 慈　的場 元弘（�青森県立中央病院）
　小松 浩子（�近畿大学 看護学部開設準備室）

O12-55	� 大腸がんにおける周術期管理支援アプリケーションの開発とユーザビリティ評価 

（第2報）

○関
せきぐち

口 亮
りょう

　近藤 美紀　栗原 美穂（�国立がん研究センター東病院）
　佐々木 将磨　竹下 修由　塚田 祐一郎　伊藤 雅紹（�国立がん研究センター東病院 大腸外科）
　國尾 美絵　花舘 忠篤（�株式会社 MICIN）
　細貝 直美　荻野 真一　阿部 邦威（�アステラス製薬株式会社）
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O12-56	� 乳がん術前化学療法を受けた患者に対する運動と休息を取り入れた生活を支援する看護

プログラムの実現可能性の検証

○田
た し ろ

代 理
り さ

沙　眞嶋 朋子（�千葉大学大学院 看護学研究院）

O12-57	� 急性期病院のがん患者が30日以内に予定外入院となった理由

○小
お の だ

野田 弓
ゆ み え

恵　稲川 和代（�浜松医療センター）

O12-58	� 乳がん患者の自壊創の形態学的特徴の分析

○高
た か き

木 良
よ し え

重（�福岡大学 医学部 看護学科）
　高橋 純（�千葉県がんセンター）
　水島 史乃（�聖隷クリストファー大学）
　松原 康美（�北里大学 健康科学部）
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2月22日（土）　1日目

一般演題　示説

第1群～第11群	 示説会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームD）

第1群 症状マネジメント 11:15～12:15

P1-1	� 化学療法誘発性末梢神経障害の自覚と上肢機能 ・ QOLとの関連

○上
う え の

野 和
か ず み

美（�周南公立大学 人間健康科学部 看護学科）
　江嶋 洋子（�熊本市民病院）
　山本 千尋　土屋 暁美（�長崎大学病院）
　唐澤 和佳奈（�長崎大学医学部保健学科）

P1-2	� 乳がん患者の倦怠感の自己評価と経皮的動脈血酸素飽和度 ・ 脈拍数の関連

○松
ま つ だ

田 瑞
み ず き

葵（�新潟大学大学院保健学研究科、新潟青陵大学看護学科）
　坂井 さゆり　菊永 淳　小林 重紀（�新潟大学大学院保健学研究科）
　長谷川 美樹（�にいがた乳腺クリニック）

P1-3	� 頭頚部がん治療における日常的な患者報告型アウトカムの評価による効果: 

スコーピングレビュー

○澤
さわぐち

口 宙
ひ ろ と

人　川村 三希子（�札幌市立大学 看護学部）

P1-4	� 緩和ケアチーム専従看護師が進行がん患者の難治性浮腫に介入する際の浮腫ケア実施状況

○池
いけなが

長 奈
な み

美　木嶋 あすか　近藤 麗子　前原 朝美　飯田 郁実（�国立がん研究センター中央病院 看護部）
　石木 寛人　里見 絵理子（�国立がん研究センター中央病院 緩和医療科）

P1-5	� 頭皮冷却療法中、 治療後冷却を完遂できなかった患者における脱毛 ・ 発毛状況の検討

○瀬
せ と

戸 牧
ま き こ

子　高橋 かおる（�北里大学病院 看護部）
　三階 貴史　菊地 真理子　時任 崇聡　内藤 可奈子　藤咲 薫（�北里大学病院 乳腺・甲状腺外科）
　仙石 紀彦（�大和市立病院）

P1-6	� がん疼痛に対するリフレクソロジーの有効性に関するスコーピングレビュー

○角
か こ う

甲 純
じゅん

（�三重大学大学院）
　山田 萌葉　山下 実沙稀　山羽 葵　山本 佳穂（�三重大学医学部看護学科）

P1-7	� 看護師のコミュニケーションスキルとがん患者の精神的苦痛に関するスコーピングレビュー

○角
か こ う

甲 純
じゅん

（�三重大学大学院）
　山下 実沙稀　山田 萌葉　山羽 葵　山本 佳穂（�三重大学医学部看護学科）

P1-8	� 手足症候群（HFS）によるQOLへの影響とケア継続が困難になる要因の分析 

―個別性を捉えたセルフケアを目指して―第1報

○難
な ん ば

波 綾
あ や の

乃（�国立大学法人 琉球大学病院 看護部、国立大学法人 琉球大学 医学部 保健学科）
　諸見里 真　仲村 明子　宮城 和美　饒平名 かおり（�国立大学法人 琉球大学病院 看護部）
　永田 星八（�国立大学法人 琉球大学 医学部 保健学科）

P1-9	� A病院での頭皮冷却療法の導入と継続への取り組み

○笹
ささおか

岡 綾
あ や こ

子　島田 美季　岩崎 多津代（�独立行政法人 国立病院機構 東京医療センター 看護部）

54



P1-10	� 当院における症状スクリーニングシート改訂による実態と今後の課題

○小
こ い で

出 良
よ し こ

子　中村 麻美（�大分赤十字病院 看護部）

P1-11	� A病棟における婦人科がん患者へのIPOSを活用した看護の実態

○深
ふ か い

井 咲
さ き え

衣　上田 さくら　寺下 祥代（�富山大学附属病院 看護部）

P1-12	� 化学療法誘発性末梢神経障害が増強したA氏の症状体験

○村
むらさわ

澤 香
か よ

代（�都留市立病院）
　前澤 美代子　郷田 夏希（�山梨県立大学看護学部）

P1-13	� 演題取り下げ

P1-14	� 保険薬局薬剤師を対象としたオピオイド鎮痛薬服薬指導とがん専門病院との連携に 

関する現状調査

○前
まえはら

原 朝
あ さ み

美　石井 和美　伊藤 由希　木嶋 あすか　池長 奈美　近藤 麗子　吉本 有希　後藤 友季恵　
高野 亜美　關本 翌子（国立がん研究センター中央病院 看護部）

　先山 奈緒美　橋本 浩伸（�国立がん研究センター中央病院 薬剤部）
　里見 絵理子（�国立がん研究センター中央病院 緩和医療科）

P1-15	� その人らしい生活を支える外見ケア 

～頭皮冷却法への期待と不安を抱く患者との関わりから～

○石
い し だ

田 智
と も こ

子　安藤 理恵（�東海大学医学部付属八王子病院）

P1-16	� クリーンルーム入室患者への慈悲とマインドフルネス瞑想による気分状態改善効果に 

関するランダム化比較パイロット研究

○山
や ま だ

田 忍
しのぶ

　林 真紀子（�和歌山県立医科大学大学院保健看護学研究科）
　有光 興記（�関西学院大学）
　武用 百子（�大阪大学）
　向 友代　野中 理恵　三栖 阿紀子（�和歌山県立医科大学附属病院看護部）
　園木 孝志（�和歌山県立医科大学附属病院血液内科）

P1-17	� 通院患者のがん疼痛セルフマネジメントを促進する看護介入プログラムの有効性の評価

○山
やまなか

中 政
ま さ こ

子（�天理大学 医療学部 看護学科）
　飯田 幸恵　中村 直美（�近畿中央呼吸器センター）
　阿部 修子（�天理よろづ相談所病院）
　佐藤 明美（�札幌医科大学附属病院）
　中村 巳保子（�大阪市立総合医療センター）
　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P1-18	� 一次化学療法を受ける切除不能の高齢膵臓がん患者のセルフケア支援に向けた 

看護アルゴリズム原案の開発

○吉
よしむら

村 尚
な お こ

子（�小牧市民病院）
　片岡 純（�愛知県立大学大学院看護学研究科）

P1-19	� がん診療連携拠点病院におけるリエゾン精神看護専門看護師による看護外来の運営 

-外来の利用状況と利用患者の特性-

○谷
や じ ま

島 和
か ず み

美（�関東学院大学 看護学部、神奈川県立がんセンター 精神腫瘍科）
　相馬 麻美（�さっぽろ香雪病院 看護部）
　横尾 実乃里（�神奈川県立がんセンター 精神腫瘍科）
　馬場 薫（�関東学院大学 看護学部）
　清水 奈緒美　渡邉 眞理（�湘南医療大学 保健医療学部看護学科）
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第2群 全人的な苦痛 11:15～12:15

P2-20	� 乳腺科、 婦人科外科系病棟でがん治療を受ける患者のアピアランスケアニーズ調査 

～化学療法経験や予定のある患者を中心に～

○松
まつもと

本 弘
ひ ろ え

恵　嵐口 千春　長谷川 裕美子　柳澤 明子（�群馬県立がんセンター）

P2-21	� 治療前後における頭頸部がん患者の心理的苦痛と関連要因:文献レビュー

○鈴
す ず き

木 久
く み

美　南口 陽子（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P2-22	� 原発不明がん患者のサポーティブケアに関する現状と課題

○サ
さ ば ん じ ゅ

バンジュ 美
み ち こ

智子　桶谷 涼子　小栗 妙子　渡邉 千春（�新潟医療福祉大学 看護学部 看護学科）

P2-23	� 退院支援に難渋した造血幹細胞移植後患者への支援　第2報 

～看護師のケアパターン認識による患者の変化～

○長
ながしま

島 聖
せ い こ

子　米田 妃紗奈　大塚 敦子（�東海大学医学部付属病院）

P2-24	� スピリチュアルペインを強く抱えるがん患者に対するがん看護専門看護師の支援

○青
あ お き

木 結
ゆ い

衣（�船橋市立医療センター）
　内海 恵美（�千葉大学全学教育センター）
　大塚 知子（�千葉県立保健医療大学）

P2-25	� 自己概念の揺らぎから肯定的な自己概念の形成に至った再発 ・ 進行がん患者への関わり

○白
しらいし

石 裕
ひ ろ み

実　山内 洋子　新川 さゆり（�市立貝塚病院）

P2-26	� 生きる希望を失った終末期がん患者の援助を振り返り 

～村田理論による分析から分かったこと～

○三
みつむら

村 幸
さ ち え

恵　反町 利恵（�ハグハート訪問看護ステーション）

P2-27	� 無菌室入室中の血液造血器疾患患者に生じる不安を軽減させるために求められる看護

○富
とみざわ

澤 恵
けいじゅ

樹　北爪 里菜　山口 力斗　小渕 葉子　原田 博子（�前橋赤十字病院）

P2-28	� 無菌室入室中の血液造血器疾患患者に生じる不自由さを軽減させるために求められる看護

○山
やまぐち

口 力
り き と

斗　北爪 里菜　富澤 恵樹　小渕 葉子　原田 博子（�前橋赤十字病院）

P2-29	� A病院の乳腺科、 婦人科病棟に所属する看護師のアピアランスケアの実践に関する調査

○長
は せ が わ

谷川 裕
ゆ み こ

美子　松本 弘恵　柳澤 明子（�群馬県立がんセンター）

P2-30	� 産婦人科領域看護職の背景， セクシュアリティに対する態度および 

コミュニケーションスキルが婦人科がん患者の性支援に及ぼす影響

○宇
う の

野 恵
け い こ

子（�福井大学医学部附属病院 看護部）
　上原 佳子　北野 華奈恵（�福井大学学術研究院医学系部門 看護学領域）

P2-31	� がん患者に対して行うタッチングの影響の特性と意義についての文献的考察

○岡
おかもと

本 佐
さ ち こ

智子（�東都大学 幕張ヒューマンケア学部 看護学科）
　望月 由紀（�東都大学 幕張ヒューマンケア学部 健康科学科）
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第3群 在宅 ・ 地域看護 11:15～12:15

P3-32	� 終末期肺がん患者の自宅で最期を看取ることができた要因

○坂
さ か た

田 智
ち か こ

佳子　石田 和子（�新潟県立看護大学）
　齋藤 琴子（�医療法人社団真仁会五泉訪問看護ステーション）

P3-33	� がん関連の専門看護師、 認定看護師の同行訪問に対する訪問看護師のニードと課題

○山
やまぐち

口 久
く み こ

美子　大野 礼子　市川 夕子　橋本 勝利（�藤田医科大学七栗記念病院 看護部）

P3-34	� おひとりさまと訪問看護～スピリチュアルペインを念頭に置いた支援～

○内
うちやま

山 奈
な み え

美恵　三好 真由美　鳥山 あゆみ　宇賀神 京子　角田 美登里　小林 光希　篠原 文子　青木 佳愛　
石野 理恵　太田 ゆかり　狩野 佳子　吉沢 香代子（前橋赤十字訪問看護ステーション）

P3-35	� 緩和ケアの継続看護に有用な情報に関する訪問看護師へのインタビュー調査

○春
は る き

木 沙
さ お り

織　遠藤 美幸　竹久 志穂　石田 洋子（�近畿大学病院 看護部 緩和ケアセンター）
　吉田 健史（�近畿大学病院 緩和ケアセンター）

P3-36	� がんになっても安心して暮らせる地域づくりに対する患者の認識

○伝
で ん ぽ う や

法谷 明
あ き こ

子　本間 ともみ　鳴井 ひろみ　金野 将也（�青森県立保健大学 健康科学部 看護学科）
　越後 優子（�八戸市立市民病院）

P3-37	� がんになっても安心して暮らせる地域づくりに対する地域の多職種の認識 

-ドラッグストア従業員の立場から-

○金
か ね の

野 将
ま さ や

也　鳴井 ひろみ　本間 ともみ　千葉 武揚　伝法谷 明子（�青森県立保健大学 健康科学部 看護学科）

P3-38	� がん治療中の看護を外来、 入院、 地域で途切れることなく継続するための取り組み

○吉
よ し だ

田 こ
こ ず え

ずえ　藤森 令子　有賀 典子　藤澤 真由　岡山 幸子　大村 清美（�宝塚市立病院 看護部）
　豊倉 睦美（�おかもと訪問看護ステーション宝塚）

P3-39	� 膵頭部癌患者が在宅24時間点滴管理を行いながら母親役割を果たすことができた1事例

○齋
さいとう

藤 琴
こ と こ

子（�医療法社団 真仁会 五泉訪問看護ステーション）
　坂田 智佳子　石田 和子（�新潟県立看護大学）

P3-40	� 救急外来を受診するがん患者への看護において看護師が抱える困難感に関する研究

○星
ほ し な

名 美
み ゆ き

幸　木下 里美（�関東学院大学 看護学部 看護学科）
　小山 裕子（�高知県立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程）

P3-41	� 難治性疼痛になり得る多発性骨転移対して治療機会を見極めたアドバンスケア 

プランニングの関わりから症状緩和に繋げたがん看護専門看護師の実践

○栗
くりむら

村 め
め ぐ み

ぐみ（�合同会社かんわけあ）

P3-42	� 新卒訪問看護師が感じた西洋医学と統合医療における葛藤の振り返り 

～離島の療養支援のさきにある在宅看取り

○吉
よ し や

屋 寿
としのり

則（�社会福祉法人 島寿会 特別養護老人ホーム 姫ヶ浜荘）
　藤原 静（�社会福祉法人 大崎福祉会 訪問看護ステーションおおさき）
　杉本 由起子（�医療法人社団 葵会 訪問看護ステーション AOI ケアリングステーション）
　大友 志穂（�独立行政法人 労働者健康安全機構 中国労災病院  看護部）

P3-43	� がん専門病院における外来患者への在宅療養支援の現状と課題

○松
まつもと

本 幸
ゆ き え

絵　吉川 直子（�地方独立行政法人栃木県立がんセンター）
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P3-44	� シームレスな訪問看護実践をする上での困難と課題 

～治療中の進行がん患者が終末期に移行していくプロセスにおいて～

○德
とくたに

谷 理
り え

恵（�ピースホームケアクリニック・ピースホームケアクリニック京都）
　横山 元（�ブリッジ訪問看護ステーション）
　新井 香奈子（�滋賀県立大学人間看護学部）

第4群 社会的な問題 11:15～12:15

P4-45	� 外来化学療法を受けているがん就労者の内的スティグマを軽減する事業場の支援に 

関する質的研究

○木
き む ら

村 安
やすたか

貴　玉井 なおみ（�名桜大学 人間健康学部 看護学科）
　照屋 典子（�琉球大学 医学部 保健学科）

P4-46	� がん相談支援センターにおける小児 ・ AYA世代がん相談の現状と課題

○藤
ふ じ の

野 優
ゆ う こ

子（�埼玉医科大学総合医療センター がん診療支援室・がん相談支援センター）

P4-47	� 国内外におけるがんピアサポート活動の特徴と課題に関するScoping Review

○元
も と い

井 好
よ し み

美　長弘 千恵（�兵庫大学大学院 看護学研究科）

P4-48	� 肺がん患者に対する一般市民のイメージ　-アンケート調査から-

○熊
くまがい

谷 歌
か お り

織　三津橋 梨絵（�北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科）
　前川 真湖（�元 北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科）

P4-49	� 社会的苦痛を抱える患者との看取りまでの関わりで見えた今後の課題

○森
もり

 里
さ と み

美（�倉敷成人病センター）

P4-50	� 看護学生による高校生へのヒトパピローマウイルスワクチンのPeer-Educationの効果

○荒
あらほり

堀 広
ひ ろ み

美　上田 伊佐子　日下 佐代子　芳賀 祥子（�徳島文理大学保健福祉学部看護学科）

P4-51	� 独居高齢者の通院放射線治療の完遂を支援した多職種での関わり

○岡
おかもと

本 夏
か お り

織　村上 恵理　佐藤 麻由美　林田 千春（�NHO 栃木医療センター）

P4-52	� がん患者の就労や経済的問題に対する多職種による早期スクリーニングシステムの考案

○橋
はしもと

本 理
り え こ

恵子（�兵庫医科大学 看護学部）
　今井 芳枝（�徳島大学大学院医歯薬学研究部）

P4-53	� COVID-19の5類感染症移行後のがん患者 ・ サバイバーの不安 ・ 抑うつと関連要因

○府
ふ か わ

川 晃
あ き こ

子（�兵庫医科大学 看護学部）
　大城 怜（�公益財団法人神戸医療産業都市機構医療イノベーション推進センター）

P4-54	� A病院におけるがん患者に対する治療と仕事の両立支援の実態 

―離職防止等の支援と今後の課題―

○西
にしまき

巻 佳
よ し こ

子　加藤 恵（�武蔵野赤十字病院 看護部）

P4-55	� A病院におけるがん患者に対する治療と仕事の両立支援の実態 

―がん診断者に対する両立相談の現状―

○加
か と う

藤 恵
めぐみ

　西巻 佳子（�武蔵野赤十字病院 看護部）
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P4-56	� 医療機関と職場の協働によるがん患者の両立支援を促進する人材育成プログラムの精練 

-労働者団体が捉える職場の現状と課題-

○廣
ひろなが

永 佳
か こ

己　船橋 眞子　原田 めぐみ　橋本 薫衣　布施 恵子　奥村 美奈子　梅津 美香（�岐阜県立看護大学）
　君垣 歩（�西濃厚生病院）
　斉藤 えみ（�PEC ホールディングス株式会社）

第5群 予防 ・ スクリーニング 13:45～14:45

P5-57	� がん患者に対する入院時苦痛スクリーニング評価を通した患者支援の実態

○二
ふたむら

村 舞
ま い こ

子　澤野 麻子　伊藤 恵子（�名古屋鉄道健康保険組合 名鉄病院）

P5-58	� 外部講師によるがん教育を受けた中学生を対象とした自由記述アンケートの分析

○吉
よ し の

野 葵
あおい

（�市立池田病院）

P5-59	� 外来がん化学療法患者を対象とした苦痛スクリーニングの体制整備

○川
か わ せ

瀬 文
あ や か

香（�社会医療法人 禎心会 札幌禎心会病院）

P5-60	� 沖縄県A離島における島民主体の乳がん相談の場づくり

○大
おおしろ

城 真
ま り こ

理子（�沖縄県立看護大学）
　与儀 淑恵（�NPO 乳がん患者の会ぴんく・ぱんさぁ）

第6群 意思決定 13:45～14:45

P6-61	� 精神症状のあるがん患者への看護の経験:一般病棟あるいは精神科身体合併症病棟に所属

する看護師の視点から

○金
か ね こ

子 ゆ
ゆ う み

う美（�独立行政法人 労働者健康安全機構 関東労災病院）

P6-62	� 患者の意思決定支援に苦渋した一例 

―補完代替療法を信じ続けた患者との関わりを通じてー

○松
まつなが

永 涼
りょうこ

子　水谷 友里　青木 ひふみ　岡田 聡子　都築 智美　金澤 裕信（�社会医療法人杏嶺会一宮西病院）

P6-63	� 長期抗がん剤治療を継続した切除不能膵がん患者 ・ 家族への支援 

‐ 最終末期に医療者はジレンマを感じた事例を振り返る-

○武
た け だ

田 美
み わ

和　岡田 麻衣子　斎藤 千尋　高橋 万希　笹山 秋穂（�社会福祉法人 三井記念病院）

P6-64	� がん患者の治療経過における外来での専門看護師 ・ 認定看護師による意思決定支援に 

関する実践報告

○小
こ じ ま

島 千
ち え み

恵美　中野 祥江　後藤 友季恵　堀口 沙希　垣本 看子　上原 智子　戸嶋 美和　森 文子 
（�国立がん研究センター中央病院 看護部）

P6-65	� 身寄りのない患者の意思決定を支援した一事例

○長
は せ が わ

谷川 さ
さ と み

とみ　氏家 幸子　三條 宏治（�苫小牧市立病院）

P6-66	� 高齢独居で外来薬物療法を継続する造血器腫瘍患者への意思決定支援

○山
やまもと

元 千
ち は る

春（�聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）
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P6-67	� がん患者の治療や療養に対する支援体制の構築

○古
こばやし

林 映
え い こ

子　小松 歩美（�島根県立中央病院 看護局）
　原 真紀（�島根県立中央病院 外来看護科）
　和田 優子（�島根県立中央病院 中央診療看護科）

P6-68	� がん看護専門看護師と認定看護師が取り組む診察同席に対する医師の認識

○三
み い け

池 由
ゆ き

起　石橋 直子　百﨑 やよい　久米 聖子　安元 小織　田中 優子（�福岡赤十字病院）
　井手 麻利子（�福岡赤十字病院、福岡みらい病院）

P6-69	� 抗がん薬中止の意思決定における進行がん患者及び家族の情報ニーズと体験: 

文献レビュー

○秋
あ き た

田 奈
な な

々（�大阪医科薬科大学 大学院看護学研究科 博士前期課程）
　南口 陽子　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P6-70	� がん看護相談外来でアドバンスケアプランニング介入した患者を振り返る

○鹿
か の め

目 明
あ き こ

子（�一般財団法人 大原記念財団 大原綜合病院）

P6-71	� 再発 ・ 転移 ・ 進行がん患者への治療変更時の病棟看護師の看護実践

○山
やました

下 知
ち え

恵（�南砺市民病院）
　長田 紗英（�関西医科大学附属病院）
　仁木 萌菜美（�神戸大学医学部附属病院）
　大岸 文美　福田 敦子（�神戸大学大学院 保健学研究科）

P6-72	� 一般病棟看護師の積極的治療中止期にあるがん患者への意思決定支援における 

コミュニケーションの体験

○土
つちもと

本 良
りょうま

磨（�KKR 札幌医療センター）
　菅原 邦子（�天使大学大学院 看護栄養学研究科 看護学専攻）

P6-73	� 進行肺がん患者に対するAdvance Care Planningの病棟看護師の2年間の取り組み

○林
はやし

 泰
やすのり

範　八田 小百合　山本 真衣　奥仲 麻衣　部谷 説子　梅村 千恵子　高月 己希子　押田 尚樹　
佐藤 ハンナ（兵庫県立がんセンター 看護部）

P6-74	� 治癒への希望を失った患者が生きる希望を見出すためのエンパワーメント

○角
つのくま

熊 結
ゆい

（�日本赤十字社 大阪赤十字病院 看護部）

P6-75	� 腎細胞がんを併発した透析患者の意志決定支援の振り返り 

ージョンセンの4分割法を用いてー

○中
な か た

田 万
ま き こ

貴子　疋嶋 由美子　木内 さゆり（�協和会病院 看護部）

P6-76	� 筆談によるライフストーリーを通してこれからの生き方を見出した頸部食道がん患者 

との関わり

○高
たかみず

水 杏
きょうこ

子（�東海大学医学部付属病院）

P6-77	� BRCA1/2遺伝子検査に対する意思決定支援～多職種で気持ちの揺らぎを支えた一例～

○河
か わ た

田 尚
な お こ

子　好井 理世（�地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 看護局）
　竹田 満寿美（�地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 産婦人科）

P6-78	� 他院を併診していた壮年期がん患者に対する最終段階の意思決定支援

○大
おおにし

西 祐
ゆ う き

規　高橋 真紀（�島根大学医学部附属病院 看護部）

P6-79	� 肺がん終末期患者における鎮静導入時期に迷いを生じた家族の意思決定プロセス

○田
た な か

中 秀
ひ で こ

子（�市立釧路総合病院 看護部）
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P6-80	� 術後ホルモン療法を行う閉経前乳がん患者に対する乳がん看護認定看護師の意思決定支援

○長
は せ が わ

谷川 栞
し お り

里（�千葉県がんセンター、千葉大学全学教育センター、千葉県立保健医療大学）
　内海 恵美（�千葉大学全学教育センター）
　大塚 知子（�千葉県立保健医療大学）

P6-81	� 造血幹細胞移植後合併症により意思決定が困難になった患者のアドバンス ・ ケア ・ 

プランニングに関する考察

○森
も り き

木 有
ゆ か り

加里　蟹谷 和子（�旭川赤十字病院）

P6-82	� 再発あるいは再増悪を伝えられた造血器腫瘍患者が治療を受けることへの納得

○西
にし

 千
ち あ き

晶（�徳島大学大学院 保健科学研究科、徳島赤十字病院）
　今井 芳枝（�徳島大学大学院医薬学研究部）
　德永 亜希子　町田 美佳（�徳島赤十字病院）

P6-83	� 決められないがん患者の生き方を支える意思決定支援 

-治療選択から終末期まで継続的に関わった事例を通して-

○角
か く た

田 真
ま ゆ み

由美（�東京慈恵会医科大学 附属第三病院 看護部）
　務䑓 理惠子（�東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科）

P6-84	� 膀胱がん三次薬物治療の効果を認めるまで何度も治療継続を諦めかけた患者への 

意思決定支援

○細
ほそかわ

川 順
じゅんこ

子　杉森 久美　稲垣 麦野（�船橋市立医療センター 緩和ケアセンター）
　菅原 亜有美（�船橋市立医療センター リエゾンセンター）

P6-85	� 看護師が認識するアドバンスケアプランニングを実践するうえでの課題

○門
かどくら

倉 康
や す え

恵　竹崎 和子　本郷 貴士（�吉備国際大学 看護学部 看護学科）

P6-86	� がん看護外来で介入したすい臓がん患者 ・ 家族のアドバンスケアプランニング意向書の記

載と影響要因

○井
いのうえ

上 泉
も と こ

子　胡谷 さやか　遠藤 玲子　菅野 桂子　安藤 わかな　松浦 れい子（�NTT 東日本関東病院）

P6-87	� 家族と離れて暮らす高齢がん患者のアドバンス ・ ケア ・ プランニングの一例

○三
み う ら

浦 美
み わ こ

和子（�東京都済生会中央病院 がん診療統括センター、国際医療福祉大学大学院 医学研究科）
　樋口 肇（�国際医療福祉大学大学院 医学研究科、国際医療福祉大学成田病院 腫瘍内科）

第7群 チーム医療 13:45～14:45

P7-88	� 医療機関から施設へ退院後も継続してがん性疼痛緩和が図れた一事例 

-緩和ケアチームと他施設との連携-

○黒
くろかわ

川 由
ゆ か

香　栃木 由恵（�地方独立行政法人 新小山市民病院）

P7-89	� 食道がん患者に対する多職種連携による栄養管理に関する国内外研究の動向

○加
か の う

納 瑶
よ う こ

子（�北海道大学大学院保健科学院）
　吉村 舞　鷲見 尚己（�北海道大学大学院保健科学研究院）

P7-90	� ペプチド受容体放射性核種療法（PRRT）において効果的に実践できたチーム活動を 

振り返って

○服
はっとり

部 悦
え つ こ

子　中奥 彩　西川 恵里　大田 和美（�関西電力株式会社 関西電力病院 看護部）
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P7-91	� がん関連のリソースナースによる外来におけるがん患者への支援体制整備への取り組み

○安
や す だ

田 明
あ け み

美　山田 千幸　秋田 わか（�奈良県立病院機構 奈良県西和医療センター）

P7-92	� 肺癌ニボルマブ+イピリムマブ併用療法の皮膚障害に対する多職種連携による事前介入の

効果

○金
かなまる

丸 可
か お り

保里　高橋 美知枝（�社会福祉法人函館厚生院 函館五稜郭病院 看護部）

P7-93	� 子どもとの時間を大切にしたいと願う患者の希望を病院から地域へつないだ支援 

～治療期から看取り期を通してがん看護専門看護師が継続支援した効果～

○藤
ふじわら

原 佳
よ し み

美　小野寺 恵子（�日本医科大学武蔵小杉病院 看護部）

P7-94	� 病棟に所属するがん看護専門看護師の活動内容と役割に関する一報告

○三
み や け

宅 祥
しょうたろう

太郎（�公立大学法人 横浜市立大学附属病院）

P7-95	� Geriatric8を活用した入院前からの栄養支援体制の整備

○平
ひ ら の

野 勇
ゆ う た

太　金子 菜穂子　藤原 美緒　早坂 和恵（�国立がん研究センター東病院）
　林 賢悟（�国立病院機構 渋川医療センター 栄養管理室）
　千歳 はるか（�国立がん研究センター中央病院 栄養管理室）
　斎藤 隆夫　須永 将広（�国立がん研究センター東病院 栄養管理室）

P7-96	� 多職種を巻き込んだ倫理カンファレンスの重要性 

-脳転移による意識障害があるがん患者の事例を通して-

○藤
ふじもり

森 恵
めぐみ

　清水 奈緒　本田 彩　内藤 友美（�東京医科大学八王子医療センター）

P7-97	� がん診療連携拠点病院におけるがん看護分野と他分野の専門看護師 ・ 認定看護師の 

連携協働の目的

○福
ふ く ち も と

地本 晴
は る み

美（�昭和大学 保健医療学部 看護学科）
　篠木 絵理（�東京医療保健大学 千葉看護学部）

P7-98	� がん患者の親をもつ思春期の子どもへの支援と課題-TEENsセミナー開催を通して-

○石
い し い

井 有
ゆ き

紀　伏見 幸弘　永野 純子　北村 悦子　熊谷 祐美　内田 智栄（�慶應義塾大学病院 看護部）
　久住 真有美　片岡 美樹（�慶應義塾大学病院 医療連携推進部）
　近藤 咲子（�元慶應義塾大学病院 看護部）
　茶園 美香　新藤 悦子（�元慶應義塾大学看護医療学部）
　五十嵐 美帆（�慶應義塾大学病院 薬剤部）
　竹内 麻理　中村 俊一郎（�慶應義塾大学医学部）
　南島 一也（�慶應義塾大学病院 放射線技術室）

P7-99	� 乳がん脳転移患者への診療科、 専門分野を超えた協働 

－療養環境および治療の継続を支援する－

○山
やまかわ

川 弥
や よ い

生　山川 直之（�大津赤十字病院 看護部）
　日下部 桐子（�はやし脳神経外科クリニック 看護師）
　洲崎 聡（�大津赤十字病院 乳腺外科）
　齊木 雅章（�大津赤十字病院 脳神経外科）
　堀井 直敏（�大津赤十字病院 放射線科）

P7-100	� 入院中がん患者の疼痛緩和を目指すがん性疼痛看護認定看護師の組織横断的訪問の 

実践報告

○安
やすなが

永 ち
ち は る

はる　鈴木 千春　城邊 直（�愛知医科大学病院）

62



P7-101	� 携帯型輸液ポンプを使用しブリナツモマブの在宅投与を安全に施行できた 

急性リンパ性白血病の一例

○有
ありやす

安 晴
は る み

美　中野目 亜沙美　久保田 靖子　阿部 将 
（�南東北グループ 医療法人社団 三成会 新百合ヶ丘総合病院）

P7-102	� 乳がん術後照射の皮膚炎悪化時の外来での治療サポートにおける医療チーム連携 

～がん放射線療法看護認定看護師を中心とした患者との関わり～

○前
ま え だ

田 千
ち づ る

鶴　脇田 由紀子（�独立行政法人 国立病院機構 南九州病院）

P7-103	� アドバンスケアプランニングをテーマにしたデスカンファレンスの教育的取り組み 

-第二報-

○西
にしづか

塚 永
え み の

美乃　後藤 希（�伊藤病院）

P7-104	� 複雑な家族背景を持つ終末期がん患者の在宅療養を叶えるための看護連携

○奥
おくやま

山 晶
あ き こ

子（�新潟白根総合病院 看護部）

P7-105	� AYA世代がん患者に対する生殖医療への支援に関する多職種連携の強化に向けた取組み

○根
ね も と

本 さ
さ く ら

くら　深田 陽子（�日本医科大学付属病院 看護部）

P7-106	� 多職種で見直したがん薬物療法における院内マニュアルの改定と今後の課題

○本
ほ ん だ

田 薫
かおる

（�地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 看護部、地方独立行政法人京都市立病院機構 京
都市立病院 薬剤部、地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 腫瘍内科）

　乾 和江　大柿 深雪（�地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 看護部）
　大野 恵一（�地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 薬剤部）
　桐島 寿彦（�地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 腫瘍内科）

P7-107	� 院内認定看護師取得後の活動に関する困難感

○安
あんどう

藤 淳
あ つ こ

子　北島 加奈子（�地方独立行政法人 長野県立病院機構 長野県立信州医療センター）

P7-108	� A病院における前立腺定位放射線治療フローチャート作成への取り組み

○吉
よ し だ

田 昌
ま さ こ

子　本多 恵里子　森内 徳子　片岡 和美 
（�地方独立行政法人長崎市立病院機構 長崎みなとメディカルセンター 看護部）

　中村 亮　吉本 雅章　野原 慶太 
（�地方独立行政法人長崎市立病院機構 長崎みなとメディカルセンター 放射線部）

P7-109	� 急性期病院における一般病棟看護師のがん薬物療法看護に関する実態調査

○塚
つかもと

本 綾
あや

　田井 由紀　正瑞 美香（�社会医療法人近森会 近森病院 化学療法センター）

P7-110	� ICIチーム（Immune Checkpoint Inhibitor team :ICI使用に対して相談を受ける

多職種チーム）再構築への取り組み

○寺
てらもと

本 里
さ と み

美　今川 美佳　平松 貴子　山下 絹代（�川崎医科大学附属病院）

P7-111	� 併存疾患を抱える造血器腫瘍患者の希望を支えるために 

～思いを紡ぐ多職種チームアプローチ～

○小
こ ば り

針 文
ふ み こ

子（�JA 福島厚生連 白河厚生総合病院 看護部）
　川井 貴彦（�JA 福島厚生連 白河厚生総合病院 リハビリテーション科）
　細田 勉（�JA 福島厚生連 白河厚生総合病院 医療福祉相談室）
　鈴木 龍児（�JA 福島厚生連 白河厚生総合病院 総合診療科）
　三田 正行（�JA 福島厚生連 白河厚生総合病院 血液腫瘍センター）
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第8群 臨床試験 13:45～14:45

P8-112	� 治験に関する投与記録シートのランク付け表の改定について

○鈴
す ず き

木 和
わたる

　藤田 雅代　安田 志乃　丸田 章子　近藤 美紀（�国立がん研究センター東病院 看護部）

P8-113	� 臨床試験説明会確認項目ガイドの作成とその有効性の評価

○黒
くろさわ

澤 絵
え り

理　伊藤 暖子　杉澤 亜紀子　森谷 麻希　中濱 洋子 
（�国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院）

P8-114	� 抗悪性腫瘍薬開発における第Ⅰ相試験（治験）で活用するオリエンテーション用紙の検討

○柳
りゅう

 朝
あ さ こ

子　柴田 亜美　仲川 瑞紀　瀧山 さおり（�国立がん研究センター中央病院 看護部）

第9群 エンドオブライフケア 15:00～16:00

P9-115	� エンドオブライフ期を在宅で過ごすがん患者を支えるための看看連携の実際と課題 

-病院看護師への面接調査-

○澤
さわおか

岡 美
み さ き

咲　黒田 寿美恵　中垣 和子　滝口 里美（�県立広島大学 保健福祉学部 保健福祉学科 看護学コース）
　安田 千香（�日本赤十字広島看護大学 看護学部）

P9-116	� 終末期がん看護における寄り添うケアの検討

○量
はかり

 倫
と も こ

子　熊倉 深里　中島 恵美子（�杏林大学保健学部看護学科）
　小川 遥　坂田 萌美　寺谷 愛夏　小林 さくら（�杏林大学医学部付属病院）

P9-117	� がん患者の看取りケアに関するスコーピングレビュー

○名
な ご し

越 恵
め ぐ み

美（�岡山県立大学 保健福祉学部 看護学科）
　竹内 奈々恵（�中島病院）

P9-118	� 当院におけるデスカンファレンスの実践と今後の課題

○小
お は ら

原 和
か ず み

美　水野 友子　倉田 智美　石田 留美子　海野 知美（�鈴鹿医療科学大学附属桜の森病院 看護部）

P9-119	� 意思決定支援への取り組み～入院時アンケートからの考察～

○柴
し ば た

田 麻
ま ゆ こ

由子　澤田 愛美　坂本 愛実（�青森保健生活協同組合 あおもり協立病院）

P9-120	� 地域包括ケア病棟に入院するがん終末期患者の現状と今後の課題

○草
く さ ま

間 泰
や す こ

子　新内 香菜子（�済生会広島病院）

P9-121	� 一般病棟における終末期がん患者のその人らしさを支える看護実践

○山
やまさき

崎 淑
よ し え

恵　水島 史乃　長山 有香理（�聖隷クリストファー大学 看護学部）
　岡田 智子（�聖隷浜松病院）
　大山 末美（�大阪歯科大学 看護学部）

P9-122	� 急性期病院におけるアドバンス ・ ケア ・ プランニング普及のための3つの取り組み

○前
ま え だ

田 智
と も き

樹　山下 貴子　門田 優佳　中山 やちよ　中村 孝佑　城野 裕朗　飯塚 暁子　神崎 真義　堅田 咲紀　
髙橋 健司（NHO 福山医療センター）

P9-123	� 緩和ケア病棟における終末期がん患者 ・ 家族の在宅療養移行に向けた看護アルゴリズム原

案の開発

○渡
わたなべ

邊 未
み き

姫（�総合大雄会病院）
　片岡 純（�愛知県立大学大学院看護学研究科）
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P9-124	� 一般病院（地域がん診療連携拠点病院）における在宅看取り体制についての報告

○小
こ い け

池 瞬
しゅん

　津金沢 理恵子　齋藤 綾（�公立富岡総合病院 看護部）
　塩野 昭彦（�公立富岡総合病院 診療部）
　小阿瀬 和江（�公立富岡総合病院 薬剤部）

P9-125	� 緩和ケア病棟看護師が終末期がん患者との関わりから得た学びと看護支援の考察 

～デスカンファレンスの振り返りから～

○萩
は ぎ や

谷 翔
しょうた

太（�静岡県立静岡がんセンター 緩和ケアチーム）
　岩本 由美子（�静岡県立静岡がんセンター 臨床研究支援センター）
　小林 香代（�静岡県立静岡がんセンター 4 階西病棟）
　勝又 早和子　西島 真樹　杉浦 俊輔　多田 千尋（�静岡県立静岡がんセンター 別棟緩和ケア病棟）

P9-126	� 急性期病院緩和ケア病棟におけるその人らしい生を支える看護のあり方に関する研究

○吉
よしかわ

川 朝
あ さ こ

子（�公益社団法人 日本海員掖済会 名古屋掖済会病院 看護部）
　奥村 美奈子（�岐阜県立看護大学）

P9-127	� 病気の進行に伴う苦悩とともに歩むAさんへの支援～マステリーの理論を使用して～

○加
か と う

藤 裕
ゆ み

美　関 美玖　松井 みちる　笹本 肇（�原町赤十字病院）

第10群 小児 ・ 若年者のがん 15:00～16:00

P10-128	� A県がん診療連携拠点病院におけるAYA世代にがんと診断された患者の3年間の実態調査

○佐
さ え き

伯 千
ち ひ ろ

尋　清水 真佐子　海野 泰好　越田 貴美子（�金沢大学附属病院 看護部）

P10-129	� 小児がんの終末期にある思春期患児に対する看護実践

○前
ま え だ

田 貴
たかひこ

彦（�三重県立看護大学）
　辻本 健（�埼玉県立大学）

P10-130	� 妊孕性温存後にホルモン療法を継続する乳がん患者の心理的体験

○今
い ま い

井 洋
よ う こ

子（�前橋赤十字病院 看護部）
　長岡 りん　池田 文広（�前橋赤十字病院 乳腺外科）

P10-131	� 小児 ・ 思春期がん患者の外見変化に対するアピアランスケア　 

小児がん拠点病院看護師への実態調査

○稲
いなむら

村 直
な お こ

子　杉澤 亜紀子（�国立がん研究センター中央病院 看護部）
　小林 智美　藤間 勝子（�国立がん研究センター中央病院 アピアランス支援センター）

P10-132	� AYA世代がん患者への看護実践上の困難に関する文献検討

○金
かなやま

山 玲
れ な

菜（�虎の門病院 看護部）
　横山 光稀（�純真学園大学 保健医療学部 看護学科）
　楠葉 洋子（�国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻）

P10-133	� 四国がんセンターにおけるAYA世代支援チームの活動

○宮
みやわき

脇 聡
さ と こ

子（�四国がんセンター 看護部）
　高橋 三奈（�四国がんセンター 乳腺外科）
　閏木 裕美（�四国がんセンター がん相談支援センター）
　福島 美幸（�四国がんセンター 患者家族総合支援センター）
　井上 実穂（�四国がんセンター 心理支援室）
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P10-134	 演題取り下げ

P10-135	� 終末期にある小児がんの子どもの旅行支援の実際

○高
たかはし

橋 萌
もえ

　川原 沙菜　山田 友恵　吉岡 春菜（�特定非営利活動法人ジャパンハート）

P10-136	� AYA世代の難治性消化器がん患者への看護支援の振り返り

○佐
さ さ き

々木 結
ゆ う な

那　三宅 亜矢（�北海道大学病院 医科外来ナースセンター）

P10-137	� 若年がんサバイバーの性機能障害に対する支援の現状と課題 

―若年成人男性への支援構築に向けて―

○遠
とおやま

山 義
よしひと

人（�日本赤十字看護大学 看護学部）
　星野 圭太（�横浜市立みなと赤十字病院 看護部）

P10-138	� がん専門病院AYA病棟における多職種カンファレンスから見えるA世代（高校生）がん 

患者に必要な看護支援

○池
い け だ

田 梢
こずえ

　鈴木 琴子　糸賀 利栄　杉山 麻子（�静岡県立静岡がんセンター）

P10-139	� AYA世代がんサバイバーシップにおける生活上の困難に関する研究の概観　国内文献から

○大
お お く ぼ

久保 仁
ひ と し

司（�四日市看護医療大学 看護医療学部 看護学科）
　田中 里佳（�愛知県立大学 看護学部 看護学科）
　小河 育恵（�元岐阜聖徳学園大学 看護学部 看護学科）

P10-140	� 緩和ケア外来におけるAYA世代の進行がん患者への看護実践 

～人生の舵取りを患者に戻すための看護実践～

○長
ながえき

嶧 美
み な こ

奈子（�大阪医科薬科大学病院）
　高山 良子　池田 清子　畑中 あかね（�神戸市看護大学）
　佐久間 博子（�関西医科大学附属病院）
　小山 富美子（�近畿大学）
　梅田 節子（�神戸市立医療センター中央市民病院）
　正井 志穂（�神戸市立西神戸医療センター）

P10-141	� AYA世代女性がん患者への熟練看護師の看護実践

○伊
い と う

藤 佑
ゆ き

季　江頭 有夏　柳原 清子（�長野県看護大学 看護学部 看護学科）

P10-142	� 多職種からなるAYA世代支援チームビルディングに向けた看護師の役割と課題

○深
ふ か だ

田 陽
よ う こ

子　根本 さくら　内海 真紀（�日本医科大学付属病院）

P10-143	� 根治切除不能小腸がんに罹患したAYA世代患者家族の介入からみえた課題

○米
よねもと

本 加
か な こ

奈子　窪 鮎美　小倉 由莉　村上 大輔　藤田 洋一　小澤 悟　中村 公紀（�橋本市民病院）

P10-144	� 若年成年世代がん患者の情報ニーズに関する文献検討

○原
は ら だ

田 雅
まさよし

義（�四條畷学園大学 看護学部 看護学科、岡山県立大学 大学院）
　名越 恵美　實金 栄（�岡山県立大学 保健福祉学部 看護学科）

P10-145	� がん専門病院であるA病院における妊孕性に対する看護師の認識

○上
うえがき

垣 美
み え

江　髙橋 里江（�がん・感染症センター都立駒込病院 看護部）

P10-146	� 子宮頸がんにより手術療法を受けた未婚若年患者のセクシュアリティに関する体験

○飯
い い だ

田 真
ま み こ

実子（�関西電力病院）
　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部）
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P10-147	� AYA世代がん患者のエンドオブライフケア～緩和ケア病棟の1事例からの考察～

○深
ふ か い

井 清
さ や の

乃　佐藤 明珠　鈴木 薫（�川崎市立井田病院 看護部）

P10-148	� A病院職員におけるAYA世代がん患者に対する認識と経験の現状調査

○高
た か ぎ

木 か
か お り

おり（�大垣市民病院 看護部 放射線治療科）
　今村 江美　宮田 明子（�大垣市民病院 地域医療連携部 緩和ケアセンター）
　竹中 翔也（�大垣市民病院 薬剤部）
　新美 圭子（�大垣市民病院 血液内科）

P10-149	� 若年成人がん患者の在宅療養支援における現状と課題

○川
かわさき

崎 優
ゆ う こ

子　西岡 英菜（�兵庫県立大学 看護学部）

P10-150	� AYA世代がん患者サポートナース会による取り組みの現状と今後の課題

○森
もりやす

安 亜
あ い

衣　古谷 和美　平松 貴子　寺本 里美（�川崎医科大学附属病院 看護部）

第11群 サバイバーシップ 15:00～16:00

P11-151	� がん治療に伴う薬剤性顎骨壊死のQOLに関する文献検討

○髙
たかやま

山 千
ち は る

春（�神奈川県立保健福祉大学）

P11-152	� 女性がんサバイバーの心理的適応に至るための強み

○上
う え た

田 伊
い さ こ

佐子（�徳島文理大学 大学院 看護学研究科）
　太田 浩子（�川崎医療福祉大学 看護学部）
　小野 美穂（�香川県立保健医療大学 看護学科）
　雄西 智恵美（�大阪歯科大学 看護学部）

P11-153	� 乳がん自壊創を有する患者のセルフケア支援に関する国内外の文献検討

○森
もり

 裕
ゆ か

香　今井 芳枝　板東 孝枝（�徳島大学大学院 医歯薬学研究部）
　大塚 紫花　新居 直央　森 玲帆（�徳島大学 保健学科）

P11-154	� ひとり暮らしのがん患者の困りごと ・ 悩みに関する相談行動 

-看護師への相談、 がん相談支援センター ・ 病院内相談窓口の利用に焦点を当てて-

○花
は な で

出 正
ま さ み

美　清水 多嘉子（�がん研究会有明病院）
　廣瀬 瑞穂　栗林 理恵　岡山 慶子（�特定非営利活動法人キャンサーリボンズ）
　一柳 弘子（�一般財団法人一柳ウェルビーイングライフ）
　松田 美佐（�中央大学文学部社会情報学専攻）

P11-155	� オンライン形式と対面形式の患者サロンへの評価についての比較検討

○五
ご み

味 恵
え み

美（�近畿大学病院 がん相談支援センター）
　柏田 孝美（�近畿大学病院 105 病棟）

P11-156	� 公立病院における乳がん術後患者への院外リハビリの支援体制構築

○梅
うめもと

本 郁
か な こ

奈子　新川 さゆり　西野 万寿子（�市立貝塚病院 看護局）
　谷口 梓　泉井 綾香　高橋 裕代　大城 智弥　稲治 英生　玉木 康博（�市立貝塚病院 乳腺外科）

P11-157	� 地域で生活する高齢がんサバイバーのヘルスリテラシーの実態

○桶
おけたに

谷 涼
りょうこ

子　下山 博子　岩野 千尋（�新潟医療福祉大学 看護学部 看護学科）
　若月 亜希子（�訪問看護ステーションランジュ）
　塚本 康子（�新潟医療福祉大学 研究員）
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P11-158	� 外来化学療法における患者同士の支え合いに対する支援への一助 

-メッセージを通した支え合い-

○荒
あ ら い

井 め
め ぐ み

ぐみ　笠松 勝美　澤原 由紀　山本 朋美　吉田 敦子（�公益財団法人ときわ会 常磐病院）
　狩谷 恭子（�日本医療科学大学）

P11-159	� 進行がんの診断から急な治療導入に至った患者に対し緩和ケアを受け入れる過程を支援し

た看護実践

○成
な り た

田 佳
か え

永　伊藤 聖美　加藤 瞳　荒木 絢子　相澤 加奈（�手稲渓仁会病院 看護部）

P11-160	� 女性がんサバイバーにおける妊孕性温存に関する一般男性の思い―未婚男性の立場から―

○那
な す

須 明
あ け み

美（�山陽学園大学 看護学部 看護学科）

P11-161	� 参加者のがんサロンに求めていることと満足度

○竹
たけむら

村 陽
よ う こ

子　藤川 宣子　堤 奈緒子　生野 秀子（�大分赤十字病院）

P11-162	� 子育て世代のがんサバイバーへのオンライン ・ サポートと情報に関するニーズ調査

○古
ふ る や

屋 洋
よ う こ

子　南川 雅子　三木 祐子　伊藤 文子　若松 千尋（�帝京大学 医療技術学部 看護学科）

P11-163	� 一般急性期病院における認定看護師主導のがんサロン運営の振り返りと発展への検討 

～がん診療連携協力病院として設立したがんサロン3年目を迎えて～

○大
おおやま

山 延
の ぶ え

枝　奥 みどり　溝口 千賀　夏目 真美　柴田 真由 
（�独立行政法人 東京都立病院機構 東京都立東部地域病院）

P11-164	� 就労をしているがん患者の年齢別の様相についての文献検討

○桑
くわむら

村 由
ゆ み

美　今井 芳枝（�徳島大学大学院 医歯薬学研究部）
　吉川 沙希　横井 舞子（�徳島大学 医学部 保健学科 看護学専攻）

P11-165	� がん患者の就労に関する困難と支援との比較検討

○今
い ま い

井 芳
よ し え

枝（�徳島大学大学院医歯薬学研究部、徳島大学保健学科看護学専攻）
　桑村 由美（�徳島大学大学院医歯薬学研究部）
　伊藤 彩光　原田 瑞季　吉田 充夢菜（�徳島大学保健学科看護学専攻）
　木村 有里（�神戸大学病院）
　高西 裕子（�リムズ徳島クリニック）

P11-166	� A施設の看護師によるがん患者のアピアランス相談と支援の実態

○土
つ ち や

屋 儀
よ し こ

志子　小島 真奈美　今井 純子（�埼玉医科大学 国際医療センター）

P11-167	� 重複がんを患った患者のレジリエンスを引き出す看護師の支援

○藤
ふじむら

村 有
ゆ き

紀（�日本赤十字社 大阪赤十字病院 看護部）

P11-168	� 初期治療後の乳がんサバイバーの身体活動に及ぼす要因と適応との関係:横断的調査

○神
か ん だ

田 清
き よ こ

子（�新潟県立看護大学 看護学部 看護学科）
　樋口 大輔　砂賀 道子　福島 直子　大家 千枝子（�高崎健康福祉大学）
　瀬沼 麻衣子　京田 亜由美（�群馬大学大学院保健学研究科）

P11-169	� 乳がんサバイバーへの地域基盤型運動介入が身体機能、 症状 ・ 精神、 QOLに与える効果:

システマティックレビュー ・ メタアナリーシス

○神
か ん だ

田 清
き よ こ

子（�新潟県立看護大学 看護学部 看護学科）
　樋口 大輔　砂賀 道子　福島 直子　大家 千枝子（�高崎健康福祉大学）
　瀬沼 麻衣子　京田 亜由美（�群馬大学大学院保健学研究科）
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P11-170	� がん患者が肯定的な意味を見出すための要因に関する文献検討

○橋
はしづめ

爪 可
か お り

織　熊倉 深里　中島 恵美子（�杏林大学 保健学部 看護学科）
　太田 瑛梨　中村 薫子　西村 美咲　古谷 美唯菜（�杏林大学医学部付属病院）
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2月23日（日）　2日目

一般演題　口演

第13群～第14群	 第3会場（グランドメルキュール札幌大通公園 2階 リージェントホール）

第13群 サバイバーシップ1 13:55～15:05

座長 ： 森 文子�（国立がん研究センター中央病院 看護部 副看護部長）

O13-59	� がん診療連携拠点病院におけるアピアランスケア実装のための行動目標に対する 

達成度に関する看護管理者および実践スタッフの認識

○清
し み ず

水 陽
よういち

一　飯野 京子　綿貫 成明　長岡 波子（�国立看護大学校 看護学部）
　藤間 勝子（�国立がん研究センター中央病院 アピアランス支援センター）
　野澤 桂子（�目白大学 看護学部）
　森 文子（�国立がん研究センター中央病院 看護部）
　小田原 幸　島津 太一（�国立がん研究センターがん対策研究所 行動科学研究部）

O13-60	� 能登半島地震による被災生活が及ぼした乳がん患者の治療への影響と生活の現状

○久
ひ さ の

野 真
ま ち こ

知子　我妻 孝則　小松 さゆり　寺田 麻里子（�金沢医科大学病院 看護部）
　井口 雅史（�金沢医科大学病院 乳腺外科）

O13-61	� アピアランスケア均てん化を担うがん診療連携拠点病院の医療職に対する 

研修プログラムの評価

○長
ながおか

岡 波
な み こ

子　飯野 京子　綿貫 成明　清水 陽一（�国立看護大学校）
　藤間 勝子　小林 智美　小池 綾子 
（�国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院アピアランス支援センター）

　森 文子（�国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 看護部）
　大椛 裕美（�独立行政法人労働者健康福祉機構 横浜労災病院 看護部）

O13-62	� 婦人科手術後のセクシュアリティに関する情報提供の実態に関する調査研究① 

―情報提供方法に焦点をあてて―

○武
た け だ

田 ゆ
ゆ か り

かり　安藤 まどか　塩月 絵美香（�大阪国際がんセンター  看護部）

O13-63	� 大腸がんサバイバーの強度別の身体活動時間とQOLの関連

○田
た な か

中 る
る み

み　久保 五月（�北里大学 看護学部）
　藤田 君支（�九州大学 大学院 医学系学府 保健学専攻 看護学分野）

O13-64	� がん患者の高次脳機能障害への看護師の気づきと実践

○三
み か や ま

賀山 美
み き こ

紀子（�九州がんセンター）
　藤田 佐和（�高知県立大学看護学部）

第14群 サバイバーシップ2 15:20～16:30

座長 ： 久保 五月�（北里大学 看護学部 教授）

O14-65	� 術後乳がん患者のヘルスリテラシーアセスメントツール開発に向けた主題分析: 

健康情報の利用と対処行動の分析

○金
か な く ぼ

久保 愛
あ い こ

子　佐藤 正美（�東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科）
　北出 和美　寺田 美香　藤本 麗子（�東京慈恵会医科大学附属病院）
　並木 佳世（�東京慈恵会医科大学附属柏病院）
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O14-66	� アピアランスケアの向上を目指したサバイバーシップ支援看護委員会活動報告

○長
ながさき

崎 礼
れ い こ

子　近藤 環　伊藤 桂　岸本 栞菜　木原 央貴　小路谷 友紀　床 知恵子　長井 優子 
（�がん研究会有明病院 看護部）

　中村 美穂（�がん研究会有明病院 患者・家族支援部）
　濱口 恵子（�がん研究会有明病院 サバイバーシップ支援室）
　中原 由美子（�がん研究会有明病院 患者相談室）

O14-67	� アピアランスケアに関する職員の認識　および　対応の現状に関する調査 

ー　第2弾　医師と看護師の比較　ー

○濱
はまぐち

口 恵
け い こ

子（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター）
　片岡 明美（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター、がん研究会有明病院 乳腺センター）
　長崎 礼子　横井 麻珠美　中村 美穂 
（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター、がん研究会有明病院 看護部）

　宇津木 久仁子（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター、がん研究会有明病院 健診センター）
　小野 麻紀子（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター、がん研究会有明病院 総合腫瘍科）
　渡邊 雅之（�がん研究会有明病院 トータルケアセンター、がん研究会有明病院 食道外科）

O14-68	� 喉頭摘出者が自分らしく生活を楽しめるようになるまでの体験

○六
む と べ

戸部 香
か お り

里　磯見 智恵（�福井大学 看護学科）
　栗﨑 祐衣（�福井大学 医学部附属病院）
　川藤 百華（�大阪公立大学 医学部附属病院）

O14-69	� 頭頸部がんサバイバーの放射線療法後の症状体験

○大
お お た

田 史
ふ み え

江（�神戸大学医学附属病院 看護部）
　府川 晃子（�兵庫医科大学 看護学部）
　寺田 友紀（�兵庫医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室）
　冨士原 将之（�兵庫医科大学 放射線医学講座）

O14-70	� 新たな地域がんサロン（がんラボ）介入が乳がんサバイバーのQuality of lifeに及ぼす影響

○坂
さ か い

井 さ
さ ゆ り

ゆり　菊永 淳　松田 瑞葵　小林 重紀（�新潟大学 大学院保健学研究科）
　長谷川 美樹（�にいがた乳腺クリニック）
　松本 圭晃（�新潟大学 大学院自然科学研究科）
　沼田 将太　遠藤 空　永目 脩真　宮岸 渡亜（�新潟大学 工学部）
　本間 耀　野口 美貴（�新潟大学 医歯学総合病院）
　奥山 晶子（�新潟白根総合病院）
　佐々木 雄大（�東洋大学 大学院健康スポーツ科学研究科、岡田整形外科）
　五十嵐 紀子（�新潟医療福祉大学 教育学生支援機構）

第15群～第16群	 第11会場（札幌市教育文化会館 1階 小ホール）

第15群 薬物療法1 13:55～15:05

座長 ： 三浦 一二美�（新潟県厚生連 長岡中央綜合病院 外来化学療法室）

O15-71	� 消化器がん患者の薬物療法導入期における有害事象への対処行動につながる自己効力を

高める要素

○永
ながしま

島 志
こころ

（�筑波大学附属病院 看護部）

O15-72	� Pertuzumab+Trastuzumab配合皮下注製剤投与における疼痛と注入時の看護

○木
き む ら

村 純
じゅんこ

子　笠井 亜都子　川崎 奈菜子　赤羽 千枝　小山 恵依　上條 佳子　武井 香苗 
（�社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 がん集学治療センター 看護科）
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O15-73	� A病院消化器科病棟における脱毛リスクのある抗がん剤使用患者へのパンフレットを 

使用した患者支援の実態と課題

○林
はやし

 瑞
み ず き

貴（�独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 看護部、医療法人社団 渡辺クリニック）
　越智 真美子　八木 宏征　高岡 かおり　梅木 夕里香（�独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 看護部）
　青木 沙耶（�医療法人社団 渡辺クリニック）

O15-74	� 新薬物療法室における治療環境と看護実践の評価

○高
たかはし

橋 亜
あ き こ

紀子　名執 理絵　平田 かなえ　飯合 美和（�東京歯科大学 市川総合病院 看護部）

O15-75	� 再発後に経口分子標的薬治療を受ける乳がん患者の治療選択時における体験

○秋
あきやま

山 祐
ゆ う こ

子（�藤枝市立総合病院 看護部）
　藤浪 千種　大石 ふみ子（�聖隷クリストファー大学 看護学部）

O15-76	� ホルモン療法を継続する再発乳がん患者に対する外来看護支援のありかた

○南
な ん ば

場 佳
よ し こ

子　藤村 弓子　濱田 麻美子（�神戸市立医療センター 中央市民病院）

第16群 薬物療法2 15:20～16:30

座長 ： 平松 貴子�（川崎医科大学附属病院 看護管理室 看護部長）

O16-77	� がん化学療法による足の爪障害とケアの実態

○永
な が の

野 み
み ど り

どり　望月 留加（�東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科）
　寺嶋 友美　内藤 澄江　植村 歩果（�東京慈恵会医科大学 葛飾医療センター 看護部）
　青木 祥子（�東京慈恵会医科大学 第三病院 看護部）
　渡邉 ゆう子　並木 佳世（�東京慈恵会医科大学 柏病院 看護部）
　藤本 麗子　保木本 あづさ（�東京慈恵会医科大学 附属病院 看護部）
　輔野 佑理子　安藤 禎子　梶間 美由紀　長岡 優紀子　若本 恵子（�虎の門病院 看護部）

O16-78	� 治療終了が考えられる進行 ・ 再発がん患者を支えるがん看護専門看護師の思考

○モ
も ー え ん

ーエン 智
と も こ

子（�熊本赤十字病院）
　国府 浩子（�熊本大学大学院生命科学研究部）

O16-79	� 地元を離れて化学療法を受けている離島がん患者の重症化予防に関する質的研究 

-本土と離島の看護師を対象として-

○宮
み や ら

良 香
か ほ

帆（�名桜大学大学院看護学研究科看護学専攻博士前期課程）
　木村 安貴（�名桜大学人間健康学部看護学科）

O16-80	� 薬物療法中止の決断が近づく再発進行がん患者のゆらぎを支える専門看護師の看護実践

○須
す だ

田 千
ち は る

春（�神戸市立医療センター西市民病院）
　小山 富美子（�近畿大学）

O16-81	� ミッドラインカテーテルからのフルオロウラシル持続静注に対する患者および医療者の評

価

○深
ふかほり

堀 慎
しんいちろう

一郎　小川 明伸（�愛知県がんセンター 看護部）
　榊田 智喜　谷口 浩也（�愛知県がんセンター 薬物療法部）
　工藤 千穂（�愛知県がんセンター 臨床試験部）
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O16-82	� がん薬物療法中の皮膚障害、 末梢神経障害、 倦怠感に対する推奨ケアの実践状況および

関連因子の探索

○清
し み ず

水 陽
よういち

一（�国立看護大学校）
　鈴木 美穂（�慶應義塾大学看護医療学部）
　新野 真理子（�国立がん研究センターがん対策研究所がん登録センター）
　堀 芽久美（�静岡県立大学看護学部）
　島津 太一（�国立がん研究センターがん対策研究所行動科学研究部）

第17群～第18群	 第13会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室302）

第17群 がんゲノム医療 9:30～10:30

座長 ： 宮脇 聡子�（四国がんセンター 看護部、 がんゲノム医療センター）

O17-83	� がんゲノムプロファイリング検査後の予後と治療選択における現状と課題

○石
いしはら

原 美
み さ こ

紗子　阿部 明子　奥田 祥子（�広島大学病院 看護部）
　利田 明日香　新津 宏明　檜井 孝夫（�広島大学病院 遺伝子診療科）

O17-84	� がん遺伝子パネル検査結果説明で使用する補助説明冊子の使用前後での患者 ・ 家族の 

反応の報告ー冊子作成監修での工夫も踏まえてー

○黒
く ろ だ

田 貴
た か こ

子（�京都大学大学院医学研究科、京都大学医学部附属病院看護部）
　金井 雅史（�関西医科大学付属病院がんセンター）
　角 裕子　尾崎 幹子　小寺 陽子（�京都大学医学部附属病院看護部）
　須賀 淳子　森澤 仁美　片岡 結香（�京都大学医学部附属病院がんセンター）
　武藤 学　松原 淳一　吉岡 正博（�京都大学医学部附属病院腫瘍内科）

O17-85	� A医療圏のがん診療拠点病院に所属する看護師におけるがん遺伝子パネル検査の 

認知度調査

○安
や す だ

田 純
じゅんこ

子　二宮 由紀恵（�市立豊中病院 看護部）
　西田 勉（�市立豊中病院 消化器内科）

O17-86	� BRCA遺伝学的検査に対する乳がん患者の思い

○齋
さいとう

藤 悦
え つ こ

子（�深谷赤十字病院 看護部）
　近藤 由香　京田 亜由美　瀬沼 麻衣子　塚越 徳子（�群馬大学大学院 保健学研究科）

O17-87	� がん遺伝子パネル検査に関わるがんゲノム医療コーディネーター看護師の学習状況と 

学習ニーズ

○東
とうじゅ

樹 京
きょうこ

子　岩爪 美穂　大谷 亜吏子　近藤 美紀（�国立がん研究センター東病院 看護部）

第18群 全人的な苦痛 10:45～11:45

座長 ： 吉田 智美�（大阪信愛学院大学 看護学部 教授）

O18-88	� 皮下埋め込み型中心静脈カテーテル挿入患者の穿刺痛および治療への影響の実態調査

○池
い け だ

田 陽
よ う こ

子　北山 未央　浅井 紫（�金沢医科大学病院 看護部）
　松井 希代子（�金沢医科大学 看護部）

O18-89	� 進行肺がん患者の呼吸困難の体験

○近
こんどう

藤 美
み き

希（�社会福祉法人あそか会 あそか病院）
　前澤 美代子　高岸 弘美（�山梨県立大学 看護学部）
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O18-90	� 患者の困り事を明らかにし、 多職種協働支援に貢献する緩和ケアチーム看護師の役割 

～トータルペインを共有することの重要性～

○長
は せ が わ

谷川 真
ま き

紀　堀口 美穂（�三重大学医学部附属病院 看護部）
　近藤 麻衣（�三重大学医学部附属病院 総合サポートセンター）

O18-91	� 髄膜播種を伴うHER2陽性乳がん患者の薬剤性肺炎による治療中断が引き起こす苦悩と

その対応

○有
ありしま

島 み
み つ る

つる　かわの じゅんこ　川床 優子　太良 哲彦　村下 マミィ　古屋 彩恵子　立和名 弥生　
児玉 真由美　真鍋 亜矢　須之内 信吾　江口 惠子　松枝 文子（社会医療法人博愛会相良病院）

O18-92	� 希死念慮をもちながら乳がん治療に向き合う患者への支援

○大
おおもり

森 和
か ず み

美　仁井山 由香（�広島市立広島市民病院）

第19群～第23群	 第14会場（札幌市教育文化会館 3階 研修室301）

第19群 放射線療法1 9:30～10:30

座長 ： 日浅 友裕�（中京学院大学 看護学部 准教授）

O19-93	� 放射線皮膚炎に対する予防ケアの有用性の報告～ソフトシリコン ・ フィルムを用いて～

○岡
おかもと

本 聖
せ い こ

子　森重 ひろみ　小林 沙希　天野 晃子　林 貴史　神谷 伸彦（�川崎医科大学 総合医療センター）

O19-94	� がん放射線療法看護認定看護師の頭頸部がんサバイバーの食べることに関連する 

晩期有害事象の発現を予測した看護実践のプロセス

○杦
すぎおか

岡 か
か お る

おる（�地方独立行政法人京都市立病院機構京都市立病院）
　中森 美季（�京都看護大学）

O19-95	� 放射線治療を受ける患者への説明の取り組み 

―DICOM viewerアプリケーションとiPadの活用―

○橋
はしもと

本 瑞
み ず き

樹（�鳥取県立中央病院 看護局 放射線治療室）

O19-96	� 化学放射線療法を受けた頭頸部癌患者の亜急性期における栄養関連症状に関する文献研究

○野
の な か

中 雅
ま さ と

人（�旭川医科大学 医学部 看護学科）
　川村 三希子　貝谷 敏子（�札幌市立大学 大学院 看護学研究科）

O19-97	� 骨転移に対する緩和的放射線療法を受ける進行がん患者の認識と対処

○辻
つじもと

本 あ
あ か ね

かね（�千葉大学大学院 看護学研究科）
　楠 潤子　増島 麻里子（�千葉大学大学院 看護学研究院）
　髙須 清子（�千葉大学医学部付属病院）

第20群 放射線療法2、 外来看護1 10:45～11:45

座長 ： 北田 陽子�（群馬大学医学部附属病院 看護部 看護師長）

O20-98	� 特別措置病室でのPRRT実施に向けた取り組みと今後の課題

○永
な が い

井 宏
ひ ろ き

樹　山城 藍子　水野 なつみ　岡本 凪沙　田坂 桃子　橋口 周子　出嶋 由佳 
（�神戸大学医学部附属病院 看護部）
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O20-99	� 中下咽頭がん患者が受ける化学放射線療法の有害事象に対するセルフケア継続支援 

～看護スペシャリストによる支援の工夫～

○難
な ん ば

波 亜
あ い こ

衣子（�神戸市立医療センター中央市民病院）
　鈴木 志津枝（�神戸常盤大学）

O20-100	� 別居家族介護者における外来化学療法を受けているがんサバイバーの通院支援の負担

○北
きたむら

村 佳
よ し こ

子（�金沢医科大学 看護学部）
　中井 寿雄（�高知県立大学 看護学部）
　矢﨑 未来　前川 幸江　成瀬 生萌（�金沢医科大学病院 看護部）

O20-101	� 婦人科腫瘍術後の初回看護外来で性生活の相談があった患者の背景とその相談内容

○戸
と し ま

嶋 美
み わ

和　成田 詩子　堀口 沙希　飯田 郁実　後藤 友季恵（�国立がん研究センター中央病院 看護部）
　石川 光也（�国立がん研究センター中央病院 婦人腫瘍科）

O20-102	� がん看護外来における終末期を迎える壮年期の母と子への看護実践 

～その人のペースを守り生きることを支える～

○梅
う め だ

田 節
せ つ こ

子（�神戸市立医療センター中央市民病院）
　池田 清子　高山 良子　畑中 あかね（�神戸市看護大学）
　小山 富美子（�近畿大学）
　正井 志穂（�神戸市立西神戸医療センター）
　佐久間 博子（�関西医科大学付属病院）
　長嶧 美奈子（�大阪医科薬科大学病院）

第21群 外来看護2 13:15～14:15

座長 ： 熊谷 香織�（宮城県立がんセンター 緩和ケアセンター）

O21-103	� 外来化学療法室におけるペグフィルグラスチム自動投与デバイス導入までの取り組み

○小
お の

野 加
か な え

奈絵　荒 香織　佐々木 智子　岩崎 美樹（�社会医療法人 北楡会 札幌北楡病院 看護部）

O21-104	� 看護師による外来化学療法患者のCVポート穿刺の効果～待ち時間短縮への取り組み～

○高
たかはし

橋 美
み ち え

知枝　金丸 可保里　海老沼 真奈美（�社会福祉法人函館厚生院 函館五稜郭病院）

O21-105	� 食道がん術後患者を支える家族介護者の特徴と療養生活支援の実態 

-時期別の患者の特徴を踏まえて-

○松
まつなが

永 崇
たかし

（�国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 看護部）
　長岡 波子　清水 陽一　飯野 京子（�国立看護大学校）

O21-106	� 外来化学療法を受けるがん患者に対する就労支援の質評価指標の開発

○屋
や ぎ

木 景
け い こ

子（�名古屋市立大学病院 看護部）
　片岡 純（�愛知県立大学 大学院 看護学研究科）

O21-107	� フッ化ピリミジン系抗腫瘍薬投与中の高齢男性患者の皮膚障害に対するスキンケア 

継続支援-セルフモニタリングを活用して-

○稲
いながき

垣 香
か お り

緒里（�市立敦賀病院）
　磯見 智恵　月田 佳寿美（�福井大学医学部看護学科 臨床看護学）
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第22群 外来看護3 14:30～15:15

座長 ： 江藤 美和子�（ベルランド総合病院 看護部）

O22-108	� 外来がん薬物療法における問診票を活用した問診による効果の報告

○堀
ほ っ た

田 恵
え み こ

美子　矢部 幸枝（�独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター 看護部）

O22-109	� 当院におけるがん看護外来開設後の取り組みと件数の推移

○森
も り い

井 敦
あ つ こ

子　本津 美穂　池田 久仁子　阪本 ゆかり　北山 真弓（�三重厚生連 松阪中央総合病院）

O22-110	� 頭皮冷却装置使用における脱毛軽減への取り組み 

～個別性のあるキャップの当て方を明らかにする～

○大
おおしま

島 舞
まい

　小早川 恵　岩井 玲子（�牧田総合病院）

O22-111	� がん専門病院に通院する患者のアピアランスに関する悩みと外来部門看護師のケアの実態

○福
ふくざき

﨑 真
な お み

実　鈴木 知美　久山 幸恵　渡邉 由美　萩谷 翔太　中島 和子 
（�静岡県立静岡がんセンター 患者家族支援センター）

　森岡 直子（�静岡県立静岡がんセンター 認定看護師教育課程）
　横山 弘一　後藤 浩美（�静岡県立静岡がんセンター 看護部）

第23群 外来看護4 15:30～16:15

座長 ： 細田 志衣�（聖路加国際病院 相談支援センター 療養サポート室）

O23-112	� 外来部門間連携によるがん患者意思決定支援スクリーニング方法導入の試み 

～ちょっと前から気にかけておく仕組み～

○野
の ぐ ち

口 美
み き

貴（�新潟大学医歯学総合病院）

O23-113	� 外来化学療法室の看護師配置の検討

○山
やました

下 ま
ま ゆ み

ゆみ（�聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）
　上條 優子（�横浜創英大学）

O23-114	� 外来がん薬物療法を受ける高齢患者への積極的体調確認の有効性

○大
おおもと

本 美
み ほ

穂　近藤 ちえみ　中尾 亜由美（�愛知県がんセンター 外来化学療法センター）
　柴田 亜弥子（�愛知県がんセンター 看護部）

O23-115	� 外来で薬物療法をうける独居がん患者の思いと看護支援についての検討

○齋
さいとう

藤 安
や す よ

代（�公立館林厚生病院）

第24群～第28群	 第15会場（札幌市教育文化会館 4階 講堂）

第24群 意思決定1 9:30～10:30

座長 ： 堀越 政孝�（群馬パース大学 看護学部 看護学科 准教授）

O24-116	� Best supportive careとなった食道がん患者の希望を支えたがん看護専門看護師の 

意思決定支援

○末
すえかわ

川 理
り さ

沙　緒方 空見子（�昭和大学病院 看護部）
　本間 織重　我妻 志保（�昭和大学病院 看護部、昭和大学 保健医療学部 看護学科）
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O24-117	� コンパニオン診断としてのBRCA遺伝学的検査を検討している患者への看護 

―血縁者への影響に懸念を抱いた事例―

○中
なかむら

村 由
ゆ い

唯　渡邉 純子　渡邉 琢也　小坂 泰二郎（�佐久総合病院佐久医療センター）

O24-118	� 予後告知されないまま転院した患者への意思決定支援

○井
いのうえ

上 智
と も え

恵　上岡 容子　大杉 和生（�尾鷲総合病院）

O24-119	� 喉頭摘出後の代用音声選択に関する葛藤とその関連要因

○岩
い わ い

井 美
み よ こ

世子（�一宮研伸大学大学院 看護学研究科）
　小川 雅弥（�名古屋大学 医学部保健学科）
　中山 衣代（�愛知県がんセンター 看護部）
　佐藤 一樹（�名古屋大学大学院 医学系研究科 総合保健学専攻）

O24-120	� 終末期がん患者の時間的猶予を見極め調整を行ったことで、 患者・家族の意思決定を支え、

最期に過ごす場所を決定することができた一例

○上
う え だ

田 幸
ゆ き な

奈（�島根大学医学部附属病院 緩和ケアセンター 看護師）

第25群 意思決定2 10:45～11:45

座長 ： 久山 幸恵�（静岡県立静岡がんセンター 患者家族支援センター 看護師長）

O25-121	� 終わりが見えることでのつらさが見えないことでのつらさに変化した一例 

～終末期がん患者のヘルスリテラシー～

○桐
きりやま

山 徹
とおる

（�医療法人社団東光会 戸田中央総合病院）

O25-122	� アドバンスケアプランニングにおけるがん患者の対処

○阪
さかもと

本 祐
ゆ う こ

子（�地方独立行政法人岡山市立総合医療センター岡山市立市民病院）
　藤田 佐和（�高知県立大学）

O25-123	� アドバンス ・ ケア ・ プランニング普及 ・ 推進のためのサバイバーシップ支援看護委員会の

活動報告

○床
とこ

 知
ち え こ

恵子　上石 響　水口 裕子　中島 えりか　土屋 純子　長崎 礼子　中村 美穂　濱口 恵子　中原 由美子 
（�公益財団法人 がん研究会 有明病院）

O25-124	� 外来化学療法センター通院患者のアドバンスケアプランニング支援における課題

○荒
あ ら き

木 早
さ き

希　丹羽 幸恵　明石 加寿代　酒井 愛梨（�社会医療法人 宏潤会 大同病院 看護部）
　西尾 充代　高木 佳代（�社会医療法人 宏潤会 大同クリニック）

O25-125	� がん患者のアドバンスケアプランニングに関連した意思確認や自己決定の支援を行う 

がん専門病院の看護師の困難感

○堀
ほりぐち

口 沙
さ き

希　飯田 郁実　浅井 望美　市川 真優美　登内 文乃　森谷 麻希　池田 瞳　田中 史織　神崎 朱音　
森 文子（国立がん研究センター中央病院）

第26群 意思決定3 13:15～14:15

座長 ： 高屋敷 麻理子�（岩手県立大学 看護学部 成人看護学分野 講師）

O26-126	� 外来化学療法を受ける患者の治療継続と本人が望む日常生活との両立を支える 

意思決定支援～多職種が連携して支援を実践した事例を通して～

○三
み す

栖 あ
あ ず さ

ずさ　稲場 幸子　金 絵理　國本 紅美子（�旭川医科大学病院）

77



O26-127	� 病勢進行に伴い怒りを表出する造血器腫瘍患者への終末期療養における意思決定支援

○源
みなもと

 ま
ま ど か

どか　荒木 絢子　長山 麗華　伊藤 聖美（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院）

O26-128	� 知的障害を持つがん患者家族の代理意思決定支援

○吉
よしもと

本 歩
あゆむ

（�松江市立病院）

O26-129	� 急性期病院における終末期がん患者のこれからの過ごし方の意向を把握する 

一般病棟看護師の関わり

○神
かんばやし

林 綾
あや

（�NTT 東日本関東病院）
　櫻井 智穂子　谷本 真理子（�東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科）

O26-130	� 外来での意思決定支援における体制整備

○市
いちかわ

川 智
ち さ と

里　湯田 昌美　小林 直子　小田 夏実　平野 勇太　安川 恵美子　齋藤 智恵美　早坂 和恵　
栗原 美穂（国立がん研究センター東病院 看護部）

第27群 意思決定4 14:30～15:30

座長 ： 鶴田 理恵�（大阪公立大学医学部附属病院 看護部 緩和ケアセンター 師長）

O27-131	� 在宅療養への意思決定支援 

―自宅退院を諦めていたがん終末期患者との関わりを振り返って―

○仲
な か そ ね

宗根 梓
あづさ

　比嘉 啓（�医療法人徳洲会 中部徳洲会病院 看護部）
　服部 政治（�医療法人徳洲会 中部徳洲会病院 疼痛治療科）

O27-132	� がん患者が小学生の子どもにがんやがん治療について伝えることへの支援に関する 

看護師の認識と経験

○駒
こ ま い

井 美
み さ き

咲　花出 正美（�公益財団法人がん研究会有明病院 看護部）

O27-133	� がん診療連携拠点病院の外来化学療法室の看護師が行っている再発 ・ 進行がん患者への

意思決定支援

○西
にしかわ

川 さ
さ ゆ り

ゆり（�滋賀県立総合病院）
　府川 晃子（�兵庫医科大学 看護学部）

O27-134	� 急性期病棟におけるアドバンスケアプランニング（ACP）質問用紙導入前後での看護師の

意識と行動の変化

○藤
ふじわら

原 由
ゆ き な

紀那　山本 琴子　井沢 知子　宮園 めぐみ　原田 敬子（�京都大学医学部附属病院）

O27-135	� 子宮頸がん患者の術後補助療法の選択に関与した1例 

～看護師の介入が医師の治療方針に及ぼした影響～

○入
い り や

矢 涼
りょうこ

子（�一般財団法人 倉敷成人病センター）

第28群 意思決定5 15:45～16:30

座長 ： 酒井 禎子�（新潟薬科大学 看護学部 准教授）

O28-136	� 積極的治療期に終末期への急激な移行と人生の最終段階における意思決定を 

余儀なくされた一例

○小
お が わ

川 雅
ま さ こ

子　高倉 裕美　本間 洋子（�順天堂大学医学部附属 順天堂東京江東高齢者医療センター 看護部）
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O28-137	� A大学病院の適切な意思決定支援における看護実践の構造

○髙
た か の

野 智
ち は や

早　嶋田 恭子（�福井大学医学部附属病院 看護部）
　埴 瀬里奈　広瀬 知美　徳原 涼衡　牧野 路子　浦井 真友美 
（�福井大学医学部附属病院 看護部、福井大学医学部附属病院 がん診療推進センター）

　廣野 靖夫（�福井大学医学部附属病院 がん診療推進センター）

O28-138	� 成人 ・ 老年期にある同種造血幹細胞移植適応患者の意思決定支援に関する質評価指標の

開発

○伊
い と う

藤 祐
ゆ い

以（�名古屋市立大学病院 看護部）
　片岡 純（�愛知県立大学 看護学部）

O28-139	� 日々のコミュニケーションからがん患者の最期の過ごし方に関連した価値観や希望を 

捉える病棟看護師の実践

○田
た さ き

﨑 美
み さ こ

沙子（�医療法人 東札幌病院）

第29群～第33群	 第16会場（札幌市教育文化会館 4階 研修室403）

第29群 看護師の教育1 9:30～10:30

座長 ： 中村 喜美子�（鈴鹿医療科学大学 看護学部 看護学科 准教授）

O29-140	� 頭頸部がん術後患者への摂食嚥下支援に関する研修会の効果

○田
た な か

中 美
み ほ

穂　中畑 高子　松尾 佳代（�福岡歯科大学医科歯科総合病院）
　秋永 和之　宮園 真美（�福岡看護大学 看護学部 看護学科）

O29-141	� 不安や抑うつに陥りやすい化学療法を受ける造血器腫瘍患者に対する看護師の臨床判断

○信
のぶさわ

澤 沙
さ や か

也加（�群馬大学医学部附属病院）
　恩幣 宏美（�群馬大学 大学院 保健学研究科）

O29-142	� 緩和ケア病棟における新人ローテーション研修の現状と課題

○檜
ひ が き

垣 明
あ す か

日香　平嶋 幼奈　髙岡 サユリ　中本 京子（�医療法人協和会 千里中央病院）

O29-143	� 認知症高齢がん患者のケアラダー活用促進の取り組み

○北
き た の

野 富
ふ み え

美江　大和 美雪　田口 恵美子　入澤 里江　川村 香奈恵　須田 真弓　湯田 昌美　市川 智里　
早坂 和恵（国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 看護部）

O29-144	� A緩和ケア病棟における終末期がん看護のケアリング教育による実践力向上の成果 

-2年目の体験事例を教材とした成果の分析-

○重
しげひさ

久 加
か よ こ

代子（�宮崎県立看護大学 看護学部）
　小栁 優美子　田中 香織（�潤和会記念病院）

第30群 看護師の教育2 10:45～11:45

座長 ： 煙山 晶子�（秋田大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 准教授）

O30-145	� 病棟で実践されたケアリングを見える化する取り組み

○師
もろおか

岡 恵
け い こ

子（�北里大学病院）
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O30-146	� がん看護ジェネラリスト育成研修プログラムにおける現状評価と今後の課題

○清
し み ず

水 知
ち さ

沙　三栖 あずさ　國本 紅美子　眞鍋 真実　奥田 久美　江口 卓也　三島 玲子　井戸川 みどり 
（�旭川医科大学病院）

O30-147	� がんの親をもつTeenagerを支えるTeen CLIMB®プログラム日本版開発に向けた 

取り組み:支援者を対象としたTeen CLIMB®養成講座の実践報告

○赤
あかがわ

川 祐
ゆ う こ

子（�秋田大学大学院医学系研究科 看護学講座）
　大沢 かおり（�国家公務員共済組合連合会 東京共済病院 乳がん相談支援センター）
　井上 実穂（�独立行政法人国立病院機構 四国がんセンター）
　小林 真理子（�聖心女子大学 心理学科）

O30-148	� がんリンクナースの育成に伴った苦痛のスクリーニング拡充 

～がんリンクナースの行動変容が成果の鍵～

○山
やまざき

﨑 恵
めぐみ

　坪野 ますみ　中村 さや香（�公立豊岡病院組合立豊岡病院）
　関 滝江（�公立豊岡病院組合立豊岡病院 看護部）

O30-149	� がん免疫療法を投与管理する看護師の教育方法の検討 

～化学療法実施件数の少ない一般病院での実態調査～

○横
よ こ い

井 千
ち づ る

鶴　高橋 幸大　青木 由美子　塩入 なつみ　小橋 かおる　中田 岳成 
（�長野県厚生連長野松代総合病院）

第31群 看護師の教育3 13:15～14:15

座長 ： 笹原 朋代�（ファミリー ・ ホスピス株式会社 品質管理部 部長）

O31-150	� がん相談支援センター活動共有勉強会の取り組み

○宮
みやもと

本 あ
あ づ さ

づさ　野添 美和　飯星 里枝（�熊本赤十字病院）

O31-151	� がん遺伝子パネル検査を希望する患者 ・ 家族への看護支援に向けたスタッフ指導

○尾
お ば た

畑 景
け い こ

子　西尾 充代（�社会医療法人 宏潤会 大同病院）

O31-152	� がん看護卒後教育ががん疼痛看護実践に及ぼす影響:自己評価に基づく分析とその課題

○林
はやし

 ゑ
え り こ

り子（�横浜市立大学 医学部 看護学科、藤沢湘南台病院 看護部）
　三橋 由貴　高野 純子（�藤沢湘南台病院 看護部）

O31-153	� 看護師向け胸膜中皮腫ケアコーディネーション教育プログラムの評価:ランダム化比較試験

○長
ながまつ

松 康
や す こ

子　佐居 由美（�聖路加国際大学大学院 看護学研究科）
　伊東 美奈子（�元聖路加国際大学）
　光永 悠彦（�名古屋大学 大学院教育発達科学研究科）

O31-154	� 安全 ・ 確実 ・ 安心な化学療法看護実践に向けた取り組みの成果と課題

○國
くにもと

本 紅
く み こ

美子　佐藤 温葉　菊地 観咲　相場 紅葉　佐藤 佑和子　國分 麻衣　阿部 涼加　川端 有紀 
（�旭川医科大学病院 看護部 6 階東ナースステーション）
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第32群 看護師の教育4、 遺伝看護 14:30～15:30

座長 ： 名越 恵美�（岡山県立大学 保健福祉学部 看護学科 准教授）

O32-155	� がん専門病院における看護師のキャリアアップ支援の活動

○石
い し い

井 し
し の ぶ

のぶ　湯田 昌美　金子 菜穂子　橋本 麻子　井垣 真理子　小田部 達彦　平野 悦子　松村 いずみ　
丸田 章子　高橋 真由美　市川 智里　原 真由美　武田 一枝　近藤 美紀 

（国立研究開発法人国立がん研究センター東病院）

O32-156	� がん専門病院におけるリンパ節郭清術を受けた患者への適切なリンパ浮腫指導のための取

り組み

○川
かわむら

村 香
か な え

奈恵　湯田 昌美　山崎 光英　市川 智里　早坂 和恵 
（�国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院  看護部）

O32-157	� 死生観を育む新人教育と今後の継続教育の課題

○仁
に い や ま

井山 由
ゆ か

香　柴田 聖子　瀬良 栄子　長谷川 聡子（�広島市立広島市民病院 看護部）

O32-158	� リスク低減卵管卵巣摘出術に伴う遺伝性乳がん患者のアンメットな情報ニーズ

○高
た か お

尾 鮎
あ ゆ み

美（�大阪公立大学 看護学部）
　中村 成美（�元大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
　山本 瀬奈　荒尾 晴惠（�大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）

O32-159	� 妊孕性喪失を伴う子宮体がん治療に対するAYA世代リンチ症候群患者の意思決定を 

支えるがん看護CNSと遺伝看護CNSの連携

○島
し ま だ

田 理
り え

恵　三須 久美子（�慶應義塾大学病院 看護部）
　武田 祐子（�慶應義塾大学）

第33群 高齢者のがん、 社会的な問題 15:45～16:30

座長 ： 賢見 卓也�（みる看る訪問看護ステーション 所長）

O33-160	� 高齢がん患者が治療を選択する時のがん看護専門看護師の支援の実際

○髙
たかはし

橋 麻
あ さ み

美（�久留米大学大学院 医学研究科、久留米大学医療センター）
　桐明 あゆみ　益守 かづき（�久留米大学 医学部 看護学科）

O33-161	� 高齢終末期がん患者のせん妄に対する誘発因子へ着目した関わり 

-悪性リンパ腫に伴う眼瞼腫脹によって視覚遮断を来した患者への看護-

○西
に し の

野 美
み か

香　石井 奈奈（�手稲渓仁会病院）

O33-162	� 高齢がん患者における緊急受診時のIADL実態調査

○大
や ま と

和 美
み ゆ き

雪　市川 智里　湯田 昌美　田口 恵美子　北野 富美江　須田 真弓 
（�国立がん研究センター東病院 看護部）

O33-163	� 新型コロナウイルス感染症が一般病棟で緩和ケアに携わる看護師のストレスに及ぼした影響

○寺
てらかど

門 亜
あ こ

子（�帝京科学大学 医療科学部 看護学科）
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2月23日（日）　2日目

一般演題　示説

第12群～第22群	 示説会場（グランドメルキュール札幌大通公園 3階 ボールルームD）

第12群 薬物療法 9:30～10:30

P12-171	� 外来がん薬物療法を受ける消化器がん患者の気がかりの関連要因

○守
もりもと

本 実
み ゆ

由（�静岡県立 静岡がんセンター）
　望月 留加　佐藤 正美（�東京慈恵会医科大学）

P12-172	� ビンカアルカロイド系抗がん剤血管外漏出における温罨法の温度差による作用の検討

○及
おいかわ

川 正
まさひろ

広（�岩手県立大学 看護学部）

P12-173	� がん化学療法時のオンコロジーエマージェンシーに関する看護師の臨床判断と対処行動に

関する研究　第1報　モニタリング

○村
む ら た

田 節
せ つ こ

子　笠岡 和子（�関西看護医療大学）
　木下 佐江　野口 玉枝（�国家公務員共済連合会 浜の町病院）
　岩崎 玲奈（�独立行政法人労働者健康安全機構 九州労災病院）
　石川 千香恵（�地方独立行政法人 福岡市立病院機構 福岡市民病院）
　政時 和美（�第一薬科大学）

P12-174	� がん化学療法時のオンコロジーエマージェンシーに関する看護師の臨床判断と対処行動に

関する研究　第2報　アセスメント

○村
む ら た

田 節
せ つ こ

子　笠岡 和子（�関西看護医療大学）
　岩崎 玲奈（�独立行政法人労働者健康安全機構 九州労災病院）
　石川 千香恵（�地方独立行政法人 福岡市立病院機構 福岡市民病院）
　野口 玉枝　木下 佐恵（�国家公務員共済連合会 浜の町病院）
　政時 和美（�第一薬科大学）

P12-175	� 経口抗がん薬で治療中の患者が医療者へ求めるニーズ～ A病院のアンケート調査より～

○大
お お の

野 望
のぞみ

　永井 香惠　清原 文　長島 春香　高他 大輔　長沼 篤　千葉 理恵（�高崎総合医療センター）

P12-176	� 抗悪性腫瘍剤/抗HER2抗体皮下注射製剤に変更した患者の体験に関する実態調査

○小
お の で ら

野寺 恵
け い こ

子　坂本 佳子　斎藤 久美　秋田 彩子　浅野 徹（�東京都立病院機構 東京都立墨東病院）

P12-177	� 新型コロナウイルス感染症流行下において子育てをしながら化学療法を受ける 

女性がん患者の感じる治療や療養生活への影響

○大
おおしろ

城 怜
れい

（�公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 医療イノベーション推進センター）
　府川 晃子（�兵庫医科大学 看護学部 療養支援看護学分野）

P12-178	� 経口抗がん剤を内服している造血器腫瘍患者の服薬アドヒアランスと関連要因: 

文献レビュー

○山
やまもと

本 桂
け い こ

子（�大阪医科薬科大学 大学院看護学研究科 博士後期課程）
　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部 看護学科）

P12-179	� がん薬物療法による爪障害を足指に抱える患者の生活体験

○保
ほ き も と

木本 あ
あ づ さ

づさ（�東京慈恵会医科大学附属病院）
　望月 留加　永野 みどり（�東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
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P12-180	� がん薬物療法を受けている乳がんおよび婦人科がん患者の有害事象とQOLの関連: 

文献レビュー

○菅
か ん の

野 楓
かえで

（�大阪医科薬科大学 大学院看護学研究科 博士前期課程）
　鈴木 久美　南口 陽子（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P12-181	� エプコリタマブの投与実施に向けたがん化学療法看護認定看護師の役割

○渡
わたなべ

邉 智
と も え

恵　櫻井 由美子　渡辺 順子（�地方独立行政法人 岐阜県立多治見病院）

P12-182	� 薬剤師と協働したアピアランスケアの取り組み

○齋
さいとう

藤 幸
さ ち え

枝　小林 瑞穂　町永 弘美　佐伯 玲菜　畑 千秋（�公立大学法人 横浜市立大学附属病院 看護部）
　清水 絢子（�公立大学法人 横浜市立大学附属病院 薬剤部）

P12-183	� 短期入院で婦人科化学療法を受ける患者に対する不安聴取への取り組み 

～マッピングシートを使用して～

○入
い り え

江 望
の ぞ み

未　福田 雅代　森 貴子（�東京都立多摩北部医療センター 看護部 3 東病棟）

P12-184	� 化学療法センターにおける診察前問診テンプレートを活用した多職種連携基準導入の 

取り組み～導入後の実態と課題～

○太
お お た

田 美
み き

樹　土山 麻子　井口 利恵　福田 優佳　松林 温美　山際 美香　住田 るみ　坂本 優子　村上 夏代 
（地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 看護局）

　小川 直希　鶴島 克将（�地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 薬剤科）
　渡邊 薫子（�地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 栄養管理科）
　岡本 紀雄（�地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 腫瘍内科）

P12-185	� A病院における頭皮冷却装置（Paxman Scalp CoolingシステムPSCS）導入のための 

体制構築

○平
ひらいで

出 由
ゆ き こ

紀子　武田 美和　岡田 麻衣子　濱田 利果子　忍田 祐美子（�社会福祉法人 三井記念病院）

P12-186	� ペグフィルグラスチム皮下注ボディーポッドが乳癌患者にもたらす影響

○石
いしやま

山 里
さ と み

美　佐々木 由恵　木村 美幸　田中 早苗　佐々木 美奈子　佐藤 澄子 
（�国立病院機構 弘前総合医療センター）

P12-187	� A市における免疫チェックポイント阻害薬使用時の電話相談トリアージシート作成への取り

組み

○岡
おかもと

本 広
ひ ろ み

美（�独立行政法人 国立病院機構 関門医療センター）
　上野 妙子（�地方独立行政法人下関市立市民病院）
　清水 倫子（�山口県済生会下関総合病院）
　園山 好恵（�独立行政法人地域医療機能推進機構下関医療センター）

P12-188	� 薬物療法を受ける進行肺がん患者への看護に関する文献検討

○時
ときもり

森 阿
あ き な

季菜（�東海大学大学院医学研究科 看護学専攻）
　今泉 郷子（�東海大学 医学部 看護学科）

P12-189	� ペルツズマブ ・ トラスツズマブ ・ ボルヒアルロニターゼアルファ注導入に向けての 

取り組みと導入後の実態調査

○富
と が し

樫 裕
ゆ う こ

子　上原 智子　矢野 美穂　藤井 恵美　飯田 郁実　齋藤 亜由美　米盛 勧 
（�国立がん研究センター中央病院）
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P12-190	� 治療過程にある多発性骨髄腫患者が治療を続ける意味

○阪
さかもと

本 朋
と も か

香（�徳島大学大学院 保健科学研究科 保健学専攻）
　今井 芳枝（�徳島大学大学院医歯薬学研究部 保健科学部門 看護学講座 がん看護学分野）
　三木 こずえ（�徳島大学病院 看護部）
　藤井 志朗　曽我部 公子　大浦 雅博　住谷 龍平　八木 ひかる　原田 武志　前田 悠作　中村 信元　

松岡 賢市（徳島大学病院 血液内科）
　三木 浩和（�徳島大学病院 輸血・細胞治療部）
　髙橋 真美子（�川島病院 内科・血液内科）

P12-191	� 抗がん剤治療で頭皮冷却装置を用いることを選択した乳がん患者が導入から完遂できた

要因

○西
に し ば

場 里
り か

香　太田 小百合　多田 利江　萩原 亜矢子（�桐生厚生総合病院）

P12-192	� がん薬物療法を受ける進行がん患者の希望の影響要因

○喜
き た し た

多下 真
ま り

里（�大阪医科薬科大学 看護学研究科 博士後期課程、滋賀県立大学 人間看護学研究院）
　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P12-193	� 外来化学療法室におけるパーソナルヘルスレコードアプリの活用と症例報告

○矢
や の

野 美
み ほ

穂　近藤 千香子　伊藤 由希　上原 智子　富樫 裕子　藤井 恵美　飯田 郁実 
（�国立がん研究センター中央病院）

P12-194	� 父親との関係に苦悩する進行再発乳がん患者と看護師とのケアリングパートナーシップ 

―新しい生き方を見出す過程―

○稲
い な お

生 杏
あ ん り

里　大塚 智佳子　吉田 美緒　上別府 彩芳　岡本 泰子（�熊本大学病院 外来化学療法センター）
　国府 浩子（�熊本大学大学院）

P12-195	� カテーテル先端形状の違いによるCVポート関連トラブルの比較と対策の検討

○阿
あ べ

部 真
ま き こ

木子　中村 由里恵　吉田 萌　窪田 加奈子（�独立行政法人労働者健康安全機構 関東労災病院）

P12-196	� 当院にて頭皮冷却装置（Cell Guard）を使用し、 乳がん化学療法を受けた患者の満足度調

査

○伊
い と う

藤 絵
え み

美　星 美香　遠藤 るみ　大竹 由希子（�一般財団法人温知会 会津中央病院  看護部）
　旭 修司　長谷川 翔　照井 妙佳（�一般財団法人温知会 会津中央病院 外科）

P12-197	� 抗がん剤の血管外漏出の予防　血管アセスメントシート（試案）を用いた 

血管アセスメントの有効性の検討

○渡
わたなべ

邉 ゆ
ゆ う こ

う子　平野 敦子　髙田 直美（�東京慈恵会医科大学附属柏病院 看護部）
　佐藤 正美（�東京慈恵会医科学医学部看護学科 成人看護学）

P12-198	� A病院でがん薬物療法を受ける患者の外見変化に関する支援ニーズ

○加
か と う

藤 千
ち え み

恵美　福岡 弘子（�武蔵野赤十字病院）

P12-199	� 免疫チェックポイント阻害薬を受けるがん患者のQOLとその関連要因に関する 

文献レビュー

○佐
さ の

野 照
て る え

恵（�大阪医科薬科大学 大学院 看護学研究科 博士前期課程）
　鈴木 久美　南口 陽子（�大阪医科薬科大学 看護学部）

P12-200	� がん薬物療法を受ける独居がん患者の療養生活に関する研究の動向と課題

○竹
た け い

井 友
ゆ り

理　二井谷 真由美（�愛媛大学大学院 医学系研究科 看護学専攻）

P12-201	� がん薬物療法の投与管理における安全な輸液ポンプの活用

○森
もりもと

本 佐
さ と み

登美　鍛治 香澄　永井 京子（�社会医療法人愛仁会 明石医療センター 外来看護科）
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P12-202	� 化学療法継続か否かで気持ちが揺れ動いた乳癌転移性肺腫瘍患者と緩和ケア認定看護師

との関わり

○川
かわさき

崎 涼
りょうこ

子　渡嘉敷 昌代　宮良 球一郎　宮国 孝男　木村 聖美　中村 サヤカ 
（�医療法人琉藍会 乳腺甲状腺クリニックうらそえ）

P12-203	� がん薬物療法を受ける患者のヘルスリテラシーに関する看護師の実践

○平
ひらやま

山 憲
け ん ご

吾　川村 三希子（�札幌市立大学看護学部）
　小野 聡子　松田 夕香　佐藤 明美　齋 若奈（�札幌医科大学附属病院）
　岡野 美南子（�北海道大学病院）

P12-204	� 外来通院でがん薬物療法をうける患者の身体的違和感出現時の思考と行動

○高
たかはし

橋 里
り か

佳（�洛和会音羽病院 看護部）

P12-205	� A病院でがん薬物療法を受ける患者の外見変化に関する情報収集と対処行動

○福
ふくおか

岡 弘
ひ ろ こ

子　加藤 千恵美（�武蔵野赤十字病院）

P12-206	� ステージⅣ肺がん患者 ・ 家族支援に必要なこととは 

～壮年期女性患者事例からの振り返り～

○西
に し お

尾 静
しずか

（�岐阜県立多治見病院 がん相談支援センター）

P12-207	� フェスゴ配合皮下注の投与に際し、 当院での取り組み

○小
こ や ま

山 清
き よ み

美（�京都山城総合医療センター）

P12-208	� 免疫関連有害事象（irAE）により1型糖尿病を発症した患者へのセルフマネジメント支援

○坂
さ か ね

根 絢
あ や こ

子　堀田 憲子　荻田 留都子　冠 恵（�東海大学医学部付属病院 看護部）
　木村 守次（�東海大学医学部付属病院 腎内分泌代謝内科学）

P12-209	� がん薬物療法による爪障害を手指に抱える患者の生活体験

○望
もちづき

月 留
る か

加　永野 みどり（�東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科）
　保木本 あづさ（�東京慈恵会医科大学医学部附属病院）

P12-210	� 外来で経口抗がん薬を用いた治療を行うがん患者の認識 

～カペシタビンを内服する大腸がん患者に焦点をあてて～

○捧
ささげ

 勇
は や と

人（�なし）

P12-211	� 分子標的治療を受ける肺がん患者の皮膚障害と症状評価および生活の質の関連

○山
やまぐち

口 昌
ま さ こ

子　上田 伊津代（�和歌山県立医科大学 保健看護学部）
　赤松 弘朗　村上 恵理子　洪 泰浩　山本 信之（�和歌山県立医科大学 医学部 呼吸器内科・腫瘍内科）

第13群 がんゲノム医療 10:45～11:45

P13-212	� がんゲノム医療連携病院看護師におけるがん遺伝子パネル検査を受ける患者への 

看護の実際

○山
や ま や

谷 淳
じゅんこ

子　東谷 朗子（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院）

P13-213	� がんゲノム医療連携病院における看護師のがん遺伝子パネル検査に関する知識と関心の現

状調査

○山
や ま や

谷 淳
じゅんこ

子　東谷 朗子（�医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院）
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P13-214	� がんゲノムプロファイリングテスト（CGP）を受けた患者の検査結果後の思い

○牧
ま き の

野 智
と も え

恵　松本 智里　瀧澤 理穂（�石川県立看護大学）
　中野 妃佐恵　北川 寿子（�福井県立病院）

P13-215	� がん治療に伴うコンパニオン診断検査を受ける患者の意思決定支援に向けた 

看護アルゴリズム原案の開発

○髙
た か ぎ

木 真
ま ゆ み

由美（�小牧市民病院）
　片岡 純（�愛知県立大学大学院看護学研究科）

P13-216	� がん遺伝子パネル検査を受ける患者 ・ 家族への看護支援の実際と今後の課題

○佐
さ と う

藤 好
このみ

　衣斐 寛倫　山口 真澄　青木 智子（�愛知県がんセンター病院）

第14群 倫理的問題 10:45～11:45

P14-217	� 自宅で転倒し意識障害で救急搬送されたがん終末期患者の療養の場の代理意思決定支援 

～ GDIを用い遺族の評価から看護を振り返る～

○牧
まきはら

原 り
り つ こ

つ子　浦川 知香（�日本赤十字社 唐津赤十字病院）
　前里 喜一（�日本赤十字社 唐津赤十字病院、医療法人 松籟会 河畔病院）
　笠原 健太郎（�医療法人 あおぞら胃腸科）

P14-218	� キャンサーボードでの倫理的課題に対する検討の現状と今後の課題

○石
い し ま ぶ し

間伏 由
ゆ き

紀　室田 かおる　佐々木 智子　奥田 陽子 
（�日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 看護部）

P14-219	� COVID-19禍における面会制限に対する緩和ケア病棟看護師のジレンマ 

～生命倫理4原則の観点からの考察～

○木
きのした

下 真
ま ゆ み

由美（�医療法人浩生会 舞子台病院）
　清水 茜　阿川 萌美　石間 律子　前河内 里奈　岩見 加奈子（�県立広島病院 看護部）
　住井 公美（�県立広島病院 緩和ケア科）

P14-220	� 告知をめぐる倫理調整に対する緩和ケアチーム専従看護師の役割 

―患者の意向に沿うのに時間を要した症例を振り返ってー

○安
やすむろ

室 千
ち づ る

鶴（�国保直営総合病院 君津中央病院）

P14-221	� 終末期がん患者の看取りを含めた療養場所の意思決定における倫理調整 

―患者の生き方をいかに支えるか―

○小
こ さ と

里 裕
ひ ろ み

美（�公益財団法人 北海道医療団 帯広第一病院 がん看護相談支援室）

P14-222	� 終末期患者の鎮静導入プロトコルの作成

○德
とくなが

永 亜
あ き こ

希子　町田 美佳（�徳島赤十字病院）

P14-223	� すべてを知りたい患者と絶対に伝えないで欲しいと希望する家族に対する倫理調整の実際

○浅
あ さ の

野 暁
あきとし

俊　古川 ゆかり（�新潟県立中央病院 看護部）
　桃井 明仁（�新潟県立中央病院 血液内科）
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第15群 家族ケア 10:45～11:45

P15-224	� 切除不能膵臓がん患者のパートナーの「医療と療養の場」の選択に伴う体験

○末
すえわか

若 美
み の り

乃里（�川崎医科大学総合医療センター、川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科）
　竹田 恵子（�川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科）

P15-225	� 卵巣がん患者の治療や療養を支えるための支援が家族のエンパワーメントにつながった

ケースを考える

○江
え が み

上 雅
ま さ よ

代　後藤 舞美（�別府医療センター 緩和ケアチーム、別府医療センター 看護部）
　櫻井 康之（�別府医療センター 緩和ケアチーム）
　小田原 善美（�別府医療センター 看護部）
　玉野 緋呂子（�別府医療センター 地域医療連携室）

P15-226	� 在宅緩和ケアを受けるがん患者の家族介護者のニーズに関する文献検討: 

スコーピングレビュー

○武
た け だ

田 佳
よ し こ

子（�三重大学 医学部 医学・看護学教育センター）
　岡本 晏奈（�三重大学 医学部 看護学科）

P15-227	� 医療系大学生とともに創出する“大切な人ががんと診断された大学生”について考える

ワークショップデザイン

○大
おおうち

内 美
み ほ こ

穂子（�千葉県立保健医療大学 健康科学部 看護学科、 
順天堂大学大学院医療看護学研究科 がん・クリティカルケア看護学分野 博士後期課程）

　大塚 知子　浅井 美千代（�千葉県立保健医療大学 健康科学部 看護学科）

P15-228	� がん末期患者の家族支援を通して、 訪問看護師の役割を考える

○中
なかしま

嶋 佳
か よ

代（�めぐみ訪問看護ステーション）

P15-229	� 終末期がん患者家族のケアについての振り返り

○高
た か ぎ

木 佳
か よ

代（�社会医療法人宏潤会 だいどうクリニック）
　荒木 早希（�社会医療法人宏潤会 大同病院）

P15-230	� 子どもを持つがん患者と家族へのケア-外来化学療法室での関わり-

○高
たかぐち

口 弘
ひ ろ み

美　山下 愛　中村 洋子　鈴木 由佳（�札幌市病院局 市立札幌病院 看護部）
　松山 茂子（�札幌市病院局 市立札幌病院 地域連携センター）
　中村 路夫（�札幌市病院局 市立札幌病院 消化器内科）

P15-231	� 緩和ケア病棟におけるがん患者の母親を持つ思春期の子どもへの関わりについて

○木
き む ら

村 こ
こ と は

とは　シュレスタ 聡美　小林 明日香　菅井 祥子 
（�社会福祉法人聖隷福祉事業団 聖隷横浜病院 看護部）

P15-232	� 多重がんを患う高齢の夫とその妻への退院支援における看護師の認識の変化

○須
す ど う

藤 千
ち さ こ

紗子（�東海大学 医学部付属 八王子病院）
　矢口 菜穂（�東海大学医学部 看護学科）

P15-233	� 進行胃がんを患った娘に新たな支援方法を模索する母親の支援

○中
なかむら

村 め
め ぐ み

ぐみ（�NHO 三重中央医療センター 看護部）
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第16群 看護師の教育 10:45～11:45

P16-234	� 一般病棟におけるCVポート管理の実態調査からみた臨床教育の課題

○三
み う ら

浦 美
み わ こ

和子（�東京都済生会中央病院 がん診療統括センター、東京都済生会中央病院 看護部、国際医療福祉
大学大学院）

　小林 なぎさ　前野 久美　林 真理子　松田 純子　榊原 富士子　廣野 敏枝　澤田 美絵　土方 ふじ子 
（�東京都済生会中央病院 看護部）

　船越 信介（�東京都済生会中央病院 がん診療統括センター、東京都済生会中央病院 腫瘍内科）

P16-235	� がん看護における批判的思考について文献検討

○蔭
かげやま

山 恵
め ぐ み

美　下舞 紀美代　神谷 千鶴（�関西看護医療大学 看護学部 看護学科）
　今井 芳枝（�徳島大学大学院 医歯薬学研究部 保健科学部門 看護学講座 がん看護学分野）

P16-236	� がん体験者の病いの語りを活用したがん看護教育に関する文献レビュー

○木
き む ら

村 恵
え み こ

美子　青柳 道子　村川 奨（�札幌医科大学 保健医療学部 看護学科）

P16-237	� A県におけるがん薬物療法に携わる看護師を対象とした「CVポート管理」研修の取り組み

○福
ふくみつ

満 美
み わ

和　三輪 真砂子　荒川 環　川野 理沙（�宮崎大学医学部附属病院 看護部）
　日髙 明美　仲田 恵美（�宮崎県立宮崎病院）
　津曲 竜一（�宮崎県立日南病院）
　前村 香織（�独立行政法人国立病院機構都城医療センター）

P16-238	� A病院におけるELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラムの評価 

～受講後のアンケート調査より～

○松
まつやま

山 茂
し げ こ

子（�札幌市病院局 市立札幌病院 地域連携センター 入院支援係 がん相談支援センター）
　佐藤 有美　渡部 有希（�札幌市病院局 市立札幌病院 看護部看護課）

P16-239	� 大学病院における意思決定支援向上のためのコミュニケーションスキル研修の取り組み

○黒
くろさわ

澤 亮
あ き こ

子　清水 あさみ　池田 睦　馬越 雅理　節原 光江（�東邦大学医療センター大森病院看護部）

P16-240	� 「自己調節鎮痛法（PCA）導入における術後疼痛緩和への効果」～看護師教育を通して～

○前
ま え だ

田 昇
しょう

　飯塚 桃乃　片桐 奈緒　田中 章敬　近藤 美紀（�国立がん研究センター東病院 看護部 手術室）

P16-241	� 多職種で協働する抗がん剤投与 

～ A施設における抗がん剤投与時の看護師による静脈穿刺開始に関する取り組み～

○髙
たかはし

橋 裕
ゆ う き

季　飯野 君江　菅原 志保　高柳 真理　治久丸 尚美　上村 大輔　島村 竜矢　鹿糠 陽美 
（�地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 看護部）

P16-242	� 熟練看護師の終末期がん患者の家族へのケアに関する学びの経験

○熊
くまがい

谷 美
み か

花（�IQVIA サービシーズジャパン合同会社）

P16-243	� 海外文献における看護師のコミュニケーションスキルに対するトレーニング介入の 

有効性に関する研究の動向と課題

○近
こんどう

藤 美
み き

紀　市川 智里　平野 勇太　栗原 美穂（�国立がん研究センター東病院）
　關本 翌子（�国立がん研究センター中央病院）
　山花 令子（�武蔵野大学 通信教育部 人間科学部 人間科学科）

P16-244	� 認定看護師による緩和ケアに携わる看護師に対する緩和ケア研修への取り組み

○大
おおたけ

嵩 ゆ
ゆ き

き　檜垣 明日香　福田 圭子（�医療法人協和会 千里中央病院）
　野口 直子（�医療法人協和会 第二協立病院）
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P16-245	� 院内がん看護研修の振り返りと今後の課題

○田
た し ろ

代 佳
け い こ

子（�公益財団法人 仁泉会 北福島医療センター）

P16-246	� 外来通院がん患者の主体性を活かして行う実践のための外来看護師育成プログラムの 

有用性

○佐
さ と う

藤 ま
ま ゆ み

ゆみ（�順天堂大学大学院医療看護学研究科）
　髙山 京子（�順天堂大学医療看護学部）
　阿部 恭子（�東京医療保健大学看護学部）
　西脇 可織（�小牧市民病院）
　片岡 純（�愛知県立大学看護学部）
　森本 悦子（�甲南女子大学看護リハビリテーション学部）
　大内 美穂子（�千葉県立保健医療大学健康科学部）
　佐藤 禮子（�東京通信大学人間福祉学部）

P16-247	� 乳がんの内服治療における外来看護の構築-ポケットガイドの作成-

○小
こ は ら

原 未
み き

貴（�一般財団法人倉敷成人病センター）

P16-248	� がん看護リンクナース会における看護師の能動的活動支援の取り組み

○木
き む ら

村 由
ゆ り

梨　小倉 知子　河田 優子　小崎 信子　西川 誠人　服部 聖子　小寺 利美 
（�滋賀医科大学医学部附属病院 看護部）

P16-249	� A病院における中心静脈ポート穿刺の教育プログラムの実践報告

○長
は せ が わ

谷川 由
ゆ み こ

美子（�JA 三重厚生連 鈴鹿中央総合病院）

P16-250	� NURSEを用いたコミュニケーションスキル研修導入の実践報告と今後の展望 

～認定看護師主催による研修の取り組み～

○柴
し ば た

田 真
ま ゆ

由　奥 みどり　溝口 千賀　夏目 真美　大山 延枝 
（�独立行政法人 東京都立病院機構 東京都立東部地域病院）

P16-251	� SPACE-N　3ステップラダーを用いた緩和ケア病棟での教育プログラムの取り組み

○松
まつもと

本 友
ゆ り こ

梨子　野口 麻衣　森田 泉（�福井県済生会病院）

P16-252	� 終末期がん患者との死にまつわる対話への看護師の困難感軽減に向けた教育プログラム

の開発

○京
きょうた

田 亜
あ ゆ み

由美　瀬沼 麻衣子　近藤 由香　塚越 徳子　八木 智子（�群馬大学大学院 保健学研究科）
　小池 瞬（�公立富岡総合病院）
　荒川 浩（�桐生厚生総合病院）
　小林 智美（�日高病院）
　清原 文（�高崎総合医療センター）
　野村 亜矢（�獨協医科大学病院）
　神田 清子（�新潟県立看護大学）

P16-253	� A病院のがん看護委員会で行うデスカンファレンスの有効性と教育的取り組みの検討　―

FATCOD-B-Jおよびインタビューを通して―

○藤
ふ じ お

尾 亜
あ ゆ み

由美（�独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター）

P16-254	� 入院中のがん患者の自殺を経験した看護師に対するがん看護専門看護師のサポート内容の

実態と役割認識

○大
おおやま

山 末
す え み

美（�大阪歯科大学 看護学部）
　藤浪 千種　大石 ふみ子（�聖隷クリストファー大学 看護学部）
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P16-255	� がん患者の意思決定支援に対する、 定期的なカンファレンスの有効性

○種
たねいち

市 亜
あ す み

澄（�小田原市立病院）

P16-256	� 血液内科病棟における看護師の退院指導の現状

○吉
よしむら

村 麗
れ い こ

子　近藤 麻衣（�日本赤十字社 長崎原爆病院）

P16-257	� オンライン研修を取り入れたがん看護研修の評価と今後の課題

○中
な か の

野 真
ま り こ

理子　荻津 佳奈江　濵道 彩　野上 典子　荒井 薫　左向 朱梨 
（�順天堂大学医学部附属順天堂医院 がん治療センター）

　山田 春子　深山 直実　猪又 知子　塚本 友紀子　山口 裕香　小玉 直子 
（�順天堂大学医学部附属順天堂医院 看護部）

　安間 亜希（�順天堂大学医学部附属静岡病院 がん治療センター）
　養田 絢子（�順天堂大学医学部附属越谷病院 看護部）

P16-258	� AYA世代にある小児がんサバイバーへの継続的支援を目的とした看護師向け教材の開発

と妥当性評価

○林
はやし

 直
な お こ

子（�聖路加国際大学 大学院）
　中山 直子（�神奈川県立保健福祉大学）
　森 明子（�湘南鎌倉医療大学）
　鈴木 久美（�大阪医科薬科大学）

P16-259	� A病院一般病棟における病棟看護師の抱えるがん看護に対する困難感の実態

○中
な か や

谷 亮
りょうた

太　北岡 佳子（�北海道大学病院）

P16-260	� 急性期病院看護師が抱くがん看護に対する困惑感 

－看護師経験年数とがん看護経験年数との比較－

○佐
さ さ き

々木 香
か よ

代 
（�独立行政法人 労働者健康安全機構 九州労災病院、久留米大学大学院心理学研究科前期博士課程）

　中藤 ゆか　椋本 さつき　田中 明子（�独立行政法人 労働者健康安全機構 九州労災病院）
　新牧 恭太（�久留米大学大学院心理学研究科）
　岡村 尚昌（�久留米大学文学部心理学科）

第17群 手術療法 13:15～14:15

P17-261	� ロボット支援前立腺全摘除術後1年間の性機能の変化

○川
かわぐち

口 寛
かんすけ

介（�富山県立大学 看護学部）

P17-262	� 乳がん術後患者が退院後に抱える不安や気がかりの実態調査 

‐ 効果的な退院指導 ・ 支援を行うために ‐

○木
き む ら

村 ま
ま ど か

どか　萩原 久実子　八塩 知美　本多 昌子　山﨑 茉未　中村 美香　原 佑香 
（�独立行政法人 国立病院機構 渋川医療センター）

P17-263	� 乳癌術後の創部保護に使用したソフトブラの有用性

○坂
さかもと

本 恵
めぐみ

　山口 仁美　隈河 賢子　境 由香　中村 歩　宮路 華好　佐伯 慶美 
（�公益社団法人 日本海員掖済会 門司掖済会病院）
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第18群 放射線療法 13:15～14:15

P18-264	� 化学放射線療法により生じた味覚障害の症状経過が頭頸部がん患者の生活の営みに 

及ぼす影響　―味覚障害に苦悩しながら治療終了を迎えた事例―

○小
お が わ

川 藍
あい

　青木 早苗（�関西医科大学 看護学部）

P18-265	� 放射線療法後の晩期有害事象を有する頭頸部がんサバイバーの生活の支障を査定するた

めの指標

○源
げ ん か

河 朝
ともはる

治　神里 みどり　大城 真理子（�沖縄県立看護大学）
　吉澤 龍太（�名桜大学）
　屋比久 夏生（�独立行政法人 那覇市立病院）
　狩俣 勇斗（�琉球大学病院）

P18-266	� 放射線治療を受ける患者の特性を踏まえた「生活のしやすさ」のスクリーニングの 

分析から捉える放射線治療完遂へ向けた看護

○諏
す わ

訪 由
ゆ み こ

美子　山本 真里子　濱島 由美子（�東京慈恵会医科大学附属第三病院）
　關根 広（�東京慈恵会医科大学医学部医学科）
　永吉 美智枝（�東京慈恵会医科大学医学部看護学科）

P18-267	� 化学放射線療法を受ける頭頸部腫瘍患者へのOAGを用いた口腔内評価導入による、 

看護介入と看護師の口腔ケアへの意識の変化についての検討

○川
か わ と

戸 麻
ま す み

好　藤原 弥純　武智 陽子　佐藤 真理　合野 由香（�京都大学医学部附属病院 看護部）
　近田 藍（�京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻）

P18-268	� 骨転移に対する緩和放射線治療を受けた患者の疼痛評価の現状と課題

○水
み ず た

田 沙
さ お り

織　松本 美希　尾上 千枝　坂口 清美（�社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院）

P18-269	� 当院の放射線治療用患者説明ツールの活用と情報共有

○橋
はしもと

本 瑞
み ず き

樹（�鳥取県立中央病院 看護局 放射線治療室）

P18-270	� 前立腺がんに根治放射線治療を受ける患者の認知機能と倦怠感の変化 

ーインタビュー調査からの分析―

○岩
いわなみ

波 由
ゆ み こ

美子（�広島がん高精度放射線治療センター）
　宮下 美香（�京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 緩和ケア看護学分野）

P18-271	� 当院における術後放射線療法を受ける乳がん患者の皮膚の状態に関する後ろ向き調査

○吉
きっかわ

川 陽
よ う こ

子　天野 一恵　鈴木 有佳里　小梢 雅野　大栗 里美（�浜松医療センター 看護部）
　飯島 光晴　今井 美智子（�浜松医療センター  放射線治療科）

P18-272	� 放射線療法を受ける頭頸部癌患者の嚥下時痛の実態調査

○藤
ふじかわ

川 可
か な こ

南子　伴 佳奈　張山 彩夏　上田 悠佳　山下 慈　田中 桂子（�青森県立中央病院）

P18-273	� 子宮頸がん患者への同時化学放射線療法開始前の看護介入の再考 

～放射線治療科初診時の心理状態から考える～

○佐
さ と う

藤 裕
ひ ろ み

美　白子 和志　清水 美穂子（�飯田市立病院）

P18-274	� 緩和的放射線療法を受けるがん患者に対する看護支援に関する文献レビュー

○市
いちかわ

川 砂
さ お り

織（�なし）

P18-275	� 乳がん術後放射線治療を受ける患者への看護ケアと課題

○斎
さいとう

藤 千
ち ひ ろ

尋　山口 広美　長谷川 祐子（�社会福祉法人 三井記念病院）
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第19群 高齢者のがん 13:15～14:15

P19-276	� 化学療法を受けている高齢がん患者の治療継続に対する考え

○木
き む ら

村 幸
ゆ き え

恵（�王子総合病院）

P19-277	� 前立腺がん患者におけるservice gap調査票の信頼性および妥当性の検証

○掛
か け や

屋 純
じゅんこ

子（�川崎医療短期大学 看護学科）
　大平 伸　永井 敦　宮地 禎幸　藤井 智浩　清水 真次朗　海部 三香子　杉山 星哲 
（�川崎医科大学 泌尿器科学）

P19-278	� 前立腺がん患者における長期的なservice gapの実態～ホルモン療法の患者の場合の検討～

○掛
か け や

屋 純
じゅんこ

子（�川崎医療短期大学 看護学科）
　大平 伸（�川崎医科大学 泌尿器科学）
　林 かよこ　谷口 真紀　中山 早苗（�川崎医科大学附属病院）

P19-279	� 高齢がん患者において術後に療養環境調整を要する因子の検討 

～術前の高齢者総合機能評価活用の可能性～

○有
あ り い

井 奈
な お こ

央子　井出 沙英美　山岡 しおり　髙橋 佳子　稲村 直子（�国立がん研究センター 中央病院 看護部）
　松三 絢弥（�国立がん研究センター 中央病院 麻酔・集中治療科）

P19-280	� 認知症を併せもつ高齢がん患者へのがん看護専門看護師の看護支援

○田
た し ろ

代 真
ま り

理　藤田 佐和　廣瀬 未央　豊田 邦江（�高知県立大学看護学部）
　森本 悦子（�甲南女子大学）
　中村 麻美（�大分赤十字病院）
　門田 麻里（�高知大学医学部付属病院）

P19-281	� 多職種による認知症高齢がん患者の意思決定支援研修会の評価

○三
みつほり

堀 い
い ず み

ずみ　渡邉 眞理　清水 奈緒美　岡 多恵（�湘南医療大学 保健医療学部 看護学科）
　小川 朝生（�国立がん研究センター 東病院 精神腫瘍科）

P19-282	� 脳梗塞を機に脳外科病棟に入院となったがん患者の看取りを振り返る 

～耐え難い苦痛への対応の困難さ～

○野
の ざ き

﨑 朱
し ゅ り

利　坂本 三奈子　木寺 あゆみ　牧原 りつ子（�日本赤十字社 唐津赤十字病院）

P19-283	� 認知症高齢がん患者の意思決定支援（意思の推定）研修会の評価 

ー意思決定支援の取り組みと今後の課題認識の質的分析ー

○岡
おか

 多
た え

恵　渡邉 眞理　清水 奈緒美　三堀 いずみ（�湘南医療大学 保健医療学部 看護学科）
　日塔 裕子（�くげぬま緩和ケア内科）
　山内 桂子　岡本 理奈（�神奈川県立がんセンター）
　井上 智香（�群馬大学医学部付属病院）
　池田 恵理（�横浜市立大学付属市民総合医療センター）
　古矢 尚子（�神奈川県立保健福祉大学実践教育センター）
　高瀬 由佳（�東名厚木病院）
　川越 久実子（�三井記念病院）
　谷村 美希（�衣笠病院）
　小笠原 利枝（�ファミリー・ホスピス株式会社）
　小川 朝生（�国立がん研究センター東病院）

P19-284	� 食道癌根治術後の高齢患者の回復意欲につながった要因 

～術後合併症により人工呼吸器装着、 離脱し自宅退院した患者の語りから～

○高
た か だ

田 千
ち あ き

秋　高橋 由美（�社会医療法人 恵佑会札幌病院）
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P19-285	� 後期高齢がん患者がより良い治療の意思決定をするために家族が大切に思うこと

○瀬
せ ぬ ま

沼 麻
ま い こ

衣子　京田 亜由美　塚越 徳子　近藤 由香（�群馬大学大学院 保健学研究科）

P19-286	� 認知症をもつ妻と最期まで在宅療養を希望する高齢がん患者への病院と在宅との 

チーム医療

○竹
た け だ

田 日
に き

記（�高知県立あき総合病院 看護部）

P19-287	� 認知症と共に生きるがん患者と家族の支援の充実に向けた取り組み 

がん看護専門看護師と認知症看護認定看護師の専門性を活かした連携と協働面談

○細
ほ そ だ

田 志
ゆ き え

衣　田中 万里子　竹川 英子　中曽根 朋子　鈴木 千晴（�聖路加国際病院 看護部）

P19-288	� ストーマを造設した独居高齢者の在宅療養移行期における訪問看護師の看護実践

○中
なかがき

垣 和
か ず こ

子　黒田 寿美恵　渡辺 陽子（�県立広島大学 保健福祉学部 保健福祉学科 看護学コース）
　船橋 眞子（�岐阜県立看護大学）

P19-289	� がん薬物療法を受ける高齢患者へG8高齢者機能評価ツールを実施し 

多職種で支援できるシステムづくりを目指す

○杉
すぎもと

本 涼
りょうこ

子（�京都民医連中央病院 外来化学療法センター）

P19-290	� がん患者のフレイル予防に向けた運動支援

○鈴
す ず き

木 久
く り

里　高木 園子　北坂 美津子　田宮 大也 
（�地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター）

　石野田 神（�ルネサンス運動支援センター）

P19-291	� 肺がん高齢男性患者の薬物療法後の脱毛に関する思い

○加
か と う

藤 絵
え み

美　能登 智恵美　鈴木 さやか（�医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院）

P19-292	� 外来でのがん診断時における高齢者総合機能評価を用いた高齢者支援の取り組み

○岩
い わ た

田 奈
な み

美　梅田 節子（�神戸市立医療センター中央市民病院）

P19-293	� がんと認知症を併せ持つ患者への看護実践力尺度の内容妥当性 ・ 表面妥当性の検証

○塚
つかごし

越 徳
の り こ

子　牛久保 美津子　瀬沼 麻衣子　京田 亜由美（�群馬大学大学院 保健学研究科）

P19-294	� 一般病院で治療中の後期高齢がん患者を支援する外来看護師に求められる 

看護実践能力の具体の抽出

○森
もりもと

本 悦
え つ こ

子　湯浅 幸代子（�甲南女子大学 看護リハビリテーション学部）
　小原 弘子（�高知学園短期大学 看護学科）
　宗澤 紀子（�東京医療保健大学 立川看護学部）
　片岡 純（�愛知県立大学 看護学部）

P19-295	� がん薬物療法を受ける高齢患者の意思決定における医療者の認識: 

定性的システマティックレビュー

○津
つ む ら

村 穂
ほ の か

乃花（�元札幌市立大学 看護学部）
　平山 憲吾（�札幌市立大学 看護学部）

P19-296	� がん診療連携拠点病院において外来がん薬物療法を受ける後期高齢がん患者の療養生活

における体験

○川
かわむら

村 陽
よ う こ

子（�八戸市立市民病院）
　鳴井 ひろみ（�青森県立保健大学）
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第20群 遺伝看護 13:15～14:15

P20-297	� 遺伝性乳癌卵巣癌症候群と診断された乳がん患者の対側リスク低減乳房切除術選択への

思い～術前化学療法を受けた2症例から～

○松
まつやま

山 絵
え り な

梨菜　山田 翔子　ミューラー 志乃　敷島 果林　渡邊 健一 
（�独立行政法人 国立病院機構 北海道がんセンター）

第21群 外来看護 14:30～15:30

P21-298	� 患者の治療への参加意識を高めるための取り組み

○渡
わたなべ

邊 美
み ほ

保　松岡 里美　須山 美智子　田中 陽子　堀人 法子（�鳥取大学医学部附属病院）

P21-299	� 急性期総合病院におけるがん看護外来の現状と課題

○岩
いわさき

崎 多
た つ よ

津代（�国立病院機構 東京医療センター）

P21-300	� 免疫チェックポイント阻害薬の投与を受ける外来患者の口腔関連QOLについて

○越
お ち

智 幾
き よ

世（�京都府立医科大学 医学部 看護学科）
　石川 剛（�京都府立医科大学 大学院 医学研究科 消化器内科学）
　高山 浩一（�京都府立医科大学 大学院 医学研究科 呼吸器内科学）
　手良向 聡（�京都府立医科大学 大学院 医学研究科 生物統計学）
　内藤 真理子（�広島大学 大学院 医系科学研究科 口腔保健疫学）

P21-301	� がん看護外来の活用促進のための取り組み成果と今後の課題

○千
ち ば

葉 美
み ほ

穂　佐藤 美智子　伊藤 美和　松浦 真由美　道上 美貴（�岩手県立磐井病院）

P21-302	� 外来化学療法における新たな支持療法を受ける患者のセルフケア促進を支援する取り組み

○森
もり

 奈
な つ き

月　中内 香菜　井上 菜央　山内 美砂子（�愛媛大学医学部附属病院 看護部）

P21-303	� 外来で分子標的薬治療を受けるがん患者の皮膚障害に関する体験-第1報-

○石
いしはら

原 千
ち あ き

晶（�清泉女学院大学）
　石岡 幸恵　相澤 達也　石田 和子（�新潟県立看護大学）

P21-304	� がん看護外来の実践状況と課題

○大
おおなぎ

椛 裕
ひ ろ み

美　川原 裕美　岡本 真理子　三野 千絵　倉林 美和　小島 彩子　飯田 詩子　飯田 明美 
（�横浜労災病院 看護部）

P21-305	� がん治療入院患者への入院後訪問モニタリングの評価 

～予定入院患者への有効な入院前支援に向けて～

○本
ほ ん だ

田 理
り え

恵　村松 雅子（�山梨県立中央病院）

P21-306	� 外来化学療法を受ける患者の予約外受診の実態

○澤
さ わ の

野 麻
あ さ こ

子　二村 舞子（�名古屋鉄道健康保険組合 名鉄病院）

P21-307	� A病院の薬物療法室におけるホットラインの現状と課題

○中
なかむら

村 い
い ず み

ずみ　川野 尚美　尾上 千枝　坂口 清美（�社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院）

P21-308	� フェスゴ配合皮下注射導入における運用体制の整備と課題

○穐
あきやま

山 真
ま り

理　池上 奈保子　徳満 琴恵（�日本医科大学付属病院）
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P21-309	� がん看護外来における認定看護師の役割と課題 

～認定看護師と介入依頼者が捉える問題点の相違からみえてくるもの～

○尾
おのうえ

上 千
ち え

枝　坂口 清美（�社会福祉法人 恩賜財団  済生会熊本病院）

P21-310	� X線透視室における看護師の抗がん剤曝露対策の実態調 

-排泄物の曝露対策におけるスタッフ教育を通して-

○宮
みやもと

本 紗
さ き

妃　熊谷 咲希　佐藤 雅子　川端 和美（�北海道大学病院 看護部）

P21-311	� 婦人科腫瘍患者の意思決定を支援するサポート外来の取り組み

○山
やまうち

内 洋
よ う こ

子　梅本 郁奈子　白石 裕実　亀 友美　新川 さゆり（�市立貝塚病院）

P21-312	� 体表貼付型G-CSF製剤自動投与デバイス使用患者のアンケート調査分析

○武
た け だ

田 さ
さ ち こ

ち子　小賀坂 由紀恵　柴田 香菜子　高田 千佳子　三ノ戸 裕子　茂木 優美　大高 ますみ　猪野 和子
（みやぎ県南中核病院）

P21-313	� 外来化学療法室看護師による腫瘍内科外来の兼任体制導入における成果

○水
みずしま

嶋 親
ち か み

美（�公益財団法人 天理よろづ相談所病院）

P21-314	� A病院外来でICI（Immune Checkpoint Inhibitor）を受けた患者の実態調査

○藤
ふ じ お

尾 政
ま さ こ

子　梶原 知恵　住田 育子　小松 はるよ　長瀬 絹代　寺本 里美　平松 貴子 
（�川崎医科大学附属病院）

P21-315	� 化学療法問診時の質問票の活用、 問診対応時間短縮の業務改善

○有
ありやす

安 晴
は る み

美　西本 陽子　片桐 慈子　岩崎 舞　吉野 有紀子　石井 寛子　荻野 絵美里 
（�南東北グループ 医療法人社団 三成会 新百合ヶ丘総合病院）

P21-316	� 外来のがん看護質向上への取り組み 

～朝カンファレンス導入と看護を語る会を開催して～

○水
み ず の

野 裕
ひ ろ え

恵　金川 貴子　砂川 裕美　大西 愛子（�兵庫県立がんセンター 看護部）

P21-317	� 外来でのセルフケア支援に関する取り組み～看護師によるセルフケア支援外来開設～

○吉
よ し だ

田 ミ
み な

ナ　赤星 誠美（�独立行政法人国立病院機構九州がんセンター）

P21-318	� がん看護関連分野の看護外来開設における評価と課題について

○内
うちうみ

海 明
あ け み

美　荒堀 有子　佐藤 留美　佐川 慶子　田中 秀子　山田 美穂　鏡 美幸（�市立釧路総合病院）

P21-319	� がん看護外来における乳腺外科術後早期退院患者のセルフケア支援

○立
たてやま

山 智
ち ひ ろ

尋　田嶋 友歌　廣澤 智恵　矢内 涼子（�社会福祉法人 仁生社 江戸川病院）

P21-320	� 外来化学療法患者の血管外漏出事例から考察する患者対応と指導

○山
やまぐち

口 千
ち か

賀　三保 めぐみ　田知本 道子　久保 りさ　浅坂 枝美子　西崎 とも子（�八戸赤十字病院 看護部）

P21-321	� 外来化学療法室の看護師による診察前問診の取り組みと経過報告

○田
た む ら

村 雅
ま さ こ

子　中谷 恭子（�地方独立行政法人 市立東大阪医療センター）

P21-322	� 術後回復に時間を要した食道がん患者の体験と術前意思決定場面から検討する 

外来看護支援

○金
か ね こ

子 佳
か な

奈　川西 亜紀江　松宮 暁子（�手稲渓仁会病院 看護部）

P21-323	� 化学療法室で治療を受ける患者への電話による患者支援の評価

○八
や え が し

重樫 千
ち か

香　澤口 雅世　村橋 智美　神田 由希絵　柴田 沙耶花（�JR 札幌病院）
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P21-324	� ペルツズマブ ・ トラスツズマブ ・ ボルヒアルロニダーゼアルファ皮下注射の 

導入に向けての取り組み

○藤
ふじもと

本 加
か な こ

奈子　小原 未貴　竹本 由紀子（�一般財団法人倉敷成人病センター）

P21-325	� 外来におけるがん診断時からの緩和ケアの実践とその関連要因の検討

○照
て る や

屋 典
の り こ

子　前田 縁子（�琉球大学医学部保健学科）
　奥間 美咲　津波古 花鈴（�琉球大学病院）

P21-326	� 外来におけるがん診断時からの緩和ケア実践の困難とその関連要因の検討

○前
ま え だ

田 縁
ゆ か こ

子　照屋 典子（�琉球大学 医学部保健学科）
　津波古 花鈴　奥間 美咲（�琉球大学病院 看護部）

P21-327	� 頭皮冷却の実用化に向けた取り組み後の看護師の意識調査と今後の課題

○高
たかなし

梨 智
ち え

恵　岡本 明恵　吉田 由美　久米 さおり　布谷 玲子（�医療法人 徳洲会 湘南鎌倉総合病院）

P21-328	� 頭皮冷却の実用化に向けた取り組み～看護師の負担軽減に向けて整えた体制～

○高
たかなし

梨 智
ち え

恵　岡本 明恵　久米 さおり　吉田 由美　布谷 玲子（�医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院）

P21-329	� 外来化学療法での患者急変時における看護師の思いと体験

○赤
あかいわ

岩 鮎
あ ゆ み

美　金城 妙子　関根 宏美　角田 明美（�群馬大学医学部附属病院）

P21-330	� 診断から治療そして緩和ケアに寄り添うがん看護外来の実践報告

○鈴
す ず き

木 果
か り な

里奈（�川崎市立井田病院）

P21-331	� がん患者の気持ちに寄り添える外来看護をめざして 

-外来通院がん患者のニーズとがん相談支援室の利用状況調査を実施して-

○宮
み や ぎ

城 麻
ま り こ

里子　リージャー 理香　奥平 貴代　伊集 美香　金城 ユカリ　座喜味 政代 
（�社会医療法人敬愛会 中頭病院）

P21-332	� 乳がん、 婦人科がん術後のリンパ浮腫リスク患者のセルフケアを支える外来看護の検討

○脇
わ き だ

田 久
く み

美（�岐阜県総合医療センター）
　古川 直美（�岐阜県立看護大学 成熟期看護学領域）

P21-333	� 外来化学療法における支持療法外来（ケモサポート外来）開設5年後の現状と課題

○亀
か め や

谷 朋
と も こ

子　山本 伸洋（�社会福祉法人 函館厚生院 函館中央病院 看護部）
　松岡 佳吾　高畑 雅臣　仲井 優貴（�社会福祉法人 函館厚生院 函館中央病院 薬剤部）
　笹木 有佑（�社会福祉法人 函館厚生院 函館中央病院 腫瘍内科）

P21-334	� 当院におけるがん看護外来で受けた相談内容と課題

○小
お の で ら

野寺 恵
け い こ

子　興野 恵子（�東京都立病院機構 東京都立墨東病院）

P21-335	� 外来化学療法患者の脱水症を見逃さないために 

～外来化学療法を受けている患者で、 脱水と診断され入院した事例からの考察～

○小
こばやし

林 由
ゆ き こ

季子（�JA 静岡厚生連 遠州病院）

P21-336	� 地域中核医療機関であるA病院のがん相談支援の実態

○中
なかやま

山 麻
ま ゆ み

由美（�地域医療機能推進機構 船橋中央病院）
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第22群 その他 14:30～15:30

P22-337	� A病院におけるピアサポートの場の効果

○多
た が

賀 亜
あ こ

子（�国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院）

P22-338	� 転倒転落予防カラーバンド装着手順や運用方法に関する意識調査 

―がん専門病院におけるスタッフを対象として―

○小
こ せ き

関 宏
ひろゆき

征　伊藤 淳子　瓦林 香　加茂 美奈子（�千葉県がんセンター）

P22-339	� 婦人科がん患者が転倒した要因に関する検討

○大
おおつか

塚 望
み な

菜　小野 有佳里　田中 友梨香　山下 慈　工藤 愛　工藤 佳奈（�青森県立中央病院看護部）
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